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いきなり接近です




　彼女は常に様々な情報を持っている。

「プロジェクト？」

　雲ひとつない水色の空が広がる月曜日の昼休み。

　会社近くのカフェレストラン『リラッサンテ』で、同僚であり親友でもある岡おか沢ざわ美み咲さきと昼食をとっていた私は、彼女の言葉に首をかしげた。

　白い正方形のテーブルを挟んで座る美咲は、注文した海老のトマトクリームパスタをフォークで巻き取りながら答える。

「うん。そろそろ動くんじゃないかって、彼が言ってたの」

　美咲は、かわいらしいピンク色のリップグロスが塗られた唇を動かしながら教えてくれたけれど、私はもう一度首を横に傾けた。

「彼って、お医者さんの彼氏だよね？」

「あー、そっちじゃなくて、うちの社長秘書君」

　ああ、なるほど。どうしてお医者さんが、うちの会社の情報を持っているのか不思議だったんだけど、そういうことなら納得――って、うちの社長秘書!?

「は、初耳なんだけど！」

　待って、待ってよ、待ってください。

　確か、先週もお医者さんの彼氏とデートしてたよね？　新しい靴かなにかを買ってもらったって、喜んでたよね!?

　驚きつつ、ランチプレートのサラダにフォークを刺すと、美咲は透明なグラスに入ったアイスティを手にとって、「そうだっけー？」なんて飄ひょう々ひょうとした返事を口にした。

「いつの間に別れてたの？」

　問いかけると、美咲は「ごちそうさま」と言って食器を少し横にどけ、ニッコリと笑う。

「別れてないよ？」

「……美咲……」

「お説教はいらないからね？」

　呆れ顔の私にそう言って、美咲はアイスティを口にする。

　美咲はモテる。とってもモテる。通りすがりの男の人たちがみんな視線を送るくらい、かわいい容姿を持っているのだ。

　ファッションもメイクもヘアスタイルもいつも完璧。加えて、狙った獲物は逃すことがない恋愛テクニックもある。なにに対しても欲しいものは手に入れたい主義の彼女は、本当にそれに対しての努力を欠かさない。そこはすごいと思うけど……。

　彼女と出会って六年。美咲の彼氏の数は多すぎて、私は彼女の歴代の彼氏の名前をちゃんと記憶できないほどだ。

「心配してるだけだよ」

　お説教なんてする気はない。

　そう伝えながら、デザートのヨーグルトをスプーンですくうと、「あたしは柊ひ奈なのほうが心配だけど」と話の矛ほこ先さきを、こちらへ向けられた。

「や、私は――」

「前向きに考えてるのは知ってるよ？　でも、行動が伴わないと意味がないじゃない？」

　……美咲がなんの話をしているのかは十分理解している。彼女の言いたいことも、よくわかる。

　だけど……どうしても、踏み出せないのだ。気持ちは前に進もうとしているのに、いざとなると勇気が出ない。

　恋をして、触れ合うことに。

「なんなら誰か紹介しようか？」

「い、いいよっ。無理に出会うのとか、あんまり好きじゃないし」

　拒否すると、美咲は〝ほら〟という顔をする。

「じゃあ、自然に出会うならいいんだよね？」

「まあ……」

「なら、うちの会社のメンズなんてどう？　イケメンけっこういるじゃない。社長の弟とか、新人君もイケてるよね」

　楽しげに言った後で、「あ、私はそのあたりは好みじゃないし、手を出さないから安心してね」なんて付け加える美咲に、私は苦笑いを浮かべた。

「んー、会社内はちょっと……」

　なんというか、同じ職場だと仕事がしづらくなるイメージが強い。

　ただ、うちの会社は確かにルックスのいい人が多い。それは、職種が職種だからだろう。

「そろそろ戻ろうか？」

　私は左腕にしている細い革ベルトの腕時計を見ながら美咲に話しかけた。

　会話が中途半端に終わったからだろう。美咲は「もう……」なんて言いながら席を立ち、ゴールドのチェーンがあしらわれた白いクラッチバッグを手にした。

　会計を済ませて外に出ると、五月の暖かな陽気が出迎えてくれる。

　私と美咲が勤めている会社は、このカフェレストランから歩いて五分もしない場所にある。

　大きな横断歩道を渡り、ヘアサロンやコーヒーショップの前を歩いていくと、やがて見えてくる白と濃いグレーを基調とした十一階建てのビル。その十階に、私の勤め先『リアライズ』がある。

　事業内容は、衣服やアクセサリーなどの製造・販売。会社設立から十年も経っていないけれど、東京・青山にアパレルショップ一号店を構えて以来、徐々に人気を獲得してきた。現在では全国に十五店舗あり、展開ブランドは五つ。レディースやメンズのみならず、ブランドによってはキッズも取り扱い、どれも手頃な価格とサイズが豊富なのが売りだ。

　私は、ファッション専門学生時代にアルバイトとしてショップに立っていた。そして卒業後、本社に就職。入社四年目で、今年からプレスに所属している。

　ちなみに、美咲も私と同時期にショップ店員から本社にあがった。私とは一年間同じ店に立っていたこともあり、その時からずっと仲よく付き合っている。




　リアライズのオフィスがある十階でエレベーターを降りると、硬めの絨毯が敷き詰められた廊下に出る。

　給湯室横の自動販売機でホットコーヒーを買っている人物が視界に入り、美咲がニコニコしながら声をかけた。

「新人くーん、あたしにも一杯ご馳走してくれなーい？」

「岡沢さん、いー加減その呼び方やめてくれません？　オレにはちゃんと名前があるんですよ」

　そう不機嫌そうに話す彼の名は、日ひの宮みや壮そう介すけ。さっきチラリと話に出ていた人物だ。

　少し童顔気味な、どこぞのアイドルにも引けをとらない顔立ち。束感のある無造作に整えられたショートヘアは、明るめのアッシュカラーで華やかな印象がある。

　ふと、彼の薄茶色した大きな瞳が、私の姿を捉えた。

「柊奈さん、岡沢さんに奢ってあげてよ」

「な、なんで私？」

「だってオレの財布、鞄の中入れっぱ」

　どうやら、自分が使う小銭しか持っていないらしい。

「じゃあ、とってくればいいと思うけど……」

「めんどくさい」

　そう言って、壮介君はコーヒーをすする。

　そんな彼を呆れながら見ていたら、美咲が小さく笑った。

「ずっとこんな感じだったの？」

　問われて、私は苦笑しながら頷いた。

　実は、私が彼と初めて会ったのは、先月、彼が入社した時ではない。ショップのアルバイト時代、美咲が他店に移動して代わるように入ったのが壮介君なのだ。

　私が本社勤務になるまでの一年間同じショップで働いていたのだけど、お客様からモテるモテる。この容姿に加え、普段とはうってかわって接客の時は愛想がいいものだから、壮介君目当てで来店するお客様もいたくらいだ。

　当時のショップの店長は『壮介君は小悪魔店員ね』なんて言っていたけど、私には悪魔にしか見えない。だって――。

「あれ？　柊奈さん、なんか太った？　やっぱ独り身が長いと油断するんだなー」

　私に対して容赦がないから！

　美咲は壮介君のことを薦めていたけど、あり得ない。壮介君に恋なんてしたら、意地悪なことをたくさん言われて、ますます恋愛が苦手になりそうだ。

　まあ、それでも……私の父親よりはマシなのかもしれないけど……。

「太ってません！　これはこの服のシルエットのせいですっ」

　……のはず。帰ったら体重計に乗ってみよう。

「はいはい。そーいうことにしといてやるよ」

「もう！」

「ほら、柊奈も新人君も、そろそろ休憩時間終わるよー」

　いつの間にか先を歩いていた美咲に声をかけられて、私は急いで午後の仕事へと向かった。




　つつがなく午後一の会議を終えて、次に向かう場所は、同じ階にあるプレスルームだ。

　プレスは〝アタッシュ・ドゥ・プレス〟とも呼ばれ、ブランドの顔とも言える職種。広報・宣伝を担当し、ブランドイメージをＰＲする。

　仕事内容は多岐に渡るけど、主なものとしては、スタイリストさんへの衣装貸し出し、雑誌社との打ち合わせ、イベントの企画、撮影の立ち合いなどだ。

　今日は、ドラマ撮影用の衣装貸し出しの対応をする。

　私はまだプレスとしては新米で、プレスチーフの早さ乙おと女めさんの助けを借りながら、日々の業務をこなしている。でも、早乙女さんは今日、他のメンバーとカタログの撮影に出ていて、私がひとりでスタイリストさんに応対しなければならない。ひとりなのは初めてで緊張するけど、頑張らなくちゃ。

「まずは、プレスルームの掃除だよね」

　確認するようにつぶやき、貸し出し用の服などが展示してあるプレスルームの扉を開ける。すると、誰もいないと思っていた部屋の中に先客の姿があった。

　ハンガーラックにかかる新作のトップスへ伸ばされる、たくましい腕。爽やかなライトブルーに染まった細身のシャツを魅力的に見せている、筋肉の締まったウエストライン。

　それらに一瞬見惚れていたら、背中越しに私の気配に気付いたのか、彼が振り返った。端正な顔にある切れ長の瞳が、私の姿をとらえる。

　本社の女性だけでなく、販売員の女性たちも憧れているという、この彼の名は桜さくら庭ば一かず陽ひ。リアライズの社長の弟で、今年立ち上がる新ブランドのブランドマネージャーをしている。

　正式な役職名はアパレル事業部長。確か、私より三つ年が上だったはずだから、二十七歳？

　ちなみに社長とはひと回り年が離れていると誰かから聞いた。社長との間にはお姉さんもいて、海外に住んでいるとか。

　桜庭部長は確かにかっこいい。壮介君がアイドルなら、桜庭部長は俳優さんだろう。

「蓮はす井いか。リースか？」

「はい。部長はどうなさったんですか？」

　部長とプレスルームで会うことは多くない。だから疑問に思って素直に口にしたのだけど……。

「……おい」

　なぜか、鋭い目つきで睨まれてしまう。

「は、はい」

「部長はおっさんくさいからつけるなって話しただろ」

「そ、そうでしたっけ？」

「二週間前の飲み会で言った」

　や、多分私は聞いてないです。なにせ、独身女子たちが群がる部長とは反対側の席に座って、既婚の女性社員と話題のドラマの話に花を咲かせていましたから。

　職種柄、うちは男性社員が少ない。その上、独身となるとさらに少ないため、未婚の部長や壮介君たちが来る飲み会は、独身女子社員の狩場みたいになっている。私はそのアピール大会から離れるようにして端のほうに座っていた。

「すみません、私、離れて座っていたので」

「じゃあ今覚えろ」

　命令されて、私はとりあえず従い頷く。

　……実は、桜庭ぶちょ……じゃなくて、桜庭さんのような人は苦手。オレ様というか、強引なところが、少しだけ……私の父親を思い出させるから。

　他の女子社員には『クールでＳなところがまたいい』と言われているけど、私は優しくてほんわかする人のほうがいい。

「蓮井。新作のリース状況はどうだ？」

「レディースだと、シャツワンピやワイドパンツが多く出ています。あとは、レースアップアイテムですね」

　それから、メンズ、キッズと、私が把握している限りで報告すると、桜庭さんは「なるほどな」と告げ、手にしていた服をラックに戻す。

　いけない。掃除をしなくちゃ。

　一応午前中にも掃除はしてあるけど、プレスルームはブランドのイメージを損ねないよう、常にキレイにしておかねばならないのだ。

　私はそそくさと掃除を始める。

　テーブルの上を丁寧に拭いていると、ふと視線を感じた。ここには今、私と桜庭さんしかいないので、私は桜庭さんに顔を向ける。

　すると案の定、視線がぶつかり、『なんですか？』と口を開くよりも先に、桜庭さんが声を発した。

「蓮井。着方を変えろ」

「え？」

「お前の身長でその服はバランスが悪い。ベルトを使って、スタイルよく見せたほうがいい」

　そう言って、桜庭さんはプレスルームに並ぶベルトから、細めのものを手にすると、私の腰に巻きつける。当然、私たちの距離は縮まって、桜庭さんからほのかに感じていたコロンの香りが強くなった。

「位置はこの辺り。プレスは会社の顔だ。気をつけろ」

「は、はい……」

　私が首を縦に振ると、桜庭さんはいつもと変わらない様子でプレスルームを出ていく。

　残された私は、いきなりの接近にドキドキしっぱなしの心臓を落ち着けるように、掃除に勤しんだ。










やってしまったのです




「いけない！　もうこんな時間！」

　気付けばもう終電間近の時刻。私は焦り、パソコンを閉じてデスク周りを片付けると、大きめのトートバッグを手にし、オフィスを出た。

　今日は、プレスの先輩たちが本社にいなかったため、突発的な電話やメールの問い合わせに対応しつつ、通常の業務を片付けていたら残業になってしまった。

　まあでも、もともと定時に帰れたことはない部署なんだけど。

　静かな廊下でひとりエレベーターを待っていると、どこからか扉が閉まる音がした。そして、足音が向かってきたかと思えば、なんとそれは、桜庭さんだった。

「……蓮井？」

「桜庭さん……、お疲れ様です。まだ残っていたんですね」

「それはこっちのセリフだ」

　――チン、とエレベーターの到着音がして扉が開く。ふたりでエレベーターに乗り込んで、私は一階を、車通勤の桜庭さんは駐車場がある地下二階のボタンを押した。扉が閉まると、不意に昼間の距離感を思い出して一瞬意識してしまう。

　だ、だめだめ。こんなことで動揺してるようじゃ、いつまでもちゃんとした恋愛ができないじゃない。

　私は桜庭さんに気付かれないように密かに深呼吸し、どうにか平静を装った。

　腕時計をチラリと見ると、終電までギリギリだ。これはノンストップで走ったほうがいいかも。もう少しヒールの低い靴にすればよかったと、アンクルストラップのクラシカルなパンプスに視線をやる。――と、桜庭さんが「蓮井」と私を呼んだ。

　視線を桜庭さんに向ければ、いきなり「家はどの辺りだ？」と問われる。世間話かと思いつつ、最寄りの駅名を告げた。すると、桜庭さんは納得した顔で頷く。

「わかった。ついでだし車で送っていく」

「えっ!?　だ、大丈夫です。まだ終電ありますし」

「間に合うのか？」

　多分、桜庭さんは私の様子で焦っているのがわかって、気をきかせて送ってくれると言ってくれたんだろう。でも、迷惑はかけられない。

「走れば間に合いますから」

　そう、微笑みとともに断ったけれど、桜庭さんはジッと私を見つめながら口を開く。

「信号に引っかかれば乗れなくなるかもしれないな。そうなればタクシーで高額料金コースだ」

　うっ、それは痛い。何度か終電に間に合わず、タクシーを利用したことがあるけれど、あの出費は本当に痛い。

「タクシーに金払うくらいなら、オレに缶コーヒーでも奢れ」

　エレベーターが一階に到着し、桜庭さんはすぐに扉を閉めた。そのままエレベーターは降下し、地下二階に着くと桜庭さんはさっさと先に降りていく。そして、私を振り返ると「行くぞ」と促した。

　どうやら、私に拒否権はないらしい。

　私は急いで、桜庭さんの背中を追ってエレベーターを降りた。

　桜庭さんの車は、エレベーターの近くに停めてあった。真珠のようなキレイな白色で、ふたり乗りのオープンタイプ。フロント部分のエムブレムはＢＭＷだ。

　……なんだか高そう。

　桜庭さんはロックを解除し、ドアを開ける。ハンドルは右らしい。

　エンジンをかけると、桜庭さんが車内から『早く乗れ』と口を動かして私を急かす。

「お邪魔します……」

　送ってもらうという申し訳なさが手伝って、控えめに挨拶しながら乗り込んだ。車内は、黒と茶のシックな内装。シートもなかなかの座り心地で、やっぱり高い車なんだろうなと改めて思ってしまった。

　シートベルトを締めると、桜庭さんはアクセルを踏んで車を発進させる。

　車内には、ラジオから流れる洋楽。桜庭さんは最初に私の家の住所を確認したのみで、それ以降は言葉を発していない。

　な、なにか話題を！　無言のままじゃおかしい……よね？

　送ってくださってありがとうございます……は、最後のほうがいいのかな？

　男の人とふたりきりという慣れない状況が、私の頭を混乱させていく。

　なにか楽しい話とかあったっけ!?　それとも仕事の話でもしたほうがいい!?　いや、仕事帰りに仕事の話なんて聞きたくないかもしれない。

　いよいよどうしたらいいのかわからなくなってきたその時、ラジオから流れていた曲が変わった。それが知っている曲で、もうこれでいいやと、口を動かした。

「これ、バイト時代にお店でよくかかってました」

　……だからなんだっていう話題すぎた。この曲好きなんです、とつながるわけでもないし、実際本当に思い出したから口にしただけ。きっと桜庭さんにも『で？』とかそっけない反応をされて終わる。

　そう思っていたら、意外にも、桜庭さんは話を膨らませてくれた。

「そういえば、蓮井はバイトからあがったんだったか」

「あ、はい。バイトは高校を卒業してすぐにオープニングスタッフの募集を見て」

　本社で働く人は、ショップの販売員から始めた人が意外と多い。

　ちなみに、デザイナー、パタンナー、ＷＥＢ関係など専門の技術が必要な部署は、新卒や中途で採用された人たちで、販売員スタートの社員はいないと記憶している。通販の担当さんもショップには立っていなかったはずだ。

「どうしてリアライズに就職したんだ？」

　それは、なぜ他の会社に就職せずにリアライズを選んだのか、ということだろう。

　私は、運転する桜庭さんの端正な横顔に答える。

「実は私、子供の頃からあまり社交的じゃなくて。それをどうにかしたくて、高校の時に飲食店でバイトを始めたんです」

　そう。私はクラスでも特に目立つような存在ではなく、騒いでいるみんなの輪の外で、大人しめな友人と控えめに会話をしているような子だった。

「そのバイト先の常連のお客様に、すごく素敵な女性がいて。とても気さくな方で憧れていたんですけど、それを伝えたら、彼女が教えてくれたんです」




『私は昔、暗くて地味でいじめられていたのよ。でも、このままじゃいけない。自分が変わらないといけない。そう思って、自分に合うメイクやファッションを勉強して、少しずつ変わる努力をしたの。不思議なんだけど、そうしているうちに心のありようも変わって、今の私になれた』




「それを聞いて、感動したんです。メイクやファッションで人はこんなにも輝ける可能性があるんだって。それで、私も変わりたいって思うようになって……」

「リアライズブランドにバイトとして入ったのか」

　信号が赤に変わって、桜庭さんはブレーキを踏みながら言った。

「はい。だけど、働くようになってお客様の反応や笑顔を見てからは、自分だけじゃなく、お客様にもたくさんの可能性を感じてもらいたくなって。それで、本社でもっといろいろと勉強したくなったんです」

「ふーん……」

　ふ、ふーんって、それだけですか。ちょっと熱く語ってしまっただけに、なんか恥ずかしい。

　こんなに詳しく話さずに、もっと簡潔に話すべきだったかと後悔していると、「悪くないな」と桜庭さんは口元を緩めた。

　それは、入社の動機について、だろうか？

　――と、ＣＤプレイヤーの差込口に設置されたスマホホルダーから、桜庭さんのスマホが着信を告げた。

　思わず目がいってしまうと、画面に表示されている名前は【支はせ倉くら香か織おり】。女性だった。

　こんな時間だ。もしかして彼女さんだろうかと思い、チラリと桜庭さんを見る。

　桜庭さんは着信に気付いていないのか、前方だけを視界に収めていた。

「あの、電話鳴ってますよ」

「いい。また明日にでもかけ直す」

　そんな会話をしているうちに、スマホは静かになった。

　彼女さん、また明日……でいいんだろうか。あれなのかな。桜庭さんは恋愛に対してもクールなんだろうか。

　私はあまり恋愛経験が多くない。学生の頃に付き合ったことはあるけど、臆病な自分に負けてしまい、すぐに関係がダメになった。

　連絡は明日でもいいなんて、相当信頼し合ってるんだろうな。

　私もいつか、そんなふうに付き合える相手が見つかるだろうか。心から誰かと思い合い、触れ合える日が来るだろうか。

　やがて、見慣れた我が家があるアパートに到着し、私はシートベルトを外すと、桜庭さんに頭を下げた。

「わざわざありがとうございました」

「うちからそう遠くなかったからな」

　あ、そうだったんだ。全然違う方向だったら、桜庭さんの睡眠時間が減っちゃうかなと心配だったんだけど、ちょっと安心。

　私が車から降りてドアを閉めると、ウィンドウが下がって。

「明日、スタバのコーヒーな」

　運転席の桜庭さんが少しだけ口元を弓なりにして言った。

　なんだか缶コーヒーからグレードが上がってる気がするけど……。

「はい。おやすみなさい」

　私は、送ってくれた桜庭さんの強引な中にある優しさに素直に感謝しながら、彼の乗る車を見送った。




　翌日、私はいつものように電車に乗り、出社した。

　今日は早乙女さんもデスクにいて、コーヒーを片手にパソコンとにらめっこしている。

　私は、カタログ制作に必要な資料を取りにいくことを伝え、デスクを離れた。

　廊下を歩き、会議室の前を通り、その奥にある扉にカードキーを通す。緑のランプが灯り、ロックが解除されたのを確認すると、ドアノブに手をかけた。薄暗い資料室に入り、電気をつける。

　室内には背の高い棚が並んでいて、私は目的の資料がある棚を探した。

「えっと……あ。ここだ」

　必要な資料があるのは一番上の棚。背が高くない私は、壁にたてかけられていた脚立をしっかりと設置し、足をかけて上る。

　そして、資料が入っているであろうファイルに指を添えた時だった。資料室のロックを解除する音がし、次いで扉が開いたかと思えば、桜庭さんが入ってきた。

「またお前か」

　またってなんですか。確かに昨日からよく会いますけど、そもそも同じ会社で働いているんだから、何度も会うことだってあるじゃないですか……とは、言えず。

　私はファイルを手に取ると、桜庭さんに頭を下げた。

「昨日はありが――」

　ありがとうございました。そう言うはずだったのに、続かなかったのは――。

「蓮井！」

　バランスを崩し、脚立から落ちそうになったから。

　体勢をどうにか立て直そうにも、時すでに遅し。私の足は脚立から離れ、身体は横向き倒れていく。

　ダメだ――。

　怪我することを覚悟して、瞼をギュッと閉じる。直後、身体が地面に叩きつけられて……いない？

　正確には、なにかにぶつかった衝撃はあったけど、意外にも痛さはあまりなく、いったいなにがどうなったのかと、きつく閉じていた瞼を開くと……。

「い、つつ……」

　目の前に……桜庭さんの整った顔があった。

「……蓮井……怪我は？」

「……え？」

「え、じゃない。怪我はないかって聞いてるんだ」

　話しながら彼は、黒髪でも重く見えないツーブロックとアップバングのショートヘアを手で撫でている。

　頭、打っちゃったのかなとか、それでも束感が崩れずオシャレなのはハードワックスのおかげかな、なんてのんきに考えていられたのは、この瞬間まで。

　斜めに流されている前髪の下にある瞳が、私をまっすぐに見つめ……。

「どうした？」

　そう問いかけられた瞬間、理解する。私は桜庭さんに助けられ、今、彼の上に乗っかるような体勢で抱きしめられているということに。

「い……」

「ん？」

「いやっ！」

　ドンッ、と突き飛ばすようにして離れた私の行動に、理性はなかったと思う。勝手に体が反応し、手が出てしまったのだ。

　心臓がバカみたいに暴れている中、桜庭さんを見れば、彼は訝しげに私を見つめていた。

　ど、どどどどうしよう。とても失礼なことをしてしまった。

　だけど、体に残る桜庭さんの体温と力強さのせいで、思考がコントロールできない。

「あ、あのっ、ごごごめ、ごめんなさい！」

　とにかく、謝ることしか脳内に浮かばなかった私は、それだけ告げると資料室を飛び出した。

　逃げるように自分の席へつき、息を吐き出す。気付けば、わずかに手が震えていた。

　ああっ、またやっちゃった……。

　以前にもこんなことがあった。当時付き合っていた彼に突然抱きしめられ、押し倒され……その力強さに父親の姿がダブったのだ。自分より大きい父親が、怒りに満ちた瞳を自分に向けている、その姿と。

　私は、小さな頃から毎日父親から怒りをぶつけられて育ったせいで、男性に対して妙に心と体が強張るようになってしまった。

　あの時の彼は優しい人だった。そんな自分を変えたいと願い、普通に話せるようにはなれた。だけど、それ以上は慣れなくて、何度前を向き、何度くじけてきたか。

　今回も、桜庭さんはなにも悪くなかった。助けてくれたのに。

　……せめて、自分を守ってくれた人にはあんなふうにしたくない。

　まだ少し震える手をギュッと握る。

　すると、部署は違うけど隣の席に座る壮介君が「柊奈さん？」と声をかけてきた。

「な、なに？」

「や、なんかあったのかと思って」

　彼の視線の先には、強く握られた私の拳。私は力を緩め、笑みを作った。

「なんでもないよ？」

　私の答えに壮介君は「……なら、いいけど」と少し違和感を感じている様子を見せつつ、自分の仕事に戻った。

　深く問い詰められることがなくて、私は安堵で肩の力を抜く。

　けれど、その直後、「蓮井」と背後から聞こえた桜庭さんの声に、私は再び体を強張らせた。

「は、はい……」

「これ、忘れてったぞ」

　デスクに置かれたのは、取りに行ったはずのファイル。どうやらパニックになりすぎて忘れていたらしい。

「す、すみません……」

「しっかりしろよ」

　注意されて、私はもう一度謝罪を口にする。

　ああ、もう……本当に、変わりたい。










その心が嬉しいのです




　リースの問い合わせメールに返事をして、一息つく。視線を上げて壁にかかる時計を見ると、十九時を回ったところだった。今日の仕事は一通り終わっている。

「チーフ、なにかお手伝いできることはありますか？」

　立ち上がり、向かい側のデスクに座る早乙女さんに声をかけると、彼女は首を横に振った。

「昨日、遅くまでいたんでしょ？　今日はもういいから、早く帰って体を休めて」

「はい、ありがとうございます」

　早乙女さんの温かい気遣いに自然と笑みがこぼれる。

　私は手早く帰り支度を済ませると、まだ残っているチーフたちに挨拶をしてデスクを離れた。そして、オフィスを出る間際、私は気になって視線を桜庭さんのデスクに向ける。

　彼は、一時間ほど前から不在だ。社員の予定が書いてあるホワイトボードには、【二十時まで会議】と桜庭さんの字で書かれている。

　もう一度、きちんと謝ってお礼も言いたかったな。

　明日、タイミングを見て話しかけようと思いつつ、廊下に出る。その直後、オフィスの扉が開く音がして、振り返ると壮介君が出てきた。

「柊奈さん、この後暇？」

「帰るだけだけど……もしかして、なにか急ぎの仕事？」

「違う違う。暇ならオレももう終わるから、飯でもどうかなと思ってさ」

　壮介君は人差し指で頬をかきながら、提案してくれる。

　ファッションコーディネーターのアシスタントをしている壮介君とは、基本的に帰宅時間がかぶることは少ない。だから、一緒にご飯に行けることも、歓迎会みたいな集まりがない限り、あまりないのだ。

　壮介君はバイト時代からそこそこ付き合いもあったし、ふたりで食事くらいなら抵抗感はない。でも、昨日遅かったから早く帰って体を休めたい気もして迷っていた。

「わー！　素敵なお誘いね。私も参加したいなー」

「美咲」

　美咲も仕事が終わったのか、リアライズブランドの新作バッグを肩にかけ、ニコニコしながら会話に合流する。

「岡沢さん、言っときますけど奢りませんよ」

「わかってますー。柊奈を元気づけてあげようという新人君の優しさもわかってますー」

「え？」

　美咲の言葉に驚き、壮介君に視線をやると。

「ばっ!?　違いますよ！　オレはただ腹減ってるから、暇そうな柊奈さんを誘ってやろうかと思って声をかけたんだ！」

　不機嫌そうにプイッとそっぽを向いた。

　ちょっと、耳が赤い気がするのは気のせい……かな？

「はいはい。ほら、早く支度してきなさいよー」

「……ったく……すぐ片付けてくるから、下で待ってて」

「う、うん。わかった」

　本当は、行くなんて返事はしてないんだけど、美咲まで一緒に夕飯に行けるチャンスもめったにないから、私は首を縦に振った。

　エレベーターに乗り、一階のボタンを押すと、美咲がクスクス笑う。

「素直じゃないよね、彼。慌てて柊奈を追いかけてたくせに」

「そうなの？」

「うん。午前中、柊奈の様子がおかしかったからでしょうね」

　壮介君……気を遣ってくれたんだ。

　嬉しくて、自然と顔がほころぶ。にしても……。

「美咲も気付いてたんだ」

「当たり前でしょ。なにがあったかは知らないけど、大丈夫？」

「うん……もう平気」

　きちんとお礼と謝罪ができていない心残りはあるけど、と心の中で付け足して、エレベーターを降りた。

　広いエントランスから外に出ると、春の暖かい夜風が通り抜けて、白いチュールスカートの裾を柔らかく揺らす。

　少しすると壮介君が合流し、私たちは駅前通りにあるバールへ移動した。

　このバールは二階建てで、枕木で囲まれたオープンテラスがあり、夏はリアライズの社員の利用頻度も高い。今はまだ夜になると肌寒いから、中のボックス席に座った。

　壮介君はビール、美咲は白のサングリア、私はアペロールソーダをオーダー。乾杯して、アンティパストの盛り合わせとスモークサーモンと野菜のマリネをつまみつつとりとめもない会話をしていると、美咲が思い出したように私たちを見た。

「そういえば、柊奈に話したプロジェクトの噂。あれ、新ブランドのものらしいよ？」

「そうなんだ。もしかして、その情報も彼から？」

　壮介君の手前、社長秘書とは言わずに聞くと、美咲はかわいらしい笑みを浮かべて、「うん。彼から」と小さく頷いた。

　社長秘書の彼、真面目そうだもんなぁ。美咲がかわいく聞くから、うっかり話してしまうんだろう。そのうちみんなが知ることとはいえ、ちょっと心配になってしまう。

「なに？　プロジェクトって？」

　ブラウンマッシュルームの肉詰めをフォークに刺した壮介君が私たちを交互に見た。美咲は一応、「秘密よ」と最初に告げてから話す。

「新ブランドが立ち上がるのは新人君も知ってるでしょ？」

「もちろん」

　壮介君がコクンとひとつ頷く。

　まあ、そうだよね。壮介君はファッションコーディネーターのアシスタントだ。バイヤーや商品部と連携して動くのだから、新ブランド立ち上げの話は耳にしていて当然だ。それはプレスも然り。

「それで、その新ブランドに関するプロジェクトがなにかあるみたいよー」

「なにかって？」

　壮介君は質問すると、肉詰めを口に放り込む。

「そこまではまだわからないんでしょ？」

　私が聞くと、「んーん。それも仕入れ済み。どうやらトップモデルを使うみたい」と意外にもすでに知っていて、サラリと教えてくれた。

　ホント、情報をもらしすぎじゃないかな、秘書君……。

「モデルってことは、宣伝的なプロジェクトなんですかね」

「でしょうね」

　ふたりの会話を聞きながら、私はキレイなオレンジ色のアペロールソーダを一口喉に流し込む。爽やかな甘さが口の中に広がって、ふと湧いた疑問を声にした。

「トップモデルって誰だろ」

　すると、美咲は食べていた小玉ねぎのグリルを飲み込んで頭を振る。

「そこまでは話してくれなかったからわからないなー」

　ということは、秘書君はわかっているけどそこは堪えたんだ。偉い、なんて心の中で褒めていたら、壮介君が問いかけた。

「てか、誰情報？」

　やっぱりそこ、気になるよね。

　美咲は「内緒ー」とかわして、「まあ、プロジェクトに関してはそろそろ発表されるんじゃない？」と言葉を続けた。

　トップモデルを起用したプロジェクトかぁ。

「ちょっと楽しみだね」

　口にすると、美咲も頷く。だけど、壮介君だけは、誰からの情報なのか気になっているようで唇をちょっと尖らせていた。

　――二時間後、美咲は医者の彼が車で迎えに来てくれて帰っていった。私と壮介君は、ふたりで駅へ向かって歩き始める。

「あー、おいしかったー」

　ネオン溢れる夜の道。満腹になったお腹をさすると、「順調に肥えてるね」と嫌味を言われる。

「昨日測ったけど増えてませんでした！」

「あ、一応気にしてたんだ？」

　からかうように笑う壮介君。

　ホント、口が減らないんだから。

「にしても、柊奈さん、相変わらず酒あんまり飲まないね」

「得意じゃないから」

「嫌なこと忘れるには、もう少し飲んでもいいと思うけど」

　嫌なことを忘れる、か。やっぱり、午前中の私の様子を見て心配してくれてたんだね。

「大丈夫。十分だよ。気を遣ってくれてありがとう」

「……岡沢さんの言ってたこと真に受けて勘違いすんなよバーカ」

　ぐっ……本当に容赦ないなー。でも、彼の横顔に照れがあるのがわかるから。

「それでもありがとう」

　改めてもう一度伝えると、「……バーカ」と、彼は少しだけ優しい瞳で、再び悪態をついたのだった。










きっと夕陽のせいです




　昔から、寝起きはいいほうだ。目覚まし時計が鳴る前に起きることも多い私は、今日も設定時刻の五分前に目が覚めた。まだ鳴っていないアラーム設定をオフにして、ベッドから出る。

　淡いピンクの遮しゃ光こうカーテンを開けると、部屋に朝の光が差し込んで、窓の外には青空が広がっている。

　今日もいい天気になりそうだ。

　顔を洗って、夜のうちに作っておいたグリーンスムージーを飲んで。それから歯を磨き、クローゼットから今日の服を選ぶ。もちろん、着ていくのはリアライズブランドのものだ。

　今日は、ギンガムチェックのワンピースにしよう。ウエストのリボンがアクセントになっていて、サンプルを見た時から気に入っていた。

　服装に合わせてメイクの仕方も変える。もちろん髪型も。

　鏡を見ながら、ひし形にカットされたミディアムヘアにコテで緩めのカールを作る。そして、トップを少しふんわりとさせたハーフアップスタイルを作った。

　……とりあえず、こんな感じでいいかな？

　私は美咲みたいに顔の作りがよくてメイクがうまいわけでも、ヘアアレンジが得意なわけでもない。だから私にとって毎朝の支度は修行みたいなもの。

「よしっ、今日も頑張ろう」

　すべての支度が終わると、ジャケットと鞄を手にして、ワンルームの家を出た。




　今日の私の仕事は、ＤＭの作成だ。デスクで宛名ラベルを作っていると、ふとマグカップの中身が残り少ないことに気付き、おかわりをしようと席を立った。お気に入りのムーミンマグカップを片手にオフィスを出て、給湯室に向かうと……。

「……の……だ……」

　給湯室から、男性の声が聞こえてきた。

「仕事……こっちも……」

　しかも、イライラしているような話し方。なんだか入りづらいなーと思いながら、そっとのぞいてみれば、それは桜庭さんだった。

「とにかく切るぞ」

　桜庭さんは、眉根を寄せてため息をつきながら、スマホを黒いズボンの後ろポケットにしまう。……と、気配に気付いたのか、その視線が私を捉えた。

「……なにしてる」

　不機嫌そうな声で話しかけられ、のぞき込むようにしていた私は、慌てて姿勢を正す。

「いえ、あの……紅茶のおかわりをしようかと思って……」

「なら堂々としろ。コソコソするな」

「す、すみません」

「蓮井はいつもオレに謝ってばかりだな」

「……ごめんなさい」

　うっかりまた謝ってしまうと、桜庭さんが鋭い目つきで私を見た。

　ああ、もう。本当に苦手だな、桜庭さんのこういうところ。

　昨日のことを謝りたいけど、今言ったらまた叱られそうだし……。でも、それならせめて、お礼だけでも言っておきたいな。

　桜庭さんがコーヒーをいれている横で、私は紅茶のティーバッグを棚から取り出しセットする。

　チラリと様子を窺うと、桜庭さんと視線がぶつかってしまった。わけもわからず謝りそうになって、私は視線を外すと唇を引き結ぶ。

　すると、桜庭さんが深く息を吐くのが聞こえた。

「……悪い。きつく言いすぎた」

　横顔で謝ると、彼はコーヒーを手にして給湯室を後にした。

　不機嫌な理由はよくわからないし、時々きついことも言われるけれど……悪い人じゃないのは、なんとなくわかる。

　クールな桜庭さんが感情的になるくらいだ。いろいろあるんだろうな、なんて考えた直後――。

「あ！　また言いそびれちゃった！」

　謝罪どころかお礼さえも言えなかったことに気付き、次こそはと決心しつつ、紅茶を片手にオフィスに戻った。




　午後、ＤＭの発送作業をしていたら、早乙女さんに声をかけられた。

「蓮井に日宮。桜庭さんがお呼びよ。Ａ２会議室に行って」

　桜庭さんが？

　私は隣の席に座る壮介君を見る。

「……なんだろ？」

「さあ？　ま、とりあえず行ってみよ」

　壮介君の言葉に頷いて、私は腰を上げた。そして、壮介君とふたり、会議室の前に立つと、ノックをして扉を開ける。

「失礼します」

　中にいたのは桜庭さんだけ。

　桜庭さんは、私たちに座るように促す。

　いったいどんな話なのか。もしかして知らずになにかやらかしてしまった？

　それで叱られてしまうのかと、一瞬ネガティブなことを考えながらも、私は壮介君と並んで腰を下ろした。

　すると、桜庭さんは手元にある数枚の印刷物を私たちそれぞれに渡して。

「ふたりには、オレと組んで新ブランドＣａＮキャン Ｄｏドゥのプロジェクト広報を担当してもらう」

　落ち着いた、けれどハッキリした口調でそう告げた。

「よろしくな」

　それは、美咲が教えてくれた例のプロジェクトだった。

　新たに出店する新ブランドのターゲットは二十代の女性。様々なテイストを扱うカジュアルブランドで、コンセプトは〝お客様に新たな魅力を発見してもらうこと〟。

　その新ブランド発表に際し、トップモデルを起用し宣伝することが、桜庭さんから渡された資料には書いてあった。

　私の隣に座り、資料を読んでいた壮介君が顔を上げる。

「どうしてオレたちなんですか？」

　そうだ、私はプレスとしてまだ新人だし、壮介君だって入社して間もない。

「だからこそ、なんだよ。ＣａＮ Ｄｏのテーマは〝挑戦〟。新しい自分を生み出していくイメージだ。それなら、いろはを知り尽くした人間よりも、まだ染まってない人間のほうがいいと社長とオレは判断した」

「でも、それなら他にも……」

　いるのではないか。そう続けるはずだった私の声は、桜庭さんによって遮られる。

「日宮は学生時代に読者モデルをやっていたよな」

「まあ、少し」

「その頃から日宮のセンスは光るものがあった。それは、うちの販売員になってからもずば抜けてる」

　確かに、壮介君はとてもセンスがいい。お客様に提案するコーディネートも的確で、彼が店に入る日は売り上げも違った。だから、壮介君が入社してすぐにファッションコーディネーターのアシスタントになったのは納得だった。

「それを活かして、今回のプロジェクトに参加し、さらに成長するのをオレも社長も期待している」

　期待、という言葉が壮介君の中で響いたのだろう。

　壮介君は頭を下げて「ありがとうございます」と、少し嬉しそうに口元をほころばせた。

「それから、蓮井」

「はい」

　名前を呼ばれ、私は背筋を正す。

「お前を選んだ理由は、この前車の中で話してくれた内容にある」

　それって、どうして私がリアライズで働くことを選んだかってやつ、かな？

　思わず首をかしげると、一瞬、桜庭さんの瞳が柔らく細められた。けれど、すぐにいつものクールさを取り戻す。

「とにかく、ふたりとも頑張ってくれ。プロジェクト終了までよろしく頼むぞ」

　桜庭さんの声に、私たちは揃って「はい」と返事をした。

　続く桜庭さんの話では、明日には正式に社内で発表されるが、それまでは内密にとのことで、今日のところは解散となった。




　そして翌日。朝礼で、新ブランドのプロジェクトが発表された。

　中心となって動くのは桜庭さん、壮介君、私の三人だけど、もちろん他の社員もそれぞれの分野でプロジェクトに関わることになる。

　それから、プロジェクトの要となるモデルの名前が発表された時は、オフィス内がどよめいた。

　私と壮介君は昨日知らされていたのだけど、トップモデルの名前はＫＡＯＲＩカオリ。雑誌のみならず、ドラマや映画にも引っ張りだこの大人気モデルだ。十代から二十代の女性の多くが、彼女のヘアスタイルやファッションを参考にしている。




「それにしても、さすが人気のモデルさん。スケジュールを押さえるのも大変ですね」

　夕暮れ時のオフィスビル街。桜庭さんとふたり、駅を背に会社へと向かいながら私は声に出した。

　今日は、ＫＡＯＲＩさんのマネージャーさんと打ち合わせだった。壮介君はアシスタントの仕事が忙しく欠席。

「ＫＡＯＲＩに合わせてうちが動けばいい。蓮井もスケジュールを早乙女と相談して調整しといてくれ」

　しばらくはプロジェクトをメインに動くとはいえ、プレスの仕事をまったくしないわけではない。すでにプレスチームで一度ミーティングはしたけれど、また別で早乙女チーフに報告しつつ再調整しないと。

　桜庭さんに言われ、自分の中で確認し、「わかりました」と頷いた時だった。

「あっ！」

　突如歩みを止め、声を上げた私に、桜庭さんは少し驚いた様子で振り向く。

「どうした？」

「いえ……あの、ヒールが……」

「ヒール？」

　桜庭さんの視線が、うっかりマンホールの穴にハマっている私の足元に移動する。

「うう……抜けない！」

　足に力を入れて引いてみても動く気配すらない。片足で踏ん張るからバランスがとれなくてフラフラしてしまう。それでもどうにか頑張っていたら。

「マヌケだな」

　……桜庭さんに小さく笑われた。

　唇を緩め、ククと喉奥から聞こえる低い声。桜庭さんはいつもクールなイメージがあるから、こんなふうに笑ってるのって貴重な気がする。

「ほら、支えてやる」

　言いながら、桜庭さんが手を差し伸べてくれた。けれど、触れるということに緊張を覚え、私の体が一瞬強張る。

　だ、大丈夫。ただ支えてもらうだけ。仕事中に手が触れるのは平気。それと同じだ。

「あ、ありがとうございます」

　心の中で自分を奮い立たせながら、おずおずと桜庭さんの手に自分の手を重ねる。すると、そんな私の様子に、桜庭さんが冗談めかすように口角を上げて聞いてきた。

「もしかして、オレが嫌いか？」

　私は慌てて首を横に振る。

「ち、違いますっ！　その……男の人が少しだけ苦手で」

　本当は、桜庭さんに対しての苦手意識はあるけど、でも嫌いなわけじゃない。

　とにかく、誤解させてはいけないと、私は正直に男性が苦手なことを告白した。

　すると、桜庭さんは妙に納得した顔で私を見て、「だから、資料室でオレを突き飛ばしたのか」と、あの日の私の失態を口にした。

　私は再び慌ててしまう。

「あの時はすみませんでした……！」

　そうだ。ちゃんともう一度謝ってお礼を言わなければと思っていたのに、プロジェクトのことで頭がいっぱいで忘れていた。

　いまだヒールがマンホールの穴にハマったまま謝ると、桜庭さんは気にした様子もなく、「そんな理由ならしょうがないだろ」と言った。そして直後、意地悪そうに微笑む。

「なんならオレが助けてやろうか？」

「え？」

「オレでよければいくらでも触ればいい」

「なっ……」

　そ、それって！

「もうっ！　冗談やめてください！」

　まさか、クールな桜庭さんが、セクハラまがいの冗談を言うなんて。

　私が顔を赤くして抗議すると、それまでからかうように私を見ていた桜庭さんの瞳が優しく細められた。

「大丈夫。蓮井は変われるよ。今だって、しっかりオレの手を握れてる」

　そう言いながら屈むと、パンプスに手を添えて、ハマっていたヒールを助けてくれる。

『変われる』

　そう言いきってくれた人は初めてで。

「……はい」

　なんだか嬉しくて、笑みを浮かべると、桜庭さんは無言で私を見つめた。

「な、なんですか？」

　顔になにかついてる？　それともメイクがおかしい？

　動揺しつつ頬に手を添えて確認していたら。

「笑顔、初めて見た」

　桜庭さんは、ほんの少し笑みを浮かべた。そして……。

「さ、行くぞ」

　私の手をそっと離すと、夕陽のオレンジを背に受けながら、颯さっ爽そうと歩き出す。私はそんな彼の背中を、早歩きで追った。

　なんだか頬がちょっとだけ熱い気がするのは多分、暖かな夕陽のせい。










ふたりだけの飲み会です




　朝のオフィスビル街を歩きながら、私はあくびを噛み殺す。

　昨夜は寝る前に読んでいる本に夢中になりすぎて、うっかり夜更かしをしてしまった。仕事中はぼんやりしないように気を付けないと、と肝に銘じながら会社に向かっていると、後ろから軽く背を叩かれる。

「柊奈ー。見たよー？」

　振り向くと、白いシャツにボーダー柄のガウチョパンツを爽やかに着こなした美咲がいた。

　私が「おはよう、美咲」と挨拶すると、彼女は挨拶を返してから「そんなことより」と顔をにやつかせる。

「昨日は桜庭さんといい感じに見えましたが？」

　フフフと笑う美咲だけど、私はなんの話か見えず、左隣を歩く彼女に「え？」と返した。すると……。

「打ち合わせ帰りのアクシデントのこと」

　ズバリ、昨日の出来事を口にされて、頬が熱くなった。

「みっ、見てたの？」

「ショップに向かう時にたまたまねー」

　美咲は営業部に所属している。営業部の仕事内容は幅広いけれど、簡単に言えば、本社とショップ間の調整役を担う部署だ。本社からの意向をショップに伝えたり、各ショップの商品動向やスタッフの意見などをフィードバックする。そのため、美咲は時々ショップを訪れ、販売スタッフへのケアをしている。

　多分、昨日もそんな用事でショップに向かっていたのだろう。そして、目撃されてしまったのだ。

「桜庭さんに支えてもらって、どうだった？　なんか芽生えた？」

「芽生えてません」

「つまらないのー。桜庭さんかっこいいし、試しに付き合ってみればいいのに」

　試し、だなんて簡単に言ってのける美咲。

　そりゃ、美咲みたいに完璧な容姿と豊富な恋愛経験があれば、そんな思考にもなるんだろうけど、平凡な容姿と、恋愛偏差値が低い私には……ありえない。

「桜庭さん相手にお試しだなんて、ハードル高すぎだよ」

　そう思っての発言だったのに、なぜか美咲は瞳をキラキラさせて私を見ている。

「な、なに？」

「ハードルが高いと思うってことは、恋の予感はありな感じ？」

　こ、恋の予感って！

　確かに、いつもと違う雰囲気の桜庭さんには、ほんのちょっとドキッとした。それから、桜庭さんのくれた言葉が嬉しかったりもしたよ？　けど、それは恋とかそんなんじゃ……。

「な、ないっ！　そもそも、私はもっと優しくて穏やかな人がいいの！」

　そうだ。私は、私のペースに合わせてゆっくりと恋を育んでくれるような人が――。

「オレももっと色気があって、マンホールにハマらない女がいいな」

　……え？　あれ？　ちょ、この声はもしかして……。

　嫌な予感に恐る恐る声のしたほうに視線を移すと、噂をすればなんとやら。

「さ、さく、桜庭さんっ」

　桜庭さんが、私を横目で見ながら歩いているではないですか！

「桜庭さん、おはようございまーす」

「おはよう」

　美咲の挨拶にクールな声を返し、スタスタと私たちを追い越すと、ビルに入っていく桜庭さん。

　い、いつから話を聞いていたんだろう。そして、どうして今日に限って車通勤じゃないんだと、私はそっと肩を下げ、小さくため息をついた。




「んーっ！」

　本日最後となる衣装貸し出しの対応が終わり、私はプレスルームで大きく伸びをした。

　窓ガラスの向こうには夜景が広がっている。腕時計を見れば、時刻は二十時を少し過ぎていた。

「よっし、片付けちゃいますか」

　まず、テーブルの上に広げられたトップスをたたみ直そうと手に取る。立ったまま服をたたむのはもう慣れたもので、今では座ってたたむほうが時間がかかるほどだ。

　そういえば、ショップで働き始めた頃、店長に『お客様が広げた商品は、しばらくたたみ直さないこと』と教えられたっけ。これは、お客様がゆっくり気を遣わずに商品を選べるようにという配慮なのだけど、新人の頃は早く仕事に慣れようと必死になりすぎて、お客様がどう思うかまで考えられなかった。

　当時のことを懐かしく思いながら、たたみ終えたトップスを置いた時、プレスルームの扉が開く。ひょこっと顔をのぞかせたのは、壮介君だ。

「いたいた。今平気？」

「うん。どうしたの？」

「や、もしこの後仕事ないなら、よろしく会でもどうかと思ってさ」

「よろしく会？」

「プロジェクトのだよ。桜庭さんも誘って三人で。どう？」

「私は大丈夫だけど……」

　朝のこと、桜庭さん怒ってないだろうか。午後のミーティングでは変わった様子は見られなかったけど……。

　それにしても、なんか私、桜庭さんに嫌な思いばかりさせてる気がするなぁ……。

「んじゃ、あとは桜庭さんだな。ちょっと聞いてくる」

「わかった」

　頷くと、壮介君は扉を閉めた。

　彼のいなくなったプレスルームは静かになり、なんだか少し寂しいような気がしてきて。

「急ごう」

　私はスピードを上げて片付けを終わらせ、オフィスへと戻った。




　水曜日の居酒屋は週末に比べて比較的空いている。

「柊奈さん、生お代わりヨロシクー」

「はいはい」

　少人数用の個室で、壮介君に催促された私は、店員さんを呼ぶボタンを押した。

　壮介君は人使いが荒い。これは、私が相手じゃなくても変わらなくて、バイト時代から仲間内ではこんな感じだ。でも、役職のついている人に対しては見たことがないから、そこはちゃんとわきまえているらしい。

「にしても桜庭さん、こんな時くらい仕事切り上げて参加してくれてもいいのにさ」

「仕方ないよ。切り上げられない仕事なんだろうし」

　結局、桜庭さんは仕事が立て込んでいるらしく、このよろしく会には不参加となった。

「また別の日に改めてすればいいよ」

　なだめながら、ふっくらしたチーズオムレツを小皿に取り分け、壮介君に渡す。それを受け取ると、壮介君は「そういえばさ」と声を発した。

「プロジェクトの話をもらった時に、桜庭さんが言ってた『車の中でした話』ってなに？」

　問われたのと店員さんが注文を取りに来たのは同時で、私は生ビールの追加を頼んでから、チーズオムレツを頬張る壮介君に視線を戻す。

「多分、ショップで働くことになったきっかけとか、そんな話のことだと思う」

「ふーん……」

　興味なさげに返事をして、今度は枝豆に手を伸ばした壮介君。

　あれですか。聞いてみたけど、たいしておもしろくなさそうだからいいか的な。

　壮介君のことだからあり得るかもと思ったところで、逆に気になったことを聞いてみる。

「壮介君は？　どうしてArmoireアルモワールでバイトしようと思ったの？」

　アパレルショップで働く子たちは、オシャレが好きで、ファッション関係のアルバイトを探していたらたまたま見つけた、というケースが多い。ただ、華やかに見えても、実は意外と地味で体力がいる仕事だから、合わない子はすぐに辞めてしまう。

　ちなみに、Armoireとは私たちが働いていたショップの名前。フランス語で〝クローゼット〟という意味だ。店員やお客様はよく〝アルモ〟と略して呼んでいる。

　追加したビールが笑顔のかわいらしい女性店員さんによって運ばれ、壮介君の前に置かれた。壮介君はそれを手に取ると「……柊奈さんがいたから」と、なぜか私の名前をこぼした。

「えっ？」

　意味がわからず瞬きを繰り返していると、壮介君はニヤリと口の端を上げる。

「てゆーのは冗談で、まあなんとなくだよ」

　いやいや、冗談もなにもよくわからないんですけど。

「それより、桜庭さんの車に乗ったんだ？」

　いきなり話題を変えられて一瞬戸惑うも、私は頷く。

「うん。終電ギリギリになっちゃって送ってもらったの」

「送ってもらった、ね」

　私の言葉を繰り返した壮介君は、ビールを一気に飲み干すと、ちょっと乱暴にグラスをテーブルに置いた。

「ど、どうしたの？」

「……別に？　それより、お代わり！」

「は、はいっ」

　なんだかイライラしている壮介君に言われるがまま、私はまた呼び出しボタンを押す。

　その後、壮介君はハイペースでお酒を飲み――。

「壮介君、気をつけてね」

「へーきへーきー。柊奈さんこそ転んで笑いものになるなよー」

　駅構内で別れた時には、少し心配になるような足取りでホームへの階段を上がっていった。そんな彼の背中を見送りながら、私は苦笑いを浮かべてしまう。

　壮介君が無事におうちにたどり着きますように。










気になるのです




　小さな顔に、印象的な猫目。鼻はほどよく高く上品で、ぽってりとした唇は女性らしくセクシー。サイドで編み込んだ長い髪を、丸みのあるオシャレなバレッタで留めた彼女は、人懐こそうな笑顔を浮かべて、私たちに挨拶をしてくれた。

「初めまして～、ＫＡＯＲＩです。よろしくお願いします」

　今日は顔合わせの日。私は、社長と桜庭さん、壮介君とデザイナーの深ふか水みさんと一緒に、ＫＡＯＲＩさんの所属する芸能事務所にお邪魔している。

　案内されたのは、事務所の応接室。日当たりがよく、明るい雰囲気の室内には、ダークブラウンのテーブルを囲むようにブルーのソファが並べられている。

　それにしても、先日もお会いしたマネージャーの松まつ岡おかさんに続いてＫＡＯＲＩさんが入ってきた時は、仕事だと思いつつもさすがに心が踊ってしまった。

　なんというか、雑誌やテレビで拝見する以上に、スーパースターのオーラを感じる。けれど、テレビの印象よりも気さくで、これから一緒にお仕事をすることに、私は少し安堵した。

　ピリピリした空気の中で仕事するのは、できる限り遠慮したいもんね。

　名刺を交換し、社長の挨拶の後、桜庭さんから新ブランドについての説明がされる。

　今日の桜庭さんは、紺のテーラードジャケットにベージュのスラックスというオフィスカジュアルなコーディネート。オーソドックスな組み合わせなのに、かっこよく見えるのは、スタイルのいい桜庭さんだからだろう。

　私はわかりやすくブランドコンセプトなどを説明する桜庭さんから視線を外し、なにげなくＫＡＯＲＩさんを見た。

　彼女は、挨拶の後に私が配った資料を見ている……のかと思ったら、そうではなかった。ほんのりと柔らかいピンク色の口元に笑みを浮かべ、目尻のみにアイラインを引いた瞳でじっと見つめているのは……。

「――な、ライフスタイルを提案していきます」

　桜庭さんだ。

　相手の顔を見て話を聞いている……にしては、ちょっと違う意味があるような視線に思えるのは、私の考えすぎだろうか？

　桜庭さんの説明が終わると、続いて、深水さんがいくつかのデザイン画とサンプル衣装を紹介する。その後、撮影に関しての軽い打ち合わせを行なった。

　ＫＡＯＲＩさんは新ブランドの衣装に興味津々で、サンプルを広げて見ては楽しそうにしていた。壮介君が深水さんと一緒にコーディネートのアドバイスをすると、買い取りたいとまで言ってくれていた。

「では、撮影当日はよろしくお願いします」

　社長がにこやかに告げると、松岡さんはキレイなお辞儀で応え、ＫＡＯＲＩさんもそれに続き、「ご期待に添えるよう頑張ります」と微笑む。私たちも「よろしくお願いします」と頭を下げ、応接室を出ようと踵きびすを返した時だった。

「あ、桜庭さん。少しいい？」

　桜庭さんを呼び止めたのは、ＫＡＯＲＩさんの声。

「…………」

　呼び止められた桜庭さんは返事をせず、ただ歩みを止めてＫＡＯＲＩさんを見ていた。その視線がつい……と社長へ向かう。

　社長は「行ってこい」と頷き、「じゃあ、僕らは先に出てようか」と、私たちを促した。

　仕事の話なら、私たちも聞いたほうがいいのではと一瞬考えるも。

「では、下までお見送りします」

　松岡さんに促されたこともあり、深水さん、壮介君に続いて私も歩き出した……刹那、耳に届いたふたりの会話。

「……支倉。手短にしてくれ」

「はいはーい」

　……はせ、くら？

　今、桜庭さんは『はせくら』と口にしたよね？　それに対して、ＫＡＯＲＩさんも普通に答えていた。これは、どういうことだろう。

　私は、前を歩く壮介君の背中をなんとなく眺めながら考え歩く。そして、エレベーターに乗る際に、ふと思い出した。

　ＫＡＯＲＩさんが桜庭さんに送っていた視線と表情を。

　もしかして、ふたりは元からの知り合い……なんだろうか？

　気になって、本当はすぐにでも壮介君に聞いてみたかったけど、あまり人のプライベートを詮索するのはよくない気がして、ためらってしまった。

　結局、桜庭さんと合流してからも、なにも確かめられないままリアライズに戻り、普段通りに仕事をしてから帰宅したのだった。




　――けれど、家の中にいても気になって落ち着かなかった私は、信頼している美咲に電話をして、桜庭さんがＫＡＯＲＩさんを『支倉』と呼んだ気がすることを話した。すると、それを聞いた美咲は教えてくれた。

《支倉って、ＫＡＯＲＩの本名だよ》

　支倉香織。それがＫＡＯＲＩさんの本名なのだそう。

「そうだったんだ。詳しいね、美咲」

《プロジェクト発表の時にモデルも発表されたじゃない？　その時にネットでＫＡＯＲＩのこと調べたら出てきたの》

　どうやら、たまたま見つけて、それが最近だったから記憶にあったらしい。

《にしても、芸能人を苗字で呼ぶってことは、旧知の仲なのかしらね》

「うん。そうかもしれないね」

　そうであるなら納得だ。だって、思い返してみれば、ふたりの話し方はどこか親しげだった。

　……ただ、ＫＡＯＲＩさんの本名が、どうしてか私の中でひっかかる。友達に同姓同名でもいただろうか？

　けれど結局、この日はその理由はわからないままで、美咲と他愛ない話をしてから通話を終了させた。




「蓮井、スタッフの件は？」

「それが、ヘアメイクとカメラマンについては、やっぱりＫＡＯＲＩさん側でこだわりたいそうです」

「はー、さっすがトップモデル」

　翌日、私は桜庭さんと壮介君の三人で会議室に集まり、撮影についてのミーティングをしていた。

「手配はＫＡＯＲＩサイドで？」

　桜庭さんに尋ねられ、私は首を縦に振る。

「事務所からアポを取ると言ってました」

「わかった。じゃあ、次は――」

　桜庭さんが、スケジュール表に視線を落とし、壮介君に進捗状況を確認しようとした時。

「……悪い。少し待っててくれ」

　桜庭さんは立ち上がると、ズボンのポケットからスマホを取り出して、誰かからの着信に出た。そして、私と壮介君を会議室に残し、扉の向こうへと姿を消す。その光景に私はあることを思い出し、「……あ」と、声をもらした。

　どうしてＫＡＯＲＩさんの本名にひっかかりを覚えていたのか。

「そうだ。桜庭さんにかかってきた電話だ……」

　そう。車で送ってもらったあの夜、桜庭さんのスマホに表示されていた名前が【支倉香織】。

「柊奈さん？　電話がなに？」

　私の声に壮介君が不思議そうに首をかしげる。私は「なんでもないよ」と、首を横に振った。

　これはたまたま？　それとも、イコール？

　ＫＡＯＲＩさんは……桜庭さんの彼女なの？

　もし、そうならば、トップモデルとの恋愛はきっと秘密にしているだろう。だから、桜庭さん本人に確かめることは憚はばかられるけれど……。

　抱いてしまった疑問は、私の中でしばらく、ぐるぐるとめぐり続けていた――。










夜のオフィスの出来事です




　コピー機から出てきた数枚の紙。そこに彩られているのは、新ブランドのカタログに使用するロゴだ。正確にはロゴの案。私はそれを手に、自分の席に戻った。

　時刻は二十二時を過ぎようとしている。周りを見渡せば、どうやら私しかいないようだ。

　もともと今日は外に出ている人が多く、そのまま直帰コースとなると、いつもはこの時間でももう少し人がいるオフィスも、こんなふうにガランとしてしまう。

　疲れのせいだろうか。あくびが出て、右手で口を覆った時――。

「でっかいあくびだな」

　男の人の声と共に、私の頭になにか固いものが乗った。

　てっきり自分しか残っていないと思っていた私は驚き振り返る。すると、そこにいたのは桜庭さん。

「差し入れだ」

　そう言って、私の頭に乗せたものをデスクに置いた。それは、私が好んでよく飲む、少し甘めの缶コーヒー。

「ありがとうございます」

　桜庭さんも甘めのコーヒーが好きなのかと、彼の手にあるもうひとつの缶コーヒーに視線を移せば、そこにあるのはエスプレッソの無糖。

　……もしかして、だけど。私の好みを知っていてくれた……？

　好きだと口にしたことはないけど、桜庭さんとのミーティングでも何度か飲んでいたし、なんとなくでも記憶にあったのかもしれない。そう思ったら、なんだか嬉しくて頬が緩む。

　私の横に立つ桜庭さんは、そんな私には気付かずに、デスクに並べていた新ブランドカタログ用のロゴ案を見た。

「いいのできそうか？」

「いくつか候補はあるんですけど、どれもしっくりこなくて。明日、チーフに確認してもらうつもりです」

　私の話に、桜庭さんは「そうか」と返事をし、隣の席に腰を下ろす。そして、長い指で缶コーヒーのプルタブを開けると、一口流し込んで。

「蓮井はここでずっと働く気なのか」

　突然、そんなことを尋ねられた。

　リアライズでずっと働く。そんなこと、ちゃんと考えたことがなかった。

　バイト時代、プレスは憧れの職業ではあった。けれど、ここが求めている場所なのかと言われたら、まだ経験も浅いのでよくわからない。

「どう、なんでしょう？　ここは好きですし、仕事も好きです。でも、ずっと……とまでは考えたことなくて」

　そういえば、去年の今頃に、寿退社した女性の先輩がいた。その時の幸せそうな姿がうらやましくもあったけど、自分の男性に対する苦手意識のことを考えると、結婚して幸せな家庭を……などとは、夢みたいなもので。

　それでもいつかは、という憧れを抱きつつ、私はコーヒーを飲んでいる桜庭さんに話す。

「結婚できるかもわからないですし、いつか自分が変われる日がきたら、どうしたいかハッキリするかもしれませんね」

　曖あい昧まいに笑んで答えると、桜庭さんは少し考える素振りを見せてから唇を動かす。

「それは、男が苦手だからってのにつながるのか？」

　ズバリ当てられて、私は「……そうですね」と苦笑した。

　桜庭さんからもらったコーヒーのプルタブを引いて、一口飲む。ミルクの柔らかい甘さが合わさったその味を堪能してから、私は再び桜庭さんに視線を向けた。

「桜庭さんは、ずっとここで？」

　なんと言っても桜庭さんは社長の弟だ。これからも社長と一緒にリアライズを盛り立てていくのだろうと当然のごとく思っていたら、意外にも桜庭さんは首を横に振った。

「ここにいるつもりはない」

「えっ、そうなんですか？」

「親や兄貴の敷いたレールに乗るより、ライバルになるほうがおもしろいだろ？」

　そう答えた桜庭さんは、なんだか少し楽しそう。

　そのうち自分の力で会社を作るつもりで、海外進出も視野に入れていると教えてくれた。

「海外ですか……」

　大きな目標を持つ桜庭さんを、素直にすごいと感じる。

　桜庭さんの胸にあるそれに比べたら、私の目指すものはとても小さい。

　コーヒーを飲みながら、自分の中にあるビジョンを語ってくれる桜庭さん。クールなイメージが強い彼の熱い心が、少しだけ垣間見られた気がした。

「きっと、桜庭さんなら素敵なブランドを作れますよ」

　感じたまま口にすれば、桜庭さんは表情を緩める。

「ちなみに、この話は内緒にな」

　そう言いながら、人差し指を唇の前に立てた。その柔らかい表情とどことなくセクシーな仕草に、私の心臓が跳ねる。

　私がひとつ頷き、秘密にすることに同意したその時だった。

「お邪魔しまーす」

　オフィスの扉が勢いよく開いたかと思えば、聞こえてきた明るい女性の声。私と桜庭さんは、同時にそちらに目をやる。――と、そこにいたのは、なんと。

「か、ＫＡＯＲＩさんっ!?」

　透け感のあるフリンジのポンチョに、イエローのショートパンツ。細く長い足を惜しげもなく見せながら、ＫＡＯＲＩさんはこちらに向かって歩いてくる。

　それを呆然と眺めていたら、隣に座っている桜庭さんが立ち上がった。

「……どうやって入った？」

　……そうだ。ここは、入館証がないと入れない。あ、でも、ＫＡＯＲＩさんが桜庭さんの彼女だとすれば、桜庭さんが入れてあげた……の線はないんだよね。今、彼はどうやって入ったのかを聞いていたし。

　じゃあ、どうやって？

　不思議に思い首を傾けると、ＫＡＯＲＩさんはにっこりと笑みを浮かべる。

「急ぎの用があるからって、あなたのお兄様に、ね」

　桜庭さんが小さく舌打ちするのが聞こえた。それはＫＡＯＲＩさんにも届いたようで。

「なーに？　その態度。契約、辞めてもいいよ？」

　不機嫌そうに眉を上げて、とんでもないことを口走る。

　そ、それは困る！　ていうか、桜庭さん！　早くフォローをしてくださいっ。

　ハラハラしながら、ふたりを見守る私。だけど、桜庭さんはＫＡＯＲＩさんの脅しなど気にもしていない様子で、面倒そうにため息をついて問いかける。

「……で？　急ぎの用ってのは？」

　そんなんじゃＫＡＯＲＩさんの怒りレベルが上がってしまうのではと、一瞬背中に嫌なものを感じたのだけど、ＫＡＯＲＩさんはたいして気にした様子もなく言った。

「あなたと飲みに行くこと」

　けれど、桜庭さんはＫＡＯＲＩさんの誘いをバッサリと切り捨てる。

「断る。見ての通り仕事中なんだよ」

「いいじゃない、少しくらい」

　それでも引き下がらないＫＡＯＲＩさん。

　やっぱり……このふたりは恋人同士なんだろうか。親しげな雰囲気だし。

　ただ、あまり穏やかではないやりとりに、ふたりの恋人としてのあり方は、いつもこんな感じなのかと他人事ながら冷や冷やしていたら、ＫＡＯＲＩさんが甘えるように言った。

「元、恋人のよしみで付き合ってよ、一陽」

　……元、恋人。

　今ではなかったけれど、どちらにせよトップモデル本人から出た言葉に、私は目を丸くしながら、ふたりを交互に見ていた。










前向きな気持ちが肝心です




　陽がてっぺんに昇りきる前の時刻。新ブランドプロジェクトを支える私たち三人は、朝から会議室にこもって仕事をしていた。

　このプロジェクトは、ＫＡＯＲＩさんを起用した巨大広告を世間にお披露目したら終わりなわけじゃない。ファッションショーも控えているし、明日からはカタログ撮影の予定も入っていて、さっきまでこの会議室にはデザイナーの深水さんをはじめ、スタッフが集まって打ち合わせを行なっていた。

　ふと、ノートパソコンのキーボードを叩いていた桜庭さんの手が止まり、小さく息が吐き出される。その気配に私が視線を上げると、桜庭さんはスマホを手にして立ち上がり、会議室を出ていった。扉が閉まると、壮介君が「女だな」と口にする。

　……もしかしたら、ＫＡＯＲＩさんだろうか？　そう思って、昨夜のことを思い出す。

　ＫＡＯＲＩさんは、元恋人だと言っていた。それを桜庭さんも否定はしなかった。

　結局あの後、ＫＡＯＲＩさんはマネージャーさんに呼び出されたとかで帰っていったけど、ああして桜庭さんに会いに来たりするくらいだから、ＫＡＯＲＩさんは桜庭さんを気にしているのだろう。

　なら、桜庭さんは？

　冷たい態度をとっていたけど、あれは気心が知れているからだとしたら……桜庭さんもＫＡＯＲＩさんを意識……してる？

　昨夜、会話するふたりを見ていて思ったけれど、彼らは誰もが認める美男美女カップルだと思う。というか、かつて恋人同士だったということは、時々見せてくれる桜庭さんの柔らかい表情を、ＫＡＯＲＩさんはよく見ていたんだろうか。

　ふいにそんなことを考えたら、自分には関係ないはずなのに、なぜか心の中がもやもやした。そのことに戸惑いつつ、桜庭さんが出ていった扉を見つめていたら……。

「……なに？　桜庭さんの電話の相手が気になんの？」

　いきなり、壮介君に聞かれた。

「えっ？　そ、そんなわけないでしょ」

　正直に言えば気になって、ＫＡＯＲＩさんと桜庭さんのことを考えていたわけだけど、どうしてか素直に頷けなくて慌てて否定してしまう。

　すると、壮介君は不機嫌そうに目を細めて、まるで責めるような口調で言った。

「へぇ～？　でも、なーんかソワソワしてるように見えるけど」

「してません」

　ソワソワなんて……してない。ただ、ちょっと気になっただけ。そう、ほんのちょっと気になっただけのことだ。

　もやもやしたのも、私の知らないふたりの過去を無駄に想像して気になったせいだろう。きっとそうだ。

　私は自分を納得させるように心の中で決定づけて、仕事の続きに取りかかろうとした。

　すると、またも壮介君の声が横から聞こえてきた。

「ねえ、柊奈さん。次の日曜デートしない？」

　しかも、それが今この時、この場では想像もつかなかった言葉で。

「……へ？　な、なに急に……」

　私はポカンとしながら、壮介君を見た。

　壮介君は、さっきと変わらずなんだか不機嫌なオーラを発していて、その唇が動いたかと思えば、ボソッとこぼす。

「むかつくから」

「はい？」

「むかつくから！」

　む、むかつくからデート？

　よくわからないけど、壮介君がイラついているのは確かなようだ。

　けれど、日曜日は予定があるし、壮介君の発したデートという響きに私は戸惑う。

　いや、きっと深い意味はないはず。イライラしてるから気晴らしに付き合えっていう話なんだろう。

「ご、ごめん。その日は無理」

　断ると、さらにむっとする壮介君。そこに桜庭さんが帰ってきた。

「……なんで日宮はふてくされてるんだ」

　不機嫌さを隠さず「別に」と答えた壮介君の様子に、桜庭さんは首をかしげる。

　結局、桜庭さんの電話の相手も、壮介君が突然イライラし始めた原因もわからないまま、私たちは仕事を終えて会議室を後にした。




　――同日、夕方。

　忙しく仕事をこなし、ようやく一息ついた私は、デスクの端に置いてあるスマホのランプが規則的に点灯していることに気付いた。

　手に取ると、ディスプレイに表示された着信履歴には、父方の祖母の名前。なにかあったのかと思い、私はオフィスを出ると、廊下の隅で電話をかけた。数回のコール音の後に、祖母が切羽詰まったような声で出た。

《ああ、柊奈ちゃん。あのね、誠せい二じが倒れたのよ》

「えっ？」

　誠二は私の父の名前だ。

《仕事中にね、いきなり倒れたみたいで。お医者さんが言うには脳梗塞だって》

「そう、なんだ……お父さんが……」

　私の両親は十年前に離婚している。母は三年前に再婚したけど、父のことはよく知らない。……長く、連絡をとっていなかったから。

　祖母の話では、どうやら大事には至らなかったようだ。けれど、三週間ほどは入院するようで、近いうちにお見舞いに行ってやってくれと言われた。それから、病院の名前を教えられ……私は、通話を切った。

　お見舞いに行きたい気持ちはある。けれど……まだ怖いのだ。

　会わなくなってから年月はたっているのに、思い出すだけで心が沈む。

　嫌いなわけじゃない。でも、自分がこんなふうに男の人が苦手になってしまったのは……父が原因だから。

　思わずため息をついて、私はハッと我に返る。

　ダメだ。もっと前向きにならなきゃ。

　気持ちを落ち着けるように深呼吸をして、私は誰にともなく頷くと、背筋を伸ばしてオフィスに戻る。

　キュッと拳を握り締め、弱い自分に負けないように。










触れてみたいのです




　カタログのスタジオ撮影は、特に大きな問題もなく順調に進み、週が明けた。

　月曜日の今日は、本来のプレス業務をメインに動いていたのだけど、来週行なわれるロケ撮影のスケジュールについて若干の調整が入った。その確認を桜庭さんにお願いしたくて、すでに定時も過ぎた夕刻。

「あの、桜庭さんはどこか知りません？」

　私は、オフィスに桜庭さんがいないので、桜庭さんの席の近くに座っている女性社員に声をかけた。

「さっき、応接室のほうに入っていったのを見たけど」

　応接室？　ホワイトボードの予定には、なにも書かれていなかったけど……。

「お客様でも来ているんですか？」

　首をひねると、社長が通りかかった。そして「一陽ならただのサボリだよ。起こしてやって」と、ニコニコしながら言って去っていく。

　寝てるってことなのね。確かに応接室のソファは寝心地よさそう……じゃなくて、どうしよう。

　社長はサボリだと言っていたけど、定時は過ぎてるし、もしも仕事を終えての睡眠だとしたら、邪魔しちゃうんじゃないかな？　スケジュールの件はまた明日にするか、メモと一緒にデスクに置いておいてもよさそうだけど……。

　迷いつつ、とりあえず私は応接室の扉を開けて中をのぞいてみる。

　――と、そこには、社長の話通り、ソファに横になって寝ている桜庭さんの姿があった。

　ホントどうしよう。このまま寝かせてあげたい気もするけど、社長は『起こしてやって』と言っていたし。

　迷いながらも扉を静かに閉めて、私はぐっすり眠る桜庭さんに近付いた。

「桜庭さーん……」

　遠慮がちに声をかけるけど、桜庭さんはピクリとも動かない。クラシック調のカウチソファに仰向けになり、穏やかに胸を上下させている。

　ファッション関連の本だろうか。桜庭さんのお腹の上には、少し分厚めの本が開かれたまま乗っていて、それを支えていた左手が、スルリとソファへと落ちた。眠りが深いのか、それでもなお桜庭さんは寝息を立てている。私はそんな桜庭さんの寝顔を、そっと観察する。

　クールな瞳は閉じられていて、普段のキリッとした顔からは想像もできなかったあどけない寝顔。

　思わず笑みがこぼれてしまう。

　それで気が緩んでしまったのか、手にしていたスケジュール用紙を床に落としてしまった。

「あ……」

　拾おうとしゃがむと、すぐ目の前に、先ほど力なく滑り落ちたばかりの桜庭さんの手。

　桜庭さんは以前、この手で私を助けてくれた。資料室で落下した時も、マンホールにハマってしまった時も、この手が、私を支えてくれた。そう思うと、彼の手がとても優しいものに見えて。

　なぜだろう。男の人に触れるのは苦手なのに……。今、桜庭さんの手に、触れてみたいと思うなんて。こんなことは初めてだ。相手が寝ているから？　自分でもよくわからない、けど……。

　私は、早くなる鼓動を感じながら、ゆっくりと自分の手を動かして……。寝ている桜庭さんの手に、そっと触れた。

　緊張はしている。でも、怖さはない。伝わる彼の手のぬくもりも、嫌なものではなくて。それはやはり、以前助けてもらったからなのかと、胸を高鳴らせながら考えていたら……。

「……襲うつもりか」

　突然降ってきた桜庭さんの声。

　これ以上ないくらいに心臓が跳ねて、私は慌てて手を離した。

「ち、ちがっ、違いますっ！」

　顔が熱い。とんでもなく熱い。きっと真っ赤になっているのだろうと、容易に想像ができるくらいに。

　そんな私を桜庭さんはクスリと笑って、ソファに横になったまま「まあ、いい傾向じゃないか」と言った。

「なにがですか」

「自分から触れてた」

「おおおっ、起きてたんですかっ？」

　動揺して、つかえながら問えば、桜庭さんはからかうように口元を弓なりにする。

「苦手じゃなくなってよかったな」

　言われて、私は頭を振った。

　男の人に対する苦手意識がなくなったわけじゃない。今回は多分――。

「桜庭さんだから、です」

　相手が、桜庭さんだったから。

　それを口にしたら、桜庭さんは無言で私を見つめていた。

「それ、口説いてるのか？」

「……え？」

　意味がわからず聞き返したのだけど、その直後、自分の言葉が意味深だったことに気付く。

「誤解です！　ただ、前に助けてもらってるから、若干慣れた気がしただけでっ」

　再び赤面しながらも伝えると、桜庭さんも思い出してくれたようで。

「ああ。マンホール事件と突き飛ばし事件な」

　じ、事件って……。

「それで、どうする？」

「……どうするって……なにがですか？」

　桜庭さんの言葉の意味を掴みかねて小首をかしげると、いきなり差し出された手。不思議に思い、瞬きを繰り返す。

「前に言っただろ？　オレでいいならいくらでも触れって」

　い、言ってたけど。確かに言ってましたけど！

「もうっ、またからかうんですか？」

　言葉だけでなく、あの時と似た意地悪そうな微笑みに私は抗議する。すると、桜庭さんは小さく笑った。

「半々だな。お前がその気なら協力してやるよ」

「その気って……」

「ほら、手」

　戸惑う私をよそに、桜庭さんは自分の手を軽く揺らして催促する。

　正直に言えば、拒否することはできた。いい加減にしてくださいって、渡すものだけ渡して立ち上がればいいんだと頭では考えていた。

　だけど、手を差し出してくれる桜庭さんの瞳が、どことなく優しくて。私は、なにかに導かれるように、桜庭さんの手に自分の手を重ねた。

　桜庭さんの手が、包み込むように優しく私の手を握る。さっき触れた時よりも感じる確かな体温。ドキドキするけど、やっぱり嫌じゃない。

　それでも心に湧き上がる、逃げ出したいような、でもこのままでいたいような気持ちに困惑していたら……。

　――コンコン。応接室の扉を誰かが叩く音がして、すぐにその扉が開く。

「ひーなさーん……」

　現れたのは壮介君で、彼の視線が、私と桜庭さんをつなぐ手を見て……停止した。

　私はあたふたしながら桜庭さんから手を離すと、急いで立ち上がる。

　けれど、混乱した頭では、そこからどうしていいのか判断がつかない。

　壮介君の顔をまともに見る勇気もなくうつむいていたら、桜庭さんが体を起こした。そして、平然と壮介君に声をかける。

「日宮、どうした？」

「……柊奈さんに用があって」

「らしいぞ」

「は、はい。あ、えっと、これ。確認お願いします！」

　私は目的であったスケジュール用紙を桜庭さんに渡す。

「それじゃ、失礼しますっ」

　そして頭を下げ、壮介君の横を通り抜けて応接室を出た。

　壮介君はなにも口に出さず私の後ろをついて来たけど、席についた途端、怒ったように小声で聞いてくる。

「……なに、さっきの」

　やっぱり、見られてた。でも、聞かれても答えにくくて。

「手――」

　私は、壮介君の言葉を遮るように自分の声を被せる。

「私に用ってなにっ？　カタログの？」

　そうして、壮介君の用件を急かした。

　壮介君は不服そうな顔をしたけど、追求をやめてくれて仕事の話を始める。

　とりあえずは助かったことに、ホッとする。けれど、もう一度聞かれたらどう答えればいいのだろうと動揺しながら、壮介君の用件に耳を傾けていた。

　桜庭さんのぬくもりが、まだ手に残っているような気がしながら――。










意識なんてしていない、です




　定時の鐘が鳴る。

　マグカップを満たしていた紅茶もなくなって、まだ少し仕事が残っている私は、飲み物のお代わりがてら、お手洗いに行こうと席を立った。

　廊下に出て、ひとつめの角を曲がった先にお手洗いがある。

　ふと、パウダールームに人の気配を感じて視線をやると、そこにいるのは美咲だった。

「美咲」

　声をかけると、彼女はメイクを直していた手を止めて私を振り返る。

「柊奈も上がり？」

「ううん。私はまだ少し残るよ。美咲はデート？」

「うん。ドクター君とね」

　答えて、美咲はまた鏡の中の自分と向かい合う。

　秘書君とはどうなっているのか気になったけど、ここだと誰に聞かれるかわからないのでやめておいた。

　トイレから出て手を洗う。美咲はまだメイク中だ。私たち以外には人はいない。

　ポケットからハンカチを取り出して手を拭いていると、美咲が再び振り返る。

「ね、柊奈。今週の金曜は早く上がれる？」

「んー、わかんないなぁ」

　仕事のスケジュール的にはきつきつではないけど、今の段階ではなんとも言えずに返事を濁す。すると、美咲は「合コンあるけど、どう？」なんて誘ってきた。

　危なかった！

　金曜日が微妙でよかったと心の中で安堵しながら首を横に振る。美咲は予想していたのか「やっぱりねー」と小さく笑った。

「ごめんね」

　私が謝ると、「わかってましたから」とおどけたように言う。そして、化粧ポーチから口紅を取り出すと。

「ところで、もしかして新人君と喧嘩でもしたー？」

　前触れもなく、壮介君のことを聞かれた。

「……ううん、してないよ」

　喧嘩なんてしてない……けど、あの日から微妙な空気が私たちの間にあるのは明らかだった。

　ちなみに、桜庭さんは特にいつもと変わりなく私と壮介君に接している。私もできる限り普通に接するよう心がけてはいるけど、もしかしたらぎこちないかもしれない。桜庭さんに対しても、壮介君に対しても。

「そ？　でも、なーんか新人君の柊奈に対する態度が怒ってるように見えるのよねー」

　メイク直しが完了したのか、美咲はポーチに化粧品をしまいながら口にする。

　……確かに、壮介君から怒りのオーラはひしひしと感じていた。会社でなにやってるんだって思ってるんだろう。実際、自分でもそう思う。雰囲気にのまれて、会社でなにしちゃったんだって。

　ポーチを鞄にしまい、楽しげにデートに繰り出す美咲を見送って、私も鏡で身なりをチェックしてからお手洗いを出た時だった。

　廊下に、でっかいサングラスをかけた、スタイル抜群の女性の姿があった。ただならぬ大物オーラを放つその人は、私に気付くと手を振ってくる。

「蓮井さーん。少しぶりー」

　親しげに話しかけられ、ハッとなる。

「か、ＫＡＯＲＩさん？」

　疑問形になったけど、すでに確信していた。だって、この声にこの存在感。心当たりは彼女しかいないから。

「どうしたんですか？」

　驚きつつ問いかけると、ＫＡＯＲＩさんはサングラスを外して微笑む。

「もちろん、一陽に会いに」

「そ、そうなんですね」

　仕事のアポでもあっただろうか？　私にはなにも連絡はないから、もしかしたらまた飲みの誘い……なのかな？

　なんにせよ、ここにいてはバリバリ目立つＫＡＯＲＩさんを応接室に案内し、オフィスにいる桜庭さんを呼びにいく。

　ＫＡＯＲＩさんの来訪はどうやらアポなしだったらしく、桜庭さんは眉根を寄せながら応接室に向かった。その際、お茶を出すように頼まれたので、私は給湯室で自分がおかわりする予定だった紅茶をいれる。

　応接室をノックし、中に入ると、ソファに座るＫＡＯＲＩさんの前に紅茶を置いた。いい香りだと笑みをこぼし、「ありがとう」と告げられる。その笑顔に、女であるにもかかわらず、私の胸が高鳴った。

「ねー、蓮井さん、あなたからもお願いしてくれない？」

　お盆を胸の前に抱え立っていた私に、突然話を振るＫＡＯＲＩさん。

　なにをお願いするのかの話も見えず、瞬きをしていたら。

「一陽、今夜もデートしてくれないのよ」

　ああ……。今日の用事もやっぱりそれだったんですね。

　でも、お願いもなにも私がそんなことを桜庭さんに言えるわけもなく、戸惑いながら苦笑いしていると、桜庭さんが呆れた声を出す。

「だから、悪いが暇じゃないんだ」

「そんなの知ってる。でも、今日は時間あるし、仕事が終わるまで待てるわ」

　時間があることをアピールするＫＡＯＲＩさん。

　これはさすがに桜庭さんも断りきれないだろうなぁと思っていたら、なぜか桜庭さんの瞳が私を見て、つかつかとこちらに向かって歩いてきたかと思えば……。

「こいつと先約がある」

　そう言って、肩にポンッと手を乗せた。

　触れられたことに抵抗感はない。それよりも、触れられた瞬間に桜庭さんが小さく発した言葉に意識がいったのだ。

『合わせろ』

　桜庭さんは、確かにそう言った。つまり、ＫＡＯＲＩさんの誘いを断るために協力しろということだ。

　どうしてここで私を巻き込むんですかと文句を言いたいところではあるけれど、私はそれをぐっと堪える。

「その、仕事のことで相談がありまして……」

　せめて、変な勘違いをされないように仕事という単語を口にする。けれど、ＫＡＯＲＩさんは気に食わなかったようで。

「……仕事の相談、ね」

　少し低い声でつぶやくと、組んでいた足を解いて立ち上がる。

「その相談、急ぎ？　一陽じゃないとダメなの？」

　日を改めろ、別の人に相談しろ、と言いたいのだろう。詰め寄るように聞かれて、私は思わず『別の人にします』と言ってしまいたくなる。それくらいに、キレイな人の不機嫌オーラには迫力があった。けれど、上司を裏切るわけにもいかず。

「す、すみません」

　ＫＡＯＲＩさんに頭を下げて、桜庭さんの頼みを優先させる。

　……だって、桜庭さんには恩があるから。私を助けてくれた人を、今度は私が助ける。その内容が、ちょっと桜庭さんの都合というかワガママな感じだけど。

　ＫＡＯＲＩさんのため息が聞こえた。桜庭さんが「そういうことだから」と言いながら、まだ納得していない顔のＫＡＯＲＩさんの腕を引いて応接室から出ていく。

　ひとり残された私は、肩の力を抜いて長い息を吐き出した。そして、少ししか口をつけられていない紅茶をトレイに乗せ、片付けるために給湯室へと足を向ける。

　今度こそ、自分の紅茶をいれて仕事に戻ろう。

　そう考えて、愛用のマグカップを洗っていたら、ＫＡＯＲＩさんを見送り終えたのか、桜庭さんがやってきた。

「蓮井。てことで、一時間後に出るぞ」

「……え？」

「飲みだよ。仕事、終わらせろよ」

　なぜか、本当に桜庭さんと過ごすことになった。




　おしゃれな居酒屋のプライベート感漂うモダンな個室で、クッションに囲まれながら座る私。

「うまいな」

　その向かいで、見た目も涼しいウイスキーミストを飲んでいるのは、おいしいお酒にちょっと満足気な桜庭さんだ。

　モダンな空間でウイスキーを飲む桜庭さんは、絵になるなぁ……って、そうじゃなくて！

　私は、グラスのふちにグレープフルーツが飾られたスプモーニを一口喉に流し込んでから口を開く。

「あの、私を巻き込まないでください」

　なにを、とは言わなくても理解しているようで、桜庭さんはグラスを片手にわずかに首をかしげた。

「どうして？」

「どうしてって……ＫＡＯＲＩさん、不機嫌そうでしたし」

　私が桜庭さんをフォローした時のＫＡＯＲＩさんの瞳、声、態度。どう思い出してみても、私への不満だらけだった。これからの撮影のことを考えると、穏便に済ませたいのに。

　桜庭さんは「気にするな」と言って、またウイスキーを口にする。

「気にします。困ります」

　反論するも、桜庭さんはどこ吹く風といった様子。それどころか、からかうように唇を歪ませて、「蓮井は好きな奴でもいるのか？」と聞いてきた。

　その言葉に、なぜか目の前にいる桜庭さんを意識してしまう。

　ち、違うでしょ。桜庭さんは私の好みと全然違うんだから！

「いたとしても、桜庭さんには教えません」

　強気に答えてみるも、密かに騒ぎ続ける心臓。落ち着けようとスプモーニを飲めば、いまだからかうように桜庭さんは私を見ていて、いらない言葉を投げつけてきた。

「お前の両親は心配だろうな。男が苦手なんて、嫁にいくのは確かに遅れそうだ」

　以前オフィスで私がした話を覚えてくれていたのだろう。それは嬉しいことだけど。

「余計なお世話です」

　そんなの、自分がよくわかってる。

「母はともかく、父は気にもしてないですよ」

　父はきっと、私に関心すらないだろう。日々の生活の中で、私のことを思い出す瞬間もない気がする。

　今も昔も、父にとって私は……って、ダメダメ！　またネガティブな思考に囚われるところだった。

　前向きに。前向きに。

　呪文のように心の中で繰り返す。

　だけど、まだお見舞いに行けていないことを思い出して、気持ちが沈みかけた時、またしても余計な一言が降ってきた。

「蓮井、ブサイクなツラになってるぞ」

　もう！　本当、桜庭さんといい壮介君といい、どうして私の周りには意地悪な人が多いんだろう。

「もともと、たいした顔じゃないんです！」

　自分で言っていて悲しくなる。

　なんかもう、今日は散々な気がする。桜庭さんも、この前はなんだか優しかったのに、今日は意地悪――。

「そうか？」

「……え？」

「オレは悪くないと思うけど？」

　桜庭さんはさらりと言って、生ハムのクリームチーズ巻きを口に入れる。

　特にからかっている様子もなくて、私は戸惑いを隠せなかった。

　これは……褒められた、のかな？　ううん、待って。気を遣われたのかもしれない。

　なにせ桜庭さんだ。あんなに魅力的なＫＡＯＲＩさんと付き合っていた桜庭さんだもの。

　ていうか、そう。ＫＡＯＲＩさんよ。

　私は思いついたことを声にするために、「桜庭さん」と彼の名を少し強めに呼んだ。

「思ったんですけど、私とこうして飲む時間があるなら、ＫＡＯＲＩさんと飲めたんじゃ？」

　こうして仕事も切り上げられたわけだし、撮影時のモチベーションを考慮しても、ＫＡＯＲＩさんを優先するのはリアライズにとっていい方向に働く気もする。

　元恋人と仕事をしなくちゃならない桜庭さんにはちょっと申し訳ない気持ちにはなるけれど、一度くらいは……と思いかけたところで、桜庭さんが小さく息を吐いた。

「嫌なんだよ、必要以上にあいつと関わるのは」

「……元カノだからですか？」

　私の質問に答えたくないのか、桜庭さんは無言になってしまう。

「すみません、余計な――」

　余計なことでしたよね、と、そう続けるはずだった私の言葉。けれど、それは最後まで紡がれることはなく。

「あいつは、オレを利用した女だから」

　少しだけ弱さを含んだような、桜庭さんの声に遮られた。

「利用？」

　いったい、過去にふたりの間でなにがあったのか。

　詳しいところは話してはもらえないかとも思ったけど、お酒が入っているからか、桜庭さんは、冷えて汗をかいているグラスを見つめながら、唇を開く。

「高校の時……あいつは、オレの親がファッション業界で活躍しているのを知って、オレに近付いたんだよ」

　そういえば、聞いたことがある。

　桜庭さんと社長のご両親は、世界も注目するファッションクリエーターで、テレビや雑誌でも取り上げられている人たちなのだと。

「もしかして、モデルになるために桜庭さんと……？」

　予想は的中。桜庭さんは小さく頷いた。

「で、でも、いくらなんでも気持ちはあったはずですよ。じゃなきゃ、好きでもないのに付き合うなんて――」

「当時のあいつの気持ちなんて今さらどうでもいい。ただ確かなのは、コネができてモデルになれた途端、オレと別れたことだ。しかも、芸能関係の男を作ってな」

　そこまで話すと、桜庭さんはウイスキーを飲み干し、グラスを空にする。

　モデルへの道が開けて、他に男……。しかも、芸能関係の人に乗り換えられた、か。それは確かに利用されたと思ってしまうよね。

　当時の桜庭さんは、どんな気持ちだったのか。辛くて、悔しくて、苦しかったんじゃないかって想像したら、胸が押しつぶされそうになる。

　でも、話を聞いていろいろと納得はいった。

　過去のこともあって、仕事のみの付き合いにするため、プライベートな誘いを断っているのだと。

　……ん？　ＫＡＯＲＩさんは、桜庭さんを利用するために近付いたんだよね？　じゃあ、今近付く目的は？　なにか、彼女にとってプラスになるようなものを、今の桜庭さんが持っているということ？

「あの、今のＫＡＯＲＩさんが、桜庭さんと関わることで得られるメリットってなにかあるんですか？」

「ないだろうな」

　だとしたら、やっぱり気持ちがあるのでは？

　その考えが顔に出ていたのか、桜庭さんは小さく頭を振る。

「あいつの気まぐれだ。昔から人を振り回すのが好きなんだよ」

　そ、そうなんだ。まあ、ＫＡＯＲＩさんの行動や言動からは、確かに奔放さが垣間見えるけど。

「だから頼むぞ、蓮井」

「へ？」

　いきなりなにやら頼まれた私は、意味がわからずポカンと口を開けて桜庭さんを見る。

「オレの貴重な過去を教えてやったんだ。これからも、オレのために協力しろよ？」

「えっ？　えぇっ!?」

　協力って、いったいなにを！　またＫＡＯＲＩさんとのことに巻き込むつもりとか!?

　慌てる私を見つめながら、クスクス笑う桜庭さん。

　からかわれたのか本気なのかはわからないけど、オフィスにいたらあまり見られない彼の楽しそうな笑い顔に、トクントクンと鼓動が高鳴る。

『好きな奴でもいるのか？』

　桜庭さんに聞かれた質問が一瞬頭をよぎって、柔らかく目を細めて私を見つめる彼から視線を外すと、私は心の中でつぶやいた。

　これは、そんなのじゃない。意識なんて……してない。










あなたのおかげです




　恋をすることに怯えるようになったのは、いつからだったろう。

　初恋は小学六年の卒業間近で、周りの子よりは遅かったほう。なんせ、小学生の男の子といったら、意地悪なことを言ったりしたりする子が多くて苦手だったのだ。

　だから、私の初恋相手は読書が趣味の、とても穏やかな男の子。幸いにも中学も同じで、私は彼にずっと片思いをしていた。けれど、中学三年の春、彼に彼女ができてしまい、失恋。以来、しばらく新しい恋に出会うことはなかったのだけど……。

　高校二年の時、初恋の彼のように穏やかなクラスメイトと仲よくなり、告白されて付き合うことになった。

　とても、好きだった。ドキドキしたけど、手をつなぐこともできた。だけど……そう、彼の家に遊びに行ったある日。

『柊奈ちゃんっ！』

『――え？』

　強く掴まれた肩。私を見下ろす彼の、興奮したような目。

　彼に押し倒されたあの時、威圧的な父の姿を思い出した瞬間から、臆病になってしまったんだ。

　逃げ出した私に翌日、彼は謝ってくれたけど、以来、手をつなぐのもどこかためらうようになって、私たちは少しずつ心が離れ……別れた。

　恋をしたくないわけじゃない。だけど、恋をした先にある、恋人として当たり前のはずの触れ合いが少し怖い。

　それに好きな人を拒絶することが、自分だけでなく、相手の心をも傷つけてしまうのを、私は知ってしまった。だから余計、尻込みしてしまう。

　……でも、変わりたいし、乗り越えたい。まるでヤマアラシのジレンマだ。




　人に悟られないようにため息をついて、顔を上げる。

　目の前には、この辺りでは有名な大学病院。今、父が入院している病院だ。

　ここにたどり着くまでの道中、変に過去の恋を思い返してしまったのも、恋ができない原因となった父に会うからだろう。

　土曜日の面会時間は、朝十時からと長い。

　今日お見舞いに行くと決意したのは、昼を過ぎてからだった。

　もともとなにも予定は入っていなくて、朝起きてから悩んで、悩んで。昼食をとり、ようやく気持ちが上向きになったので、気合を入れて家を出たのだ。

　病院のエントランスからすぐのところに併設されているフラワーショップでお見舞い用の花を購入し、入院病棟へ向かう。

　父に会うのは両親の離婚以来なので十年ぶり。

　ナースステーションで病室を確認し、受付を済ませた時だった。

「あら、柊奈ちゃん」

　聞き覚えのある声に呼び止められ、相手の姿を見た瞬間、私は少し安堵した。

「おばあちゃん！　久しぶり」

「ほんと、久しぶりだわぁ。来てくれてありがとうね」

　皺を深めて嬉しそうに微笑むのは、連絡をくれた祖母で、私を父のいる病室まで案内してくれた。

　六人用の大部屋は満員のようで、すべてのカーテンが閉まっている。

　祖母は、病室に入ってすぐ、左手前のクリーム色のカーテンに手をかけると、「入るよ」と声をかけた。すると「ん」とだけ聞こえてきた太く低い声。どこか機嫌の悪そうなその声に、私の心臓が緊張で締めつけられる感じがして、無意識に胸元で拳を握ってしまう。

「柊奈ちゃんがお見舞いに来てくれたよ」

　祖母は言いながら、背後に立つ私の背に手を添え、ベッドに横になっている父の前に押し出した。

　十年ぶりに見た父は、記憶に残る父よりも白髪が増えていた。やはりまだ体調がよくないのか、少し顔色が悪い。

　父は私の姿を視界に収めた瞬間、わずかに目を見開いたけれど、すぐに視線を外すと眉間に皺を寄せ、冷たい言葉を吐き出した。

「来てほしいなんて誰が言った」

　悲しさなのか。怒りなのか。それとも、ここに来たことへの後悔なのか。父にと選んだ花を持つ手が小さく震える。

　父の私に対する態度は、最後に会った時から年月を経ても……なにも変わっていなかった。

　祖母が苦笑いを浮かべる中、私は昔みたいに萎い縮しゅくしてしまいそうな自分に負けないよう、笑顔を貼りつけて花を差し出す。

「これ、よかったら」

　久しぶりの再会にもかかわらず、私たち親子の間に挨拶はなく、父の視線は相変わらず私から外れたまま。花を受け取る素振りも見せず、代わりに祖母が「ありがとう」と言いながら受け取った。そして、空の花瓶を手にすると、生けてくると話し、病室から出ていってしまう。

　父のもとにひとり残された私は、どうしていいのかわからず、居心地の悪さを感じながら、ただ、会話もろくにできないで立ち尽くしてしまっていた。父も私を無視するように、新聞を広げる。そして――。

「もういい。帰りなさい」

　しかめっ面で出ていくようにと顎をしゃくった。

　痛みに胸が軋む。

　ねぇ、お父さん。お父さんは、どうしてそんなに私を嫌いなの？

　小さな頃から何度も頭の中をめぐり続けていた疑問が、喉まで出かかる。けれど、その疑問は声になることはなく……。

「聞こえないのか。返事はどうした」

　代わりに威圧的な父の声が聞こえて、私は身をすくめた。

「ご、ごめんなさい」

「謝れとは言ってない」

「……帰ります。あの、お大事に」

　振り絞るように声にして、私が父に背を向けた刹那、耳に届いたのは父のため息。

　そう……そうだった。父はいつも、私を叱った後にため息をついていた。変わらない。なにもかも、あの頃のまま。

　病院を出ると、頭上には曇天。その下を、重い足を引きずるように歩く。

　どのくらいの距離を、どのくらいの時間をかけて歩いたのか。途中、小さな公園を見つけて、木のベンチに腰を下ろした。

　肩にかけていたレトロ調のプリントバッグを膝の上に置いて、背を丸め、瞼を閉じる。すると、脳裏に浮かんだのは、不機嫌そうな父の顔。

　期待、していたのかもしれない。会わなくなって長い時間が経っている。だから、父の態度が柔らかくなっているかもしれないと。変わらないものもあるけど、変わるものもあると。無意識に、そう期待していたのかも。だから、こんなにも心が痛いんだ。

　唇を引き結んだその時、頬にポタリ――。空から降り出した雫が当たって、涙のように伝い、流れ落ちる。

「やだな……降ってきちゃうなんて」

　傘、持ってきてないよ。お見舞いのことばかり頭にあったから、天気予報を確認するの忘れてた。

「……帰らないと」

　本格的に降られる前に、この場から立ち去って雨宿りしないといけないのに、腰が上がらない。足が動かない。

　父の冷たい声が、威圧的な態度が、私の体の自由を奪う。

　ポタリ、ポタリ。髪を、肩を、手を、雨が押さえつけるように叩く。

　空と同じ色のスウェットワンピが、色を濃くして……。いつの間にか、地面で弾ける雨粒の数が多くなった頃。

「……蓮井？」

　聞き覚えのある声に呼ばれた気がして、私はうつむいていた顔をゆっくりと上げた。

　また、空から落ちる雫が私の頬を滑る。

　泣いているわけじゃない。ただ、雨が私の頬を濡らしているだけ。

　なのに、私を見つけ、声をかけたその人は、気遣うようにわずかに眉を寄せて。

「…………」

　無言のまま、ベンチから動けないでいる私に、さしていた傘を傾けた。

　降り注いでいた雨がなくなって、代わりに降ってきたのは、桜庭さんの静かな声。

「行くぞ」

「行くって……」

　どこへ？

　見上げると、桜庭さんの傘を持たない左手には、コンビニの手提げ袋。よく見れば、桜庭さんの格好も、ボーダーのカットソーに淡いグリーンのシャツを羽織っていて、いつもよりカジュアルだ。

　桜庭さんが「いいから立て」と、私の手に傘を持たせる。

「えっ、あの……悪いですから」

　私の代わりに雨に濡れていく桜庭さん。

　鉛のように重く感じていた腰が思わず上がって、私は、背を向けて歩き出した桜庭さんに駆け寄った。

「桜庭さん、傘――」

「すぐ着くからオレのことは気にしなくていい。蓮井が使え」

　……と言われても、さっきよりも強く降る雨に、お言葉に甘えることもできず。私はなるべく桜庭さんに雨が当たらないようにと、傘を持つ腕を伸ばし、彼を雨から守りながら歩いた。

　途中、桜庭さんは何度か私に「お前が濡れるだろ」と、傘を押し返したけど、それでもまたさし返して。そんなことを繰り返しながら、どこに向かっているのかもわからないまま、雨の街並みを歩く。

　やがて、桜庭さんの足が高級そうなマンションのエントランスに向かった。

　数段の階段の先にあるのは、モダンにデザインされたブラウンの自動扉。桜庭さんは迷うことなく階段を上っていく。私は傘をたたみ、桜庭さんの背を追って階段に足をかけた。

「桜庭さん、ここって……」

　もしかして、とは思いつつも問いかける。

　すると、桜庭さんは自動扉の前で私を振り返り、「オレのマンションだよ」と言うと、扉の中へと進んでいった――。




　窓から見える雨脚はひどくなる一方で、風も強くなり、時折窓に雨粒を叩きつけてくる。

　季節外れの台風が接近しているのだと桜庭さんから聞いたのは、シャワーを借りる前だ。

　窓際に立った私は、そっと広いリビングを振り返る。桜庭さんは足を組んでソファに座り、ファッション雑誌に視線を落としていた。

　桜庭さんは、なにも聞かない。私になにかあったことは多分感じていると思う。それでも、なにも言わずに、ただ、シャワーと着替えを貸してくれて、冷えた体を温めるようにと、ホットコーヒーをいれてくれた。

　桜庭さんが貸してくれた薄手のパーカーとスウェットのパンツは、私には大きすぎてぶかぶかだった。だけど、それがなぜかドキドキしてくすぐったい。

　二十四歳にもなって、借りた服でこんな気持ちになるのは変、かな？　だけど、私にとって、男の人に服を借りるのも、ましてシャワーを借りるのも初めてのこと。

　普段の私なら、戸惑って心の中であたふたしてそうなものだけど、そうでもないのはきっと……父のことが頭から離れないから。

　私は軽く頭を振り、窓から離れて桜庭さんの向かいのソファに腰を下ろす。そして、ガラステーブルの上に置かれているクラシックなコーヒーカップを手にとった。

「……桜庭さん」

「ん？」

　私の声に、桜庭さんは本を読みながら軽く返事をする。

「このカップ、ウェッジウッドの？」

「ああ。確か」

　やっぱり。以前、雑誌で見て欲しいと思ったやつだから、記憶に残っていたんだよね。でも、ちょっと高くて諦めたんだけど、さすが桜庭さんだなぁ。

　そんなふうに思って、コーヒーに口をつけて、雨と風の音しかしない静寂の中、「ありがとう、ございます」とお礼の言葉を声にした。

　桜庭さんのおうちにお邪魔した時も、シャワーと替えの服を借りた時も、コーヒーを差し出された時も、口にした感謝の言葉。でも、今のはきっと、桜庭さんにとっては脈絡もないもの。だから、怪訝そうな顔をするだろうと思ったのに。私でさえ、なにをどう伝えたくて声に出したのかわかっていないのに。

「どういたしまして」

　口元を優しく歪めて返すから、急速に景色がかすんで、こぼれ落ちそうになるソレを隠すように、私はうつむいたのだった。




　日が暮れると、外は本格的に荒れ始めた。桜庭さんがつけたテレビでは、間もなく大型の台風が上陸することを告げていた。

　ハンガーにかけられている服を触れば、まだ少し湿っている。

　でも、着られないわけじゃない。交通機関が麻痺しないうちに帰らないと。

　そう考えて、ハンガーに手をかけた時だった。

「焦らなくても、明日には通り過ぎるだろ」

「あ、明日って」

「それより、夕飯なににするか考えろよ」

　言いながら、桜庭さんは立ち上がってキッチンへ向かう。そして、冷蔵庫を開けるとなにやら物色し始めた。

「外食できないのが痛いな」

　……確かに、この嵐の中、外食しにいくのは大変だよね。台風だとデリバリーも営業中止になるし――という話はさておき、さすがに夕飯までお世話になるわけにはいかない。

　しかも、さっきは泊まり前提みたいな発言もあった。

　男の人の家に泊まる経験なんて皆無だった私には、とんでもなくハードルが高い。まして相手は桜庭さん。今、とりあえずは平静を装っているけど、心臓はバクバクしていた。

　そんなことも踏まえ、私は桜庭さんに「今のうちに帰ります」と告げたんだけど、当たり前のように私の願いは一蹴された。

「今から出て、途中でなにかあるより、ここでやり過ごしたほうが賢いだろ」

　そう言って、桜庭さんは冷蔵庫から玉ねぎとウインナーを取り出した。それから、右手で包丁を握り、左手で玉ねぎを押さえる。でも、押さえる手は猫の手ポーズじゃなくて……。

「さ、桜庭さん！」

「なんだ？」

　私は慌てて桜庭さんの隣に立った。

「それじゃ、指を切っちゃいますよ」

　こうですよ、と私が自分の手で猫の手の形を作ってみせる。それを確認した桜庭さんは、素直に真似して玉ねぎを切り始めたのだけど、どうにも手つきが危なっかしい。『座って待ってろ』と言われたものの、ハラハラして大人しくしていられそうもない。

「あの、手伝ってもいいですか？」

　私が遠慮がちに聞くと、桜庭さんは……玉ねぎが染みてしまったのだろう。潤んだ瞳を腕で拭いながら「……悪い、頼む」と私に包丁を託した。

　なんでも完璧にこなせるように見える桜庭さん。けれど、どうやら料理は苦手なよう。

　玉ねぎを刻んで、ウインナーも食べやすい大きさに切って炒める。ケチャップライスは少し薄味に仕上げ、その上にふんわりとまとめた卵を乗せると、ナイフで切り込みを入れて、ケチャップライスを隠すように広げた。

「はい、桜庭さん。好きなようにかけてくださいね」

　そう言って彼に手渡したのは、ケチャップ。桜庭さんは、左手でそれを受け取ると、自分のオムライスが乗ったお皿を右手に持って歩き、ガラステーブルに置いた。

「蓮井、お前料理できるんだな」

　感心する声に、私は「簡単なものだけですけど」と答える。

　私が料理をしている間に教えてくれたのだけど、桜庭さんは昔から料理が苦手らしい。やる気はあるのに、いつも失敗するのだとか。

　なんでもそつなくこなしそうなイメージがあったけど、桜庭さんだって人間だもんね。苦手なことがあって当然だ。むしろ、そんな彼の姿に親しみが湧いてくる。

　私は、自分のオムライスをテーブルに置きながら桜庭さんに視線を向ける。彼は悩んだあげく、オムライスに〝コーヒー〟と書いていた。

　……なんだか、この短時間で、桜庭さんのイメージが変わっていく気がする。もちろんそれは悪くないほうにで、私は知らず笑みをこぼしていた。




「ごちそうさまでした」

　キレイにオムライスを完食した私たちは、食器を片付けると再びソファに腰を沈めた。

　大きな液晶テレビに映し出されているニュースでは、いよいよ関東に台風が上陸することを繰り返している。時折窓の外から聞こえてくる強い風の音で、私もその時が来るのを感じとっていた。

　お腹が膨れたからだろう。私は少しの眠気に襲われながら、ソファの上に体育座りの体勢をとって、ぼんやりとテレビを眺めていた。

「眠いか？」

　いつもより優しげな桜庭さんの声に問われた。

　本当は、横になったらすぐに眠れるだろう。でも、目を閉じれば、病院でのことを思い出しそうな気もして。それが嫌で、私は「ちょっとだけ。でも、まだ平気です」とごまかすように、首を横に振った。

「そうか。まあ……無理はするなよ」

　桜庭さんはそう告げて、テレビのリモコンを手にする。

　普段はクールでどこか強引なところがあるくせに、こんな時は優しいなんて……ずるい。ずるいから……。

「桜庭さん、私が男の人が苦手なのはね、父が……原因なんです」

　男の人には、誰にも告げたことのなかったソレを、打ち明けてしまいたくなったじゃないですか。

　……なんて、桜庭さんのせいにしちゃダメ、だよね。多分、桜庭さんの優しさに、甘えたくなってしまったんだ。

　私は、桜庭さんが変えていく番組を見つめながら、小さい頃、父の厳しさと威圧感に毎日怯えていたこと、それが原因で人との関わりがうまくいかなかったこと。そして、思春期には、異性に対する苦手意識が芽生えてしまったことをポツリポツリと語った。

　多分、細かく話したのは美咲以来だろう。

　桜庭さんは、私が話している間、口を挟むことなく静かに聞いていてくれた。

　今日、入院している父に会った時のことも含め、すべてを話し終えると、桜庭さんはふと立ち上がり、キッチンに向かう。

　やがて戻ってきた桜庭さんから差し出されたのは、私の好きな少しの甘めのコーヒー。それを両手で受け取ると、桜庭さんは少し間を空けて、私の隣に腰を下ろした。そして――。

「前にも言っただろ」

　おもむろに、そんなふうに言われる。

「え……？」

　私が首をかしげると、桜庭さんはふっと表情を緩めて、以前、少しだけ勇気をもらえた言葉をもう一度口にしてくれた。

「お前は変われるって」

「……はい。覚えてます」

　温かいコーヒーを両手に包んだまま小さく頷く。

　すると、桜庭さんは視線をテレビ画面へと移した。放映されているのは、バラエティ番組。液晶の中の楽しい雰囲気に、ほんの少しも笑わない私たちは、はたから見れば奇妙に見えるだろう。

　司会者の一言にゲストの女優さんがキラキラした笑顔で笑う。その明るさに、桜庭さんの落ち着いた声が重なる。

「蓮井の父親には会ったわけでもないからどんな人物かは知らない。それと、オレは他人だから、お前の父親のことでなにかできるわけでもない」

　突き放すような言葉に、チクリと胸が痛んだ。でも、桜庭さんの言っていることは間違ってない。私と父の間にある問題は、私が自分で解決しなければならないのだ。

「……ごめんなさい。変な話して、迷惑ですよね」

　コーヒーカップをテーブルに置いて苦笑いを浮かべると、桜庭さんは私にまっすぐな視線を向けた。

「迷惑かどうかは、かけられるオレが決めることだ。今は思ってない」

　そう言い切ると、桜庭さんは再び唇を動かす。

「一度、ぶつかってみたらどうだ？」

「……父に、ですか？」

　問いかけると、桜庭さんは頷いた。

「目に映るものがすべてじゃない。嫌われていると、蓮井が勝手に思い込んでいる可能性だってある」

　……確かに、父から嫌いだと言われた記憶はない。けれど、父と向き合うのは、とても勇気がいることだった。

　ぶつかった時、明らかにされるのは〝嫌悪〟か〝愛情〟か。それを知るのが怖くて、迷い、考えあぐねてしまう。――だけど。

「……ぶつかってみる、かぁ……」

　ずっと、変わりたいと願ってきた。少しずつ、自分なりに努力をしてきたつもりでいた。でも、いつも肝心なところからは逃げていたから、桜庭さんの言う通り、ぶつかってみるべきなのかもしれない。

　弱い自分に負けないように。怖くても、どんな結果でも、それを受け入れて、前に進むために。

「……桜庭さん」

「ん？」

「ぶつかって砕けたら、飲みに付き合ってくれますか？」

　少しだけ、冗談めかしてお願いしてみた。すると、桜庭さんは唇の端を緩く上げる。

「提案したのはオレだから、それくらいなら付き合ってやるよ」

「面倒だけどな」なんて加えられたけど、心底嫌そうには見えない。

　突き放すようなことを言いながらも、背中を押してくれた桜庭さん。私は、彼の優しさに「ありがとうございます」と口にした。

　昼間はあんなにも重かった心が、今は少し軽い。それは、間違いなく桜庭さんのおかげ。

　心が前を向いたからか、眠気が一気に膨らんできた。

　テレビから聞こえる賑やかな声と、荒れ狂うような嵐の音を聞きながら私は……膝を抱えたまま、瞼を閉じて、心地のいい感覚に身を委ねる。

　誰かの声が聞こえた気がしたけど、それはもはや、現実のものか夢の中のものかも判断がつかない。

　私の頭を優しく撫でてくれる感覚も、そっと髪をとく指も、夢か、現うつつか。

「……おやすみ」

　――やがて、朝の光に瞼を震わせ目覚めれば、雨はもう上がっていた。










やきもちからの……です




　雨上がりの澄んだ空気のおかげか、月曜日にもかかわわらず、私の足取りは軽い。お気に入りのパンプスの靴音を鳴らし、たどり着いたのは都内のハウススタジオだ。

「おはようございます。リアライズの蓮井と申します」

「リアライズの蓮井さんですね。どうぞお入りください」

「ありがとうございます」

　受付スタッフさんの許可を得た私は、地下にあるスタジオを目指す。

　今日は、プロジェクトのメインとなるＫＡＯＲＩさんの撮影日。

　現在の時刻は朝八時。予定より三十分も早く着いてしまったのは、朝からソワソワしていたからだ。

　その理由はふたつ。ひとつは、ＫＡＯＲＩさんと仕事ができるこの撮影を心待ちにしていたこと。そしてもうひとつは――。

「早いな、蓮井」

「えっ？　さ、桜庭さん？」

　土曜日からお世話になった桜庭さんに、会うからだ。

「桜庭さんこそ、早いですね」

　まさか私より早い人がいるとは思わず驚いた。しかも、それが桜庭さんだなんて。

　木造の階段を下った先に広がる地下スタジオは、壁も床も打ちっぱなしのコンクリートが広がっている。

　桜庭さんは、部屋の隅に設置されている長テーブルに寄りかかり、目を通していたシステム手帳を閉じた。

「車で出たら、予想より早く着きすぎたんだ」

　そう告げて、テーブルの上の缶コーヒーを手にとると、細い喉仏をコクリと動かし流し込む。

「そうだったんですね。あの、土曜日はありがとうございました」

　お礼を口にした直後、思い出してしまう日曜日の朝のこと。




　土曜日の夜、桜庭さんと会話をした後、睡魔に身を委ねた私は、窓から射し込む朝のまぶしい光を感じて目を覚ました。

『――あれ？』

　けれど、ソファで寝ていたはずなのに、起きたらダブルベッドの上で。

『え？』

　驚きつつも、適度な弾力性のあるベッドから降りてリビングをのぞけば、ソファには私の代わりに桜庭さんがスヤスヤと寝息を立てていた。

　自分で動いた記憶も、起こされた記憶もない。ということは、つまり……。

　あることを想像して、早朝から軽くテンパッていたら。

『……ん……なんだ、起きてたのか』

　私の気配に気付いた桜庭さんが瞼を震わせて、まだ眠そうにしながら体をゆっくりと起こした。

『おはようございます。さ、桜庭さん？　私、いつどうやってベッドに……？』

　声かけたら勝手にフラフラ動いたぞ、とか。気付いたら移動してた、とか。そんな回答も、なきにしもあらずと期待半ばで問いかけたのだけど。

『寝てる間は、苦手も難なく克服できるんだな』

　桜庭さんは少し意地悪そうに口の端を吊り上げて、想像していた通りの答えを口にした。しかも、追い討ちをかけるように、『なんなら、次は隣に寝てオレの目覚まし時計にでもなるか？』なんて言うものだから。

『な、なな、どういう意味ですかっ』

　盛大に動揺してしまった私に、桜庭さんは『もちろん、大人的な意味だよ』と、とどめとばかりに笑みを浮かべたのだ。




　――ダメだ。思い出したら、また胸が騒ぎ始めた。

　落ち着かせようと、そっと息を深く吸い込んで吐き出す。でも、桜庭さんから香るコロンの匂いが、ベッドにも染みついていたのを思い出してしまって、効果は得られそうにもない。

　密かに焦る私に気付かない桜庭さんは、缶コーヒーを再びテーブルの上に戻す。

「体調は大丈夫か？」

「はい。桜庭さんのおかげです」

　あの日、あのまま公園から動けずにいたら、風邪をひいてしまっていたかもしれない。そうしたら、今日の撮影もきっと迷惑をかけていただろう。そうならずに済んだのは、桜庭さんのおかげ。からかわれて振り回されることもあるけど、本当は、そんなのチャラにできるくらい感謝している。

「今度、お礼させてください」

　台風からかくまってくれただけでなく、私の心を軽くしてくれた桜庭さん。そんな彼になにか返したくて微笑んで口にしたら、昨日の朝のような意地悪な笑みを浮かべる。

「それなら、本当にオレの目覚ましになってもらうか」

「桜庭さん！」

「冗談だよ」

「もう……」

　こっちは本当に感謝して――。

「半分は本気だけど」

「えっ……!?」

「顔、茹でたタコみたいだぞ」

　クツクツと喉を鳴らして笑う桜庭さん。

　私は熱を持った頬を両手で隠すように覆いながら、からかい続ける桜庭さんを睨む。

　だけど、楽しそうに小さく肩を揺らして笑う桜庭さんの姿に、抗議したい気持ちがしぼんで、代わりに、鼓動が早くなる。

　ひとつ打つたびに少しずつ溢れるものは、温かくて、甘やかで。どこか胸を締め付けるようなこの気持ちは――。

「……わ、たし？」

　知らずつぶやいて、その正体に気付きかけた……刹那。

「おはよーございまーす」

　階段を下りる靴音と共に、壮介君の声が聞こえて、私は弾かれるように顔をそちらに向けた。

「お、おはよう、壮介君っ」

　つかえながらも明るく挨拶を返して、私は笑顔を浮かべる。表に出ようとしているそれを必死に押し隠して。

　壮介君が、肩にかけていたマスタード色のボストンバッグをテーブルに置くと、桜庭さんも挨拶をした。そして、壮介君に続くように入ってきた深水さんと、今日の撮影について話を始める。

　視線が桜庭さんを追ってしまっていることに気付き、私は慌てて顔をそらした。

　ずっと持ったままだった牛革のハンドバッグと、差し入れにと用意したお菓子の入った紙袋を長テーブルの上に置く。

「柊奈さん、チェック手伝って」

　壮介君からＫＡＯＲＩさんが着る衣装のチェックを頼まれて、私は頷いた。

　衣装は昨日の夜のうちに搬入していて、二階のメイクスペースに、ハンガーラックにかけた状態で置いてある。

　ＫＡＯＲＩさんのスタジオ入りは十時。その三十分前には、カメラマンやヘアメイクさんらとの打ち合わせが予定されている。

「これ、シワ取ってくれる？」

「うん」

　壮介君に手渡された衣装を広げ、ハンディアイロンのスイッチを入れた。

　本来なら、衣装チェックはスタイリストさんの仕事。けれど、今回のプロジェクトに限っては、深水さんと壮介君が兼任している。

「こんな感じでいいかな？」

　アイロンをかけた衣装を見せると、壮介君はオーケーを出してくれた。その壮介君は、衣装についている小さな埃をガムテープで取っている。

「手伝うよ」

「じゃ、柊奈さんはそっちのお願い」

「はーい」

　指示されて、私は壮介君の横に並び立ち、ガムテープを手にした。少し伸ばして切り取って、ペタペタと服についている埃を取り除いていたら……。

「土曜、桜庭さんと過ごしたんだ？」

　いきなり聞かれて心臓が跳ね上がった。

「き、聞いてたの？」

　手を止めて壮介君を見れば、彼は不服そうに眉根を寄せている。

「聞こえてきたんだよ」

　そして、心外だと言いたげに、わずかに唇を尖らせた。

「で？　質問の答え」

　壮介君は手を止めず、埃を取り続ける。視線も衣装に向いたまま。私も同じようにしながら、唇を動かす。

「病院の帰りに偶然会って、それで台風事情により、桜庭さんの家でお世話になったの」

「……それってもしかして、泊まった？」

「そう、だね」

　嘘をつくのもおかしいから正直に答えたら、壮介君は動きを止めた。チラリと様子を見ると、彼はさっきよりも険しい顔をしている。

「……なんか、怖いよ」

　思わず口にしてしまうと、壮介君は怒気を含んだような声色で「なにが」と言った。

　壮介君の顔が、とは口にできず……。

「……機嫌悪いの？」

　それだけ確認すると、壮介君は私を睨むように見る。

「……悪いよ。最高に悪い。柊奈さんのせいで」

「わ、私っ？」

　驚いて私も作業の手を止めた時だった。

　壮介君のほんのりと冷たい手が、私の手首を掴んだ。そして、ガラス玉のような瞳に苛立ちをにじませて、私をまっすぐに見つめた。

「そ……そーすけ、君？」

　突然のことに、思考が追いつかない。

　ただ、掴まれた手首が少し痛くて。彼が醸し出している雰囲気が怖くて。

「は、なして」

　逃げ出したい気持ちを必死に押さえ込みながら、しぼり出すようにそれだけ言葉にした。

「……やだ」

　彼は、否定してから再び唇を開く。

「好きだから、離さない」

　それは、想像もしていなかった告白の言葉だった。

　正直、考えたこともなかった。だって、壮介君は何度も私に対して毒を吐くことがあったから。生意気な笑みを浮かべて、私をからかうのを楽しんでいるように見えていた。そんなの、好意を持っていたら普通はしないでしょう？

　子供の頃、私をいじめていた男の子たちもそうだ。ひどいいじめではなかったけど、みんな少しニヤニヤしていて、相手が嫌がるのを楽しんでいるようだった。

　壮介君も、似たような感じだと思っていた。――なのに。

「な…に……？　冗談ならやめてよ」

　私を……好き、だなんて。

「ひどいじゃん。オレの告白を冗談にするんだ？」

　イラつきながら鼻で笑った壮介君の瞳は、怖いくらいに真剣で、いっそ冗談だと笑い飛ばしてほしいと願ってしまう。そうすれば、手首に感じる痛みも、この状況に生まれた恐れからも、解放されるのに。

「ね……痛いよ、壮介君」

「柊奈さん、オレは本気だよ。冗談でコクるほど、軽くないつもりだし」

　壮介君の腕が、私の腕を彼のほうへと引く。

「やっ……」

　縮む距離感に体が強張る。壮介君から離れようとしても、びくともしない。

「逃げんな」

　さらに近付く距離に、私の頭が軽いパニック状態に陥った――瞬間。

「日宮、やめろ」

　知った声が聞こえて、壮介君の肩が少し跳ねた。私を見つめていた大きな瞳がチラリと背後を気にする。

　壮介君の肩越しに現れたのは……腕を胸の前で組んだ桜庭さん。

「蓮井が怖がってる」

　桜庭さんが止めてくれたおかげで、壮介君が身体を離し、掴まれていた手首もようやく解放される。ドッドッと心臓が暴れているのを感じながら、私は安堵の息を吐き出した。

「怖がるって……これくらい別に――」

　半ば呆れるような口調で壮介君がそう言いながら桜庭さんを振り返る。

「これくらい？　それはお前にとってのだろ。蓮井にとっては、お前が思う程度のことじゃないんだ」

　冷静に言葉を返した桜庭さん。それは、私のことをちゃんと理解してくれている言葉。

　嬉しくて仕方がないのは、助けてくれたから？　わかってくれているから？　それとも……。

「……なに？　桜庭さん、柊奈さんのことよーく知ってるって感じ？」

　苛立ちを含んだ壮介君の声。それを向けられている桜庭さんは動じる様子もなく、「さあ？」とわずかに首をかしげると、腕時計を確認した。

「ＫＡＯＲＩが到着する前に、しっかり準備しておけよ」

　そう言い残し、桜庭さんは階段を下りていく。

「……柊奈さん」

「は、はい」

　私に背を向けたまま、壮介君に声をかけられる。

「桜庭さんが知ってて、オレが知らないことってなに？」

「あ……と、それは……」

　一瞬、話すべきか迷った。でも、壮介君の気持ちが本物であるなら……ちゃんと話すべきだと思ったから。

「実は、男の人がちょっとだけ苦手で」

　私は、素直に明かした。すると、壮介君は予想していなかった答えだったのか、勢いよく私を振り返って瞬きを繰り返す。

「――え？　苦手って……」

「普段、接するのは大丈夫なの。会話をするとか、仕事で手が触れる、とか。でも、その……さっきみたいになると、怖くなるっていうか」

　説明すると、壮介君は申し訳なさそうに眉を寄せて、小さな声で謝った。

「……ごめん。知らなかったとはいえ、ごめん」

「うん……」

　そう、彼は知らなかった。だから、私は強く責めるつもりはない。

「もう気にしないで」

　そう伝えると、壮介君は本当に反省しているのか、ため息をついた。

「むかついて、ちょっと突っ走りすぎた」

　むかついたって……。そういえば、さっき桜庭さんの家に泊まった話をした時も、私のせいだとか言ってたっけ。……やきもち、妬いてくれたってこと、かな？

　壮介君が、やきもち。

　私を想ってくれていることも含めて、いまだに信じられない気持ちでいたら……。

「あのさ、返事は急がないから、真剣に考えといてくんない？」

　さっきとは違う落ち着いた口調で、再び想いを打ち明けられた。

「もちろん、もう嫌がることはしない。もし付き合ってくれるなら、柊奈さんのペースに合わせるから」

　そ、壮介君が、私のペースに？

「…………」

　まさかの言葉に、今度は私が瞬きを繰り返す番。

「なんでここで無言？」

「え、いや……壮介君のキャラって、そんなんだっけって、思っちゃって」

　うっかり正直に話したら、壮介君は唇を尖らせた。

「ひっでー」

「わわっ、ごめん」

　慌てて謝ると、「まあ、いいけど」と壮介君は小さく息を吐いて、ジーンズの後ろポケットからスマホを取り出し、時間をチェックした。

「ちょっとピッチ上げないとやばいか。柊奈さん、そっちの取って」

「う、うん」

　いきなり仕事モードに戻った壮介君。

　……違うかも。あえて戻してくれたのかもしれない。

　もしもそうなのかと聞いたら、壮介君のことだからきっと否定するだろう。もしくは、自意識過剰だとからかわれるかも。

　だから私はなにも聞かず、こっそり感謝しながら、彼と同じように仕事モードにスイッチを切り替えた。

　直後、震える私のスマホ。手にとって確認すれば、桜庭さんからのメール。

【大丈夫か？】

　短い文にこめられた桜庭さんの優しさに、私は頬が緩んで。

【大丈夫です。ありがとうございました】

　もう、何度目になるかわからない感謝の言葉を送信した。










胸に染みるのです




「そろそろ、かな」

　衣装のチェックが終わり、スタッフとの打ち合わせも済ませると、ＫＡＯＲＩさんが到着する時刻になっていた。私は彼女を出迎えようと、ハウススタジオの外へ出て待っていた。

　やがて、一台の黒い車が駐車場に入ってくる。

　運転席のドアを開けて出てきたのは、ＫＡＯＲＩさんのマネージャー、松岡さんだ。

「おはようございます。今日はよろしくお願いします」

　私がお辞儀と共に挨拶すると、松岡さんは、彼女が着ている白い清楚なデザインのブラウスに合う、控えめな笑みを浮かべた。

「おはようございます。こちらこそ。ところで、うちのＫＡＯＲＩはもう中に？」

「え？」

　車にロックをかけて、松岡さんが私を見る。

「出先から行くからと、ひとりでこちらに向かったはずなんですが……」

「そうなんですか？　スタジオにはまだ来られてませんが……」

「やだ。迷ってるのかしら」

　そう言うと、松岡さんは茶色い大きめの鞄から携帯電話を取り出した。慣れた手つきで操作して耳に当てる。

「あ、ＫＡＯＲＩ？　あなた今どこにいるの？」

　よかった、ＫＡＯＲＩさんとは連絡がついた。あとはトラブルに巻き込まれてなければ……と、心配しながら様子を窺っていると――。

「なにを急に。無理に決まってるでしょう。いいから早く戻ってください」

　呆れたような口調で言って、松岡さんは通話を終わらせた。そして、私を見ながら困ったように肩をすくめる。

「一度ここに来たみたいだけど、今は近くのカフェにいるそうです」

「一度いらっしゃってたんですか？」

　その事実に、私は少し目を丸くした。誰からもそんな話を聞いていない。

　私の疑問に松岡さんは首を縦に振る。

「少し機嫌が悪そうでしたけど、五分くらいで着くようです」

「わかりました」

　もしかして、一度来てはみたけど、時間が余ってるからカフェに移動したのかな？

　とにかく、すぐに着くならこのままここで待ちましょうという話になり、私たちは今日の撮影の話をしながらＫＡＯＲＩさんの到着を待った。

　しばらくすると、ヒールの音が聞こえて、タイトな大花柄のプリントワンピにサングラスをかけたＫＡＯＲＩさんの姿が見えた。

「おはようございます！」

　笑顔を浮かべて私はＫＡＯＲＩさんに挨拶した。

「…………」

　でも、なぜか、あからさまに無視されてしまった。

　目は合った。声だって小さくはなかったはずだ。さっき、松岡さんがＫＡＯＲＩさんは機嫌が悪そうだと言っていたけど……そのせい、なのかな？

　私の横を無言で通りすぎ、スタジオの中に入っていくＫＡＯＲＩさん。そんな彼女の態度に私が戸惑っていると、隣に立っている松岡さんがため息をついた。

「ごめんなさい。仕事には支障がないようになだめておきますから」

　申し訳なさそうに言って、松岡さんはＫＡＯＲＩさんの背中を追う。

　私は大丈夫ですとも、お願いしますとも返せずに、心の隅でもやもやしたものを感じながらふたりの後ろを歩いた。




　スタジオに入ってからのＫＡＯＲＩさんは、特に機嫌が悪いようには見えなかった。ヘアメイクさんとは楽しそうに会話していたし、桜庭さんから服のイメージについて説明を聞いている時も、笑みを浮かべていた。

「いいね、さすがＫＡＯＲＩ！　あと二ポーズちょうだい！」

　ＫＡＯＲＩさんのお気に入りだというカメラマンさんのリクエストに、彼女は次々とポーズや表情を変えていく。

　撮影は順調。きっと、ＫＡＯＲＩさんの気分はもう晴れたんだろう。なにがあったのかは知らないけど、彼女の機嫌が直ってよかった。

　その後、モニターチェックがてら休憩に入って、私はみんなに飲み物を配ってから、用意していた差し入れのお菓子を紙袋から取り出した。

　これは、ＫＡＯＲＩさんのお気に入りだという有名洋菓子店のベルギーワッフル。季節によって期間限定のものもあり、それも含めてたくさんの種類を購入してきた。

「これ、よかったらコーヒーと一緒にどうぞ」

　ＫＡＯＲＩさんに少しでも喜んでもらえたらと思って、椅子に座って休む彼女の前で箱を開けた。けれど……。

「あーやだ、蓮井さんてば最悪」

「……え？」

「モデルにこんな甘い物出さないでよ」

　ＫＡＯＲＩさんは私にきつい眼差しを向けながら艶やかな唇を動かし、ワッフルを自分の前から遠ざけるように手で押した。

「ご、ごめんなさいっ」

　そうだ。彼女はモデルだ。体型維持のためにダイエットだってしてるだろう。いくら好物だと聞いていたからって、もっと気を遣うべきだった。

「気がきかない女」

　あざ笑うように言われ、私の体が羞しゅう恥ちと申し訳なさで硬くなる。

　すると、いつの間にそばにいたのか、壮介君が箱をひょいっと私から奪う。

「柊奈さん、オレこれ好きなんだ。もらっていい？」

「あ……うん」

　そして、松岡さんにもひとつ渡すと、他のスタッフにも配りに行った。おかげで、現場の雰囲気が少しだけ和らぐ。

　でも、ＫＡＯＲＩさんの機嫌は悪化したようで、イライラした声でコーヒーに口をつけると私を睨んだ。

「あと、これぬるすぎ。いれ直してくれる？」

「すぐ、新しいのを持ってきますね」

　私は一階にあるコーヒーメーカーで熱いコーヒーをいれ、また地下へと戻る。そして、湯気の立つコーヒーをＫＡＯＲＩさんに渡した。でも……。

「今度は熱すぎ。ホント使えない」

　またしても機嫌を損ねてしまった。

「まあいいわ。こっちのは蓮井さんにあげる」

　そう言ったかと思えば、ＫＡＯＲＩさんはぬるくなったほうのコーヒーを私に差し出した。私がそれを受け取ろうと腕を伸ばした直後――。

「あ、ごめんなさい。手が滑っちゃった」

　なぜかＫＡＯＲＩさんの手にある紙コップは空になり、その中身のコーヒーは……私の顔と肩と胸元を濡らしていた。

　クスッとＫＡＯＲＩさんが笑うのが耳に届いた気がする。だけど、思考がストップしかけている私には、それが現実だったかは曖昧で。

　焦った表情の松岡さんが立ち上がって、動くことを忘れた私の顔を、キレイなハンカチで拭いてくれた。

　直後、壮介君が駆けつけて、コーヒーをかぶった私の姿を確認すると、ムッとしてＫＡＯＲＩさんを見る。

「あんたさ、さっきから――」

　壮介君は文句を言おうとしたんだろう。けれど、私は壮介君の腕を引っ張って、それを制止した。ここで揉めたらダメだと思ったからだ。

　確かに私は気がきかなかったと思う。コーヒーをかけられたのがわざとなのはわかっているけど、でも、原因は私にあるのだ。

　悲しさや悔しさはゼロじゃない。それでも、今は仕事を優先させなければ。

「私は大丈夫。ＫＡＯＲＩさん、本当にごめんなさい」

　プロジェクトの、みんなの足を引っ張りたくない。その気持ちを胸に、私はＫＡＯＲＩさんに頭を下げた。

　ＫＡＯＲＩさんからの声はない。けれど代わりに――ふわり。頭から、白いフェイスタオルがかけられた。

「これ、使え」

　耳に届いたのは、桜庭さんの声。顔を上げると、目の前には……桜庭さんの広い背中。

　桜庭さんは一度私を横目でチラリと見て、一瞬だけ口元に緩い笑みを乗せたかと思えば、すぐＫＡＯＲＩさんに向き直って、彼女を静かな声で叱った。

「くだらない。ガキみたいな真似するな」

　桜庭さんから発せられた叱責の言葉に、ＫＡＯＲＩさんが眉根を寄せる。

「……なぁに？　今、なにか言った？」

　聞こえていない振りをして、ＫＡＯＲＩさんは腕を組んで桜庭さんを見つめる。

　彼女はわかっている。自分の立場がどれだけ重要か。だから、堂々とそこに座っていた。それは桜庭さんも理解しているはずだ。だからきっと、この場をとりなすために私たちの間に立ってくれているのだと、そう……思っていたのだけど。

「お前はここになにをしに来たんだ？」

　桜庭さんは、さらに厳しい声をＫＡＯＲＩさんにぶつけた。

　当然、ＫＡＯＲＩさんの表情はますます機嫌の悪いものに変わっていく。けれど、それを気にした様子もなく、桜庭さんは冷たい目でＫＡＯＲＩさんを見た。

「プロとして成長してるのかと思いきや、昔となにも変わってないな。相変わらず勝手な女だ」

〝昔〟とは多分、桜庭さんがＫＡＯＲＩさんと付き合っていた頃のことだろう。桜庭さんの親のコネを利用して、用は済んだと言わんばかりに次の男性に乗り換えたＫＡＯＲＩさん。そんな身勝手さを、桜庭さんは非難している。

　この場でそれを知っているのは、きっと私を含めた三人だけ。

　話の中身をよく理解できない他のスタッフたちは、桜庭さんとＫＡＯＲＩさんの関係を疑問に思っているのか、なんともいえない面持ちでスタジオ内に流れる重い空気に耐えているようだった。

　ＫＡＯＲＩさんが、桜庭さんにフッと微笑みかける。

「一陽のハッキリ言うところも相変わらずねー」

　そして、スッと立ち上がると真正面に立つ桜庭さんに不敵な笑みを見せて、首をかしげながら脅すように言った。

「でも、誰にそんな口聞いてるのかな？」

　これ以上はやばい。そう思って、私は桜庭さんの背中に声をかける。

「さ、桜庭さん。私は平気ですから」

　隣に立つ壮介君だけじゃない。ＫＡＯＲＩさんの横にいる松岡さんも、深水さんや他のスタッフも、この状況にハラハラしている。

　原因は不明だけど、スタジオに着いた時からＫＡＯＲＩさんは機嫌が悪かった。一度は収まりかけたのに、それを私がまた悪くしてしまった。

　それなら、私が謝って、あとはＫＡＯＲＩさんに気持ちよく仕事をしてもらえれば、この場は丸く収まるはず。

　桜庭さんも、ＫＡＯＲＩさんにはいろいろと思うところはあるだろう。私もこうしてフォローしてもらえてすごく嬉しい。でも、今はとにかく、撮影を無事終えることを最優先に考えなくちゃ。

　桜庭さんだって、わかっているはずだ。

　なのに……桜庭さんのＫＡＯＲＩさんに対する厳しい声は止まらない。

「蓮井のほうが大人だな。個人的な感情を優先して、現場の雰囲気を悪くするトップモデルとは大違いだ」

　この言葉にはさすがにＫＡＯＲＩさんも我慢ならなかったようで。

「帰る」

　短く言って、ヒールの音を鳴らしながら階段のほうへと歩いていってしまう。

「ＫＡＯＲＩ！」

　松岡さんが焦って声を上げた。でも、ＫＡＯＲＩさんは振り向きもせず、「車出して」とだけ告げて階段を上がっていった。

　松岡さんは自分の鞄を肩にかけると、桜庭さんに「連絡します」と頭を下げてＫＡＯＲＩさんを追い、階段を駆け上がる。私も急いで一階へ出たのだけど――。

「蓮井さん、今は私に任せてください」

　振り返った松岡さんに止められてしまう。

「それと、ＫＡＯＲＩが失礼なことをしてすみませんでした。この件は、事務所にきちんと説明し、リアライズのせいにならないようにします」

　松岡さんはそれだけ約束すると、会釈してスタジオを出た。




　――結局、松岡さんの説得も徒労に終わったようで、ＫＡＯＲＩさんはスタジオに戻ってくることはなかった。当然、撮影は中止になり、仕方なく、私たちはメイクスペースで衣装を片付ける。

「どうするんですか」

　壮介君の問いかけに、アクセサリーを片付けていた桜庭さんが顔を上げた。

「社長には連絡した。説明はオレがする」

　それだけ言うと、桜庭さんはアクセサリーの入った箱を深水さんに手渡す。

「三人はこのまま直帰で。今後のことは、また改めて会社で話す」

　桜庭さんはそう言うと、「お疲れ」と挨拶を残し、後ろ手を振ってメイクスペースから出ていってしまった。

　壮介君は小さくため息を吐き出してから、引き続き衣装を片付ける。深水さんも心配そうに眉間に皺を作りながら、桜庭さんから受け取った箱を持って一階へ降りていった。

　……まさか、こんなことになってしまうなんて。また後日、撮影ができるようになればいいけど、そうじゃなかったらどうなるのか。

　よくない方向に想像して、私は唇を噛みしめた。

　どうなるかはわからない。けれど、今私がすべきことは、ここで片付けをして帰宅することじゃない。

「壮介君。ちょっとごめん。すぐ戻るから」

　私は片付けをしていた手を止めると、スタジオを飛び出した。

「桜庭さんっ！」

　そして、自分の車に乗り込もうとしていた桜庭さんを呼び止める。

「私も社長に説明します」

　桜庭さんに歩み寄りながら願い出たけれど、「必要ない」とバッサリと断られてしまった。それでも、私は食い下がってみせる。

「でも、私がＫＡＯＲＩさんの機嫌を悪くしたのは確かです」

　壮介君や深水さんはともかく、原因のひとつになった私までこのまま帰るわけにはいかない。桜庭さんが説明するとしても、私は社長に頭を下げないといけないだろう。そんな思いがあったのだけど、桜庭さんは再び、私の願いを跳ね返した。

「だとしても、オレがひとりで説明する。人数がいても仕方ないだろ」

　二度断られ、さらにもう一度押すことは憚られて、仕方なく引き下がった。

「わかり、ました……」

　社長への謝罪は、明日私だけで改めてしよう。

　そう心に決め、私はもうひとつの用件を伝えるため、うつむきかけていた顔を上げた。

「あの」

「まだなにかあるのか？」

　桜庭さんが運転席のドアを開けながら私を見る。

　きっと、早く戻って社長に報告したいのだろう。私も長く引き止める気はなく、慌てて頭を下げた。

「かばってくださって、ありがとうございました」

　すると、少しの沈黙の後――。

「別に、蓮井のためじゃない」

　冷静な声が聞こえて、私はゆっくり頭を上げる。

「新ブランドの広告塔になるモデルの性根が腐ってたら、ブランドも腐るだろ？」

　桜庭さんは、すべてはリアライズのためだと。だから、謝罪も感謝もいらない。私はなにも気にしなくていいのだと言ってくれた。

　優しさが、胸に染み渡る。

　今日、胸の奥に押し留め隠したはずの感情が、再び顔を出そうとして戸惑う。

「それより蓮井、そのままで帰る気か？」

「え？　あ……」

　そうだった。コーヒーをかぶったから、服に色がついちゃったんだ。

　しかも、こんな日に限って、淡いミントグリーンのシフォンブラウスなんて着ていたから、ちょっと目立つ。白いキュロットにもかかっているけど仕方ない。

「このままで帰るしかないですね。自宅までの辛抱です」

　そう話し、笑って見せた。

　すると、桜庭さんは少し思案するように指を顎に添える。

「送ってやれればいいけどな。さすがに今日は無理だし……」

「だ、大丈夫ですから！　その気持ちだけで嬉しいです」

　慌てて告げると、桜庭さんはわずかに微笑んだ。

「なんなら好きな衣装着て帰れ。深水か日宮には、オレが許可したって言えばいいから」

「わ、わかりました」

　コーヒーで服がダメになったのは痛いけど、発売前の服を着て帰れるなんてちょっとラッキーかも。なんて、ポジティブすぎかな？

　桜庭さんにお礼を言うと、彼は車に乗り込んでエンジンをかける。そして、駐車場を出る際、私に向かって軽く手を上げてから、街中へと消えていった。

　遠くに見える空気の揺らぎに、夏の気配を感じながら、私は息を吐き出して、まだ明るい空を見上げた。










挑戦です




「にしても、昨日はなんだか大変だったみたいだね」

　ランチ時のリラッサンテは、今日も女性客を中心に賑わっている。そんな中、美咲に振られた話は、昨日のＫＡＯＲＩさんのことだ。

　私はスプーンでラザニアをすくいながら、苦笑した。

　昨日のことはすでに社内でも知られていて、プロジェクトに関わっている人たちの間でも不安が広がっているらしく、朝からいろいろな人に『大丈夫か』と声をかけられた。

　桜庭さんは、昨日会社に戻ってすぐ社長室に閉じこもり、二時間後、美咲が帰る頃になっても出てこなかったそうだ。

　今後どうするかという話は、今朝一番に桜庭さんから聞いている。

　社長からは、とにかく謝罪すること。そして、もう一度撮影できるようにするようにと言われ、その交渉に関しては桜庭さんのみが出向くように指示されたらしい。

　午前中、桜庭さんはＫＡＯＲＩさんの事務所と何度か連絡を取り合っていたけれど、面会のアポはまだ取れていない。

　マネージャーの松岡さんは、事務所に昨日のことをきちんと説明してくれて、大事にはなっていないようだけど……。

「もういっそ、別のモデルでもいいんじゃないの？」

「それが、そうもいかないんだ」

　美咲の提案に、私は首を横に振る。そして今朝、壮介君と一緒に桜庭さんから聞いたことを教えた。

　別のモデルにするという案は、桜庭さんも社長に提示したのだ。仕事に私情を持ち込み、トラブルを起こすようなモデルは使うべきではないと。

「でも、社長は首を縦に振らなかったの」

「なんでよ？」

　美咲は不服そうに唇を突き出す。

「新ブランドのイメージや話題性を考えると、ＫＡＯＲＩさんしか考えられないんだって」

　譲らなかった社長の気持ちは私も理解している。確かに、新ブランドＣａｎＤｏのイメージは、ＫＡＯＲＩさんがピッタリだ。撮影をしている彼女を見た時、私もそれを強く感じた。

「でもさ？　ＫＡＯＲＩの嫌なとこがメディアに露出することがあったら、それはそれでブランドのイメージがた落ちじゃない？」

「うん……そうなんだけどね……」

　もちろん、桜庭さんはそれも懸念して、社長に伝えたらしい。それでも社長は、とにかくＫＡＯＲＩさんを起用することを押したのだ。

　私がそのことを話すと、美咲は「社長の頭でっかち」と文句を口にする。私はそんな美咲に曖昧に笑って、ラザニアを口に運んだ。

　ラザニアは私の好物だ。今日のランチメニューで目にした時、これを食べてモチベーションを上げようと思ったのに。いつもはおいしく感じるはずの味は、どこかそっけなかった。




　昼休憩の後、プレスルームで衣装の貸し出し対応をしていた時だった。早乙女チーフが入ってきて、私のそばにそっと寄ると耳打ちする。

「桜庭さんが、会議室に来るようにって」

「今ですか？」

「そう。ＫＡＯＲＩのことみたいよ」

　ＫＡＯＲＩさんの名前を出され、私はなにか進展があったのだと悟る。

「あとは私が引き受けるから、行ってきなさい」

　早乙女さんに促され、私は「ありがとうございます」と頭を下げた。続けて、応対していたスタイリストさんに、席を外すことと担当は早乙女さんが引き継ぐことを伝えると、プレスルームを出て会議室に向かう。

「悪いな、急に」

　会議室に入室すると、開口一番、椅子に座っていた桜庭さんが謝罪する。

　桜庭さんの向かいの席には、壮介君も座っていた。

「いえ、大丈夫です。それで、ＫＡＯＲＩさんのことだと伺ったんですけど……」

　壮介君の隣に腰を下ろしながら確認する。

「ああ、さっき正式な回答があった」

　桜庭さんの言葉に、壮介君が首をひねる。

「正式？　話し合いもしてないのに？」

　そうだ。リアライズは、まだ謝罪に出向けていない。アポさえとれていないんだから。なのに、正式な回答だなんて。

　桜庭さんの表情もどこか硬さがあるし、嫌な予感がする。

「桜庭さん……その、回答って？」

　どうか、予感が当たりませんように。そう願いながら聞いた。――けれど、嫌な予感というのは、当たるもので。

「ＫＡＯＲＩは、このプロジェクトから降りる。本人が、どうしてもやるつもりはないと言っているそうだ」

　現実となってしまった。

「マジかよ……」

　壮介君がため息混じりに言葉を吐き出す。

　正式な回答ということは、ＫＡＯＲＩさんの意見を事務所が承諾したということだ。つまりは契約が白紙になった……ということ。

　松岡さんのフォローのおかげでリアライズの責任問題にはならず、金銭的な問題も特にないと桜庭さんは説明してくれた、けど――。

「一度会って、きちんと話すこともできないんですか？」

　このまま終わるなんて嫌で、桜庭さんに尋ねる。

「契約解除に関することで必要があれば、マネージャーを通してのみ受け付けると松岡さんが言っていた」

「そんな……」

　あまりの展開に、私は力なく肩を下げた。

　桜庭さんがそっと息を吐き出す。

「社長は今日ここに戻らないから、夜、オレが直接家に行って話してくる」

　仕事の後に兄の家に行って契約解除の件を伝えてくる、ということだろう。また、桜庭さんがひとりで叱責されるのだろうか。

　そんなふうに想像したら、今度こそそれではいけない気がして、私は、膝の上に置いていた手にキュッと力を込める。

「……待ってください」

　そして、桜庭さんをまっすぐに見つめた。

「私、ＫＡＯＲＩさんに会ってきます」

「柊奈さん、もうＫＡＯＲＩサイドが契約を破棄してきたんだ。無理だって」

「無理だって決まったわけじゃないでしょ？」

　だって、まだ会ってない。謝れてもいない。

「まだできることがあるはずだよ。それをしないで、ここで諦めるのは嫌だ」

　やり尽くして、それでもダメなら仕方がない。

　後悔はできるだけ最小限にしたい。それに……。

「桜庭さん、ＣａｎＤｏのテーマは〝挑戦〟です。だから、もう少しだけ頑張らせてくれませんか？　お願いします」

　深く頭を下げる。すると――。

「……わかった。あと少し、粘ってみるか」

「はいっ！」

　桜庭さんの声に弾かれるように頭を上げて、私は大きく頷いた。




　ＫＡＯＲＩさんの事務所を前に、頬をパンッと両手で軽く叩く。

「……よし、頑張ろう」

　昨日、ＫＡＯＲＩさんを説得するため、もう少し頑張って動くということになり、桜庭さんはさっそく行動を起こしてくれた。

　まずは会って話す。そこをスタートラインとし、桜庭さんはすぐに松岡さんに連絡をとった。その結果、松岡さんとは会えることになって、私は今ひとりで事務所のビルの前に立っている。

　桜庭さんと壮介君は、外せない仕事があるので来ることは叶わなかったけど、いい方向に話を持っていけるように頑張ろう。

　もう一度、今度は心の中で気合を入れ、ビルの中に入った。

　受付で面会の予定があることを伝え、案内されるままに小会議室へ向かうと、そこにはすでに松岡さんが立っていた。お互いに挨拶をし合い、座るように促されて私は席につく。

「すみません、わざわざお越しいただいて」

「いえ、こちらが無理を言って時間をとってもらいましたので」

　丸いテーブルを挟んで座る松岡さんの態度は穏やかだ。

「あの……今日は、ＫＡＯＲＩさんはこちらには？」

「今はレッスンスタジオのほうにいます」

「そうなんですね……」

「蓮井さん、申し訳ないです。ＫＡＯＲＩのわがままで振り回してしまって」

「いえ。私も配慮が足りなかったので。一度、しっかりとＫＡＯＲＩさんに謝りたいのですが……」

　そして、私は続けて、新ブランドにはＫＡＯＲＩさんが必要なのだと訴え、今一度考え直してもらいたいと話した。

　けれど……松岡さんは小さく頭を振って。

「大変申し訳ないんですけど、謝罪があってもなくても、ＫＡＯＲＩは御社とは仕事をするつもりはないようで……」

　希望はゼロに近いことを告げた。

「どうしてＫＡＯＲＩさんはそこまで拒否しているんですか？　私が原因でしたら、私は撮影時の立ち会いはしませんので」

「……原因は、私たちもよくわからないのです」

　どうやら、松岡さんや事務所の社長さんたちが原因を聞いても『嫌なものは嫌』と言うだけのようだ。

「もともと少しわがままなところがあって、仕事は選ぶ子なんですけど」

　ここまで頑なになるのは初めてだと、松岡さんは教えてくれた。

　それから、もうひとつ聞かせてくれたのは、撮影の日、先に到着しているはずのＫＡＯＲＩさんに連絡を入れた時のこと。あの時すでにＫＡＯＲＩさんは電話口で『この仕事はしたくない』と言っていたそうだ。

　ただ、なぜそう思ったのかはわからないようで。だから事務所側としては、リアライズには大変申し訳なく思っている、と話してくれた。

　――つまり、今回の件、契約時は問題がなかったけれど、撮影前のＫＡＯＲＩさんに仕事をしたくないと思うなにかがあった。それにより機嫌が悪くなり、私の行動がさらに悪化させ、とどめの桜庭さんの叱責で爆発……という流れのようだ。

　なにがあったのか。それを解決できれば、ＫＡＯＲＩさんの考えも変わる……？

　そう考えた時だった。

「あー、ホントに来てる」

　突如、小会議室の扉が開いて、レッスンから帰ったのかＫＡＯＲＩさんが登場した。

「リアライズの人が来てるって聞いたから一陽かと思ったけど、なんだ」

　つまらなそうに言って、扉を閉めようとする。私は慌てて立ち上がり、「待ってください」とＫＡＯＲＩさんを呼び止めた。

　ＫＡＯＲＩさんは足を止めて私を振り返る。

「なぁに？」

　その瞳は少し冷たい色を持っていたけど、私は負けないようにと唇を動かした。

「少しだけ、お話をさせてください。お願いします」

　心を込めてお辞儀すると、意外にもすぐにＫＡＯＲＩさんの声が耳に届いた。

「いいよ。今時間あるし、ちょっとくらいなら暇つぶしになるから」

　そう言うと、ＫＡＯＲＩさんは松岡さんの隣の席に座り、デニムのショートパンツから伸びるスラリとした長い足を組んだ。

　私は立ったまま、再びＫＡＯＲＩさんに向かって深く頭を下げる。

「先日は、私が至らないばかりに失礼しました」

「……それで？」

　聞こえてきたのはそっけない声。

　私はその態勢のまま、ＫＡＯＲＩさんにもう一度考え直してもらいたい、新ブランドにはＫＡＯＲＩさんが必要なのだと、弊社の社長も心からそれを願っていると伝えた。撮影時、私が不要なら立ち合わない、ＫＡＯＲＩさんが仕事のしやすいよう、できる限りのことはする、とも。

　私は頭を下げ続け、ＫＡＯＲＩさんの言葉を待つ。

　しばらくして「できる限り、ねえ」という声が聞こえたかと思えば……。

「だったら、とりあえず今すぐギャレットのポップコーン買ってきて」

　なんだか場違いな気のする単語に、私は思わず頭を上げてしまう。

「え？」

　ギャレットのポップコーンて、あの、行列のできるポップコーンのこと、だよね？

「私に仕事してほしくないの？」

「ＫＡＯＲＩ、なにバカなことを――」

「買ってきますね」

　松岡さんの制止する声を遮って、私は椅子に置いていた鞄を手にした。

　ポップコーンを買ってきたら仕事をする約束はしていない。けれど、ここで断れば、仕事へとつながる可能性はゼロになる。頑張ると、挑戦すると決めたから。

「急いで行ってきます！」

　私は、ＫＡＯＲＩさんと松岡さんに会釈して、事務所を飛び出した。

　電車に乗って二駅。お店に着いて、長蛇の列に並ぶ。

　フレーバーについてＫＡＯＲＩさんからリクエストはなかったから、とりあえず全種類を注文した。

　ポップコーンを抱えて、ＫＡＯＲＩさんのいる事務所へと急いで戻る。

　そして、受付でＫＡＯＲＩさんと松岡さんの名前を出した私は、数秒後……ガックリと肩を落とした。

「……そう、ですか」

　どうやらふたりは撮影の予定があり、すでに事務所を出てしまったらしい。しかも、今日はもう戻らないという。

　仕方なく、私はポップコーンを受付の人に預け、ビルから出た。

　もしかして、体よく追い払われた……のかな？なんて、暗い考えがよぎる。

　……でも、謝ることはできた。それに、今日はＫＡＯＲＩさんから『仕事はしない』という言葉は聞いていない。だったらまだ頑張れる。

「とりあえず、報告しよう」

　人々が行き交うオフィス街の中、私はひとりごちるとスマホを取り出した。

　次こそは、いい返事をもらえるようにと祈りながら。










はがゆいのです




「あまり時間はない」

　会議室での桜庭さんの言葉に、私と壮介君は頷いた。

　ＫＡＯＲＩさんの撮影が中断していても、新ブランド出店までのスケジュールに変更はない。プレスリリースやファッションショーの予定も今のところ変更せず、着々と準備が進んでいる。進捗が止まっているのはモデル撮影の件のみだ。

「社長には、最悪別のモデルも考慮するように言ってあるが、ギリギリまであがくことも伝えてある」

「納得はしてくれてますか？」

　私が聞くと、桜庭さんは頷きながら「一応はな」と答えた。そして、テーブルの上の書類をひとつにまとめると席を立って、「今日はオレが話しに行ってくる」と、ＫＡＯＲＩさんの事務所に行くことを告げる。

　どうやら今日は、モデル部の部長さんとも話せることになったらしく、予定より少し早めに社を出ることも伝えられた。

「ポップコーン買いに行かされるかもよ？　ねー、柊奈さん？」

　桜庭さんと同じように資料をまとめて手にした壮介君が、からかうように言う。

　昨日のポップコーンの件は、振り回された私が悪いので報告は必要かどうか迷ったものの、一応報告をしていた。それが壮介君にはちょっとおもしろかったようで、こうやって一晩経ってもネタにされている。

　私が大変だったのは理解してくれているみたいだけど、意地悪なのは相変わらずだ。本当に私のことを想ってくれているのか疑問に感じたりもするけど、いつも通りでいてくれることにも安堵していた。

　ちなみに桜庭さんは、ポップコーンの件を話した時、呆れたようにため息を吐き出した。多分、ＫＡＯＲＩさんならやりかねないとでも思ったのだろう。

　……きっと、そう。振り回された私に呆れたんじゃないと……思う。

　昨日の態度を思い出して、ちょっとだけ不安になっていたら。

「行けと言うなら行ってやる。蓮井が頑張ったんだ。それを無駄にはしない」

　桜庭さんの声が、淡い笑みが、そんなものを吹き飛ばしてくれた。

「だってさ、柊奈さん。よく頑張りましたー」

　またしてもからかうような口ぶりの壮介君。

「オレが頭ナデナデしてしんぜよう」

　先に〝頭を撫でる〟と宣言してくれたのは、先日の私の言葉を覚えているからだろう。

　いたずらっ子のような笑みを浮かべ、壮介君の手が、まだ座ったままの私の頭に伸びてくる。

　苦手、だけど、頭を撫でられるくらい、大丈夫。大丈――。

「日宮、これ、オレのデスクに置いといてくれ」

　言い聞かせるように心の中でつぶやいていた私の耳に、桜庭さんの淡々とした声が届いた。

　私へと伸ばされていた壮介君の手には、打ち合わせで使用していた資料たち。

「……わざと？」

　言いながら、壮介君がにっこりする。それに対して桜庭さんも同じようににっこりと微笑み、強制的に資料を持たせた。

「よろしくな？」

　壮介君は私の頭を撫でるのを諦めたのか、「はいはい」と面倒そうにこぼして会議室を出ていく。その後ろに続くように桜庭さんが歩き出したのを見て、私も腰を上げた時――。

「蓮井には、これな」

　私を振り返った桜庭さんの手が、私の頭に伸びてきて、優しくひと撫でされる。その顔には、見惚れるような柔らかい笑み。すぐに手の平のぬくもりは離れて、桜庭さんは会議室を出ていったけど……私の足は、立ち止まったまま。

　だって、やっぱり嫌じゃないのです。それどころか、ドキドキしてる自分がいて。

　右手でそっと自分の頬に触れれば、なんだか熱を帯びているような気がした。




　桜庭さんがＫＡＯＲＩさんの事務所に向かった後、私も鞄に書類を詰めて、早乙女さんとショー会場の下見に出た。

　会場は広く、設備にも申し分なくて、早乙女さんと私は、ここで行なわれるファッションショーを想像し、期待で胸を高鳴らせた。

「それじゃ、また明日ね」

　下見も無事に終わって、駅の改札をくぐると、私に手を振る早乙女さん。

　早乙女さんはこのまま直帰。私も直帰していいと言われている。

　でも、会社を出る前、オフィスのホワイトボードに、桜庭さんが戻る予定になっているのを確認していた私は、話し合いの結果が気になるので会社に戻ることにした。

　電車に乗ると、いくつかの駅を通過したところで電車の窓に雨粒が当たっているのに気付く。最初は緩やかだったそれは、私が降りる頃には強さを増していて。私は携帯していた折りたたみ傘をさすと、必要以上に濡れないようにと会社へと急いだ。




　夕刻、人もまばらなオフィス。

　桜庭さんのデスクに視線をやれば、彼の姿はまだそこになかった。ホワイトボードも、ここを出た時のまま変わってない。

　私は少し落胆しながら自分のデスクに座る。

　あれ？　……なんで私、落ち込んでるんだろ。

〝桜庭さんがいないから〟

　パッと頭に浮かんだ理由に、私はひとり驚き目をむいた。

　ち、違う！　結果が早く聞けないからに決まってるでしょ、私！

　ゆっくり深呼吸して心を落ち着けて、隣の席を確認する。壮介君はもう帰宅したようで、彼のデスクはパソコンの電源も切られ、キレイに片付いていた。

　私は自分のパソコンの電源を入れ、桜庭さんが戻るのを待ちながら仕事をする。

　陽が完全に落ちて、オフィスにも人の姿がほとんどなくなってきた頃、腕時計で時間を確かめると、二十一時半に差しかかっていた。

　もしかして、直帰に変更したんだろうか。

　そんな考えがよぎって、私は鞄から愛用のスマホを取り出した。桜庭さんからは、着信もメールも届いていない。

　私はチラリと窓に目をやる。オフィスの窓には、まだ雨粒がポツポツと当たって弾けていた。

　天気予報では、今夜は一晩中降り続けるとあった。あまりひどくならないうちに帰ろう。今日の結果は、明日出社したら聞けばいいんだから。

　そう思い、デスクを片付けると私は鞄を手にして席を立った。

　エレベーターで一階に降り、人気のないエントランスを歩く。

　折りたたみ傘を開き、ビルから出た瞬間――。

「お前は頑固すぎる。ＫＡＯＲＩを見習うのも手だろ」

　聞き覚えのある声と名前が聞こえて、私は雨の景色を見渡した。

　すると、ビルの前に一台の黒い車が停まっていて、後部座席の開いたウィンドウから、社長の姿が見えた。そして、車のそばに立ち、傘もささず肩を濡らしながら社長と話しているのは……桜庭さんだ。

「アイツのどこに見習うところがあるんだよ」

「利用できるものは利用するところだ。仕事のために、カズ。お前がされたように、ＫＡＯＲＩを利用すればいい」

　社長は桜庭さんを親しげに呼びながら、穏やかではない言葉を口にした。

　そう、か。社長は、桜庭さんとＫＡＯＲＩさんの間にどんなことがあったのか知っているんだ。

　でも、いくらなんでも『利用する』なんて。私は、桜庭さんにそんなことをしてほしくない。

「オレは、クズになるつもりはない」

　きっぱりとした桜庭さんの声が聞こえて、私は胸を撫で下ろした。

　けれど、社長は短い笑い声をもらし続ける。

「クズ？　見ようによっては賢いよ。捉え方次第だろ。とにかく、早く結果を出すんだ」

　社長はそう言って話を切り上げ、「出してくれ」と運転手に告げる。直後、車のウィンドウが閉まって、雨に打たれる桜庭さんを残し、発進した。

「……クソッ」

　小さく聞こえた桜庭さんの声。強く握られた拳が、悔しさのせいか震えている。

　なんて、声をかけたらいいのかわからない。

　嵐の日、私を助けてくれた桜庭さんのように、なにかできることはないの？

　考えてみても、なにも浮かぶことはなく。私ができたのは……自分の傘で、彼を雨から守ることだけで。

「……おかえりなさい」

　かけることのできた言葉もそれだけだった。










女と女の勝負です




　雨が打つビルの前。傘の下で桜庭さんは、話し合いの結果を教えてくれた。

　やはりＫＡＯＲＩさんの説得は叶わず、モデル部の部長さんは別の所属モデルを提案してきたそうだ。

　そのモデルの名前は上かみ里さと夕ゆ菜な。二十代向けのファッション雑誌の人気モデルだ。

　ただ、リアライズとしては別のモデルではなく、ＫＡＯＲＩさんを強く希望していることは再度伝えたそう。部長さんもそれは理解してくれていたけど、肝心のＫＡＯＲＩさんが首を横に振っているなら難しい、と。

　やはりＫＡＯＲＩさんの気持ちを動かさないとダメなのだ。

　桜庭さんは報告を終えると、私に早く帰るように言って、ビルの中へと入っていった。




　それから一夜明けて。

　私は会社を抜け、松岡さんに呼び出されて駅前のカフェに来ていた。

　平日の午後、昼時を過ぎたカフェは適度に空いている。クラシック調の音楽が控えめに流れる店内で、私はアイスカフェオレを一口飲んだ。

　向かいに座る松岡さんは、今日はオフのようで、いつもよりカジュアルな格好をしている。

「一昨日は、ＫＡＯＲＩが失礼なことをしてすみませんでした」

　そう言って、松岡さんが差し出したのは茶封筒。「これは？」と質問すると、ポップコーンの代金だと教えられる。

　私はいらないからと茶封筒を松岡さんのほうへ押し返す。けれど、彼女はもう一度私へと差し出してきた。

「ＫＡＯＲＩは食べる気もなく言ったんです。ただ、あなたをからかっただけで……。ですから、受け取ってください」

　そう強めに言われ、私は仕方なく受け取る。

　すると、松岡さんは心配そうに眉間を寄せて「桜庭さんは、大丈夫ですか？」と、そんなことを口にした。

「大丈夫……とは？」

　なんの話をしているのかわかりかねて、首をかしげた私に、松岡さんは少し言いづらそうに唇を動かす。

「部長を交えた話し合いの後、桜庭さんはＫＡＯＲＩを説得しようと、部長抜きで少しお話することを希望したんです」

　その時、桜庭さんに言われて松岡さんも同席したのだとか。

「それで……ＫＡＯＲＩはデートしたら考えてもいい、とか、桜庭さんを困らせることを言っていたんですけど……」

　桜庭さんは、きっぱり拒否したらしい。

　トップモデルのＫＡＯＲＩさんに変な噂が立つのはよくないだろう、という理由を添えて。そして、きちんと考えてくれとお願いしたそうだ。

　桜庭さんの態度は落ち着いていて、撮影の時のように、棘のある言い方はしていなかった。けれど、あくまで仕事として接する桜庭さんに、ＫＡＯＲＩさんはイライラしたようで。

『じゃあ、一陽が私に頭を下げるなら考えてもいいけど』

『ちょっと、ＫＡＯＲＩ！　あなたいい加減に――』

『松岡さんは黙ってて。どうする？　一陽』

『…………』

『できない？　蓮井さんは私が言わなくてもやってくれたのに、上司であるあなたはできないんだ？』

　黙る桜庭さんを見て、ＫＡＯＲＩさんはクスクスと笑って、私を引き合いに出した。松岡さんは桜庭さんに『そんなことまでしなくてもいい』と言ったけど――。

『ふふ、すごいよね、トップモデルって。かつての恋人が、私のために頭下げちゃうんだもん』

　桜庭さんは、無言でキレイに頭を下げた。

　松岡さんからそう聞かされて、私は知らず拳を強く握る。

　仕事をしているなら、なにかトラブルがあった時に頭を下げることはある。時には、理不尽だと思いながら。時には、心から願いながら。

　きっと、桜庭さんも新ブランドのことを思って頭を下げたに違いない。なのに――。

『あ、約束したもんね。考えないと』

　ＫＡＯＲＩさんは楽しそうに考える素振りを見せた後、『んー、やっぱり私、やりたくないな』と軽く言ったそうだ。そして、続けて口にした理由が……。

『もうね、むかつくの。あの子も、一陽も。だから、一陽たちの働く会社になんて協力したくない』

　ＫＡＯＲＩさんはそう言うと、もう用はないとばかりに去っていったという。

『あの子』とは、多分私のことだろう。

　むかつくからという理由は、松岡さんも初めてＫＡＯＲＩさんから聞いたらしい。桜庭さんが帰った後、なぜそこまで腹を立てているのかを尋ねたら、ＫＡＯＲＩさんは『うるさい』と一蹴して口を閉ざしてしまったそうだ。

「正直、事務所としてもたびたびトラブルを起こす彼女の扱いには困っていて……」

　松岡さんは言葉をこぼし、ハッとする。そして、「ここだけの話にしてください」と慌てて言った。もちろん言いふらすつもりなんてないので、しっかりと頷く。

　にしても……協力したくない、かぁ。

　そう言われても、辞めるという選択肢は私にはない。もちろん、桜庭さんにもないだろう。ただ、ここまで突っぱねられてしまうと、もう諦めるしかないのではと、弱気な自分が顔を出しかけて、私は慌てて姿勢を正す。

　諦めてしまうのは簡単だし楽だ。だけど、それは引っ込み思案だった昔の私に戻るような気がして、変わりたいと願った時の気持ちを思い出す。

　それから、この業界に飛び込むきっかけとなった、あの素敵な女性のキラキラした姿を心に浮かべれば、少しだけ気持ちが奮い立つ。

　けれど、これだけ説得しても、取り付く島もない状態。ギリギリまであがくとはいえ、そのギリギリの期限はもう……間近に迫っていた。

　松岡さんはそれから少し、上里夕菜さんがどんなモデルなのかを話してくれて、「もしよければ上里で」と宣伝してから喫茶店を出た。




　オフィスに戻った私は、桜庭さんに、松岡さんからポップコーンの代金を渡されたことと、上里さんを推されたことをを伝えた。

　桜庭さんはいつものようにクールに対応していたけど……。

　昨日の悔しそうな姿。あれは、社長の言葉だけでなく、ＫＡＯＲＩさんとのこともあったからなんだと、今ならわかる。

　どうすればいい方向へ流れていくのか。プロジェクトのために。会社のために。桜庭さんの悔しさが、少しでも晴れるように。

　私はそればかり考えながら、その日の業務をこなしていた。




　――夜の帳とばりが下りて。

　久しぶりに仕事が早めに終わった私は、美咲に連れられて、彼女のオススメだという会員制のバーに来ていた。

　上手に間接照明が使われたオシャレで静かな店内。

　美咲の話によると、ここは芸能人がお忍びで来店する隠れ家なんだとか。

　で、どうやらここのオーナーが美咲の元彼のようで。

「今日は来てないみたいだけど、サービスしてくれるって」

　カウンターの店員さんに交渉したのか、ニコニコしながら美咲がテーブルに戻ってきた。

「ではでは、かんぱーい」

　グラスを重ね、澄んだ音を響かせる。

　やがて運ばれてきたオードブルプレートをつまみながら、私は美咲の恋バナを聞いていた。

　医者の彼氏さんに二股されていたから別れるか迷ってる、とか。秘書君は一途すぎてちょっと重い、とか。合コンで出会った人に好みのタイプがいるから、今頑張ってる、とか。

　相変わらず、美咲は美咲なりの人生を謳おう歌かしているようだ。

「んで、柊奈のほうはどうなの～？」

「どうって？」

「桜庭さんとかー、新人君とかー？　恋愛、動いてるんじゃない？」

　ニマニマしながら聞いてくる美咲。

　お……おかしい。私はまだ、美咲になにも話してないのに。桜庭さんの家でちょっとお世話になったことも、壮介君に告白されたことも。

　なのになぜか、美咲の顔は『私、知ってますよ』と言っているようで。

「う、動いてるというか……」

　美咲にはけっこうなんでも相談してきたけど、同じ職場の人間だということがなんとなく言いづらくさせていた。

「ふふん。やっぱり動いてるのね？」

　楽しげな美咲に、どう話そうかと迷っていた時だった。

　店内に入ってきた、スタイル抜群の女性。歩いているだけで、一般人とは違うオーラを放っているその人は――。

「ＫＡＯＲＩ、さん？」

「……なんでいるの？」

　ＫＡＯＲＩさんは私の声に立ち止まって眉根を寄せた。

　ただそこに立っているだけで、雑誌の一ページのように見えるのは、やはり彼女がトップモデルだからだろう。

　ＫＡＯＲＩさんが小首をかしげると、彼女の耳から下がっている大きめのフェザーピアスが揺れた。そして、朱赤に彩られた唇が動いて、文句を口にされる。

「蓮井さん、しつこい」

「偶然です！」

　ストーカーみたいに言わないでほしいと頭の片隅で言い返しながら、私は席を立った。

　その瞬間、ひらめく。これはチャンスじゃないかと。

　いつもは仕事としてしか会ってなかった。でも、私は今、プライベート。

「ＫＡＯＲＩさんは、お仕事でここへ？」

「今日はオフ。ここで友達と待ち合わせしてるの。まだ来てないみたいだけど」

「そうなんですね」

　そして、ＫＡＯＲＩさんもプライベート！

　仕事を抜きに話すことができたら、なにか進展があるかもしれない。

　父の話をした時、桜庭さんも言っていた。一度、ぶつかってみたらどうかって。

　もしかしたら断られるかもしれないけど、ここは頑張ってみよう。

　ここで頑張れたらきっと、父にもぶつかれる。

　私はそう考え、笑みを浮かべた。

「もしよかったら、お友達が来るまでお話でもしませんか？」

　私の誘いに、ＫＡＯＲＩさんは心底嫌そうに片眉を上げる。

「イヤ。どうせまた撮影のことでしょ」

「それをしたいのは山々ですけど、プライベートですし世間話でも」

「……どうして私が、蓮井さんと世間話なんて――」

　しなきゃならないのか、と文句を言いたかったのだろうけど。

「さすがトップモデルさんっ」

　いきなり横から割り込んできた美咲の声に遮られた。

「メディアで拝見してもキレイなのに、間近で見るとさらにキレイですね」

　ＫＡＯＲＩさんは面食らったようだったけど、褒められて悪い気はしないらしく、「ありがと」とわずかに表情を緩める。

　美咲は決して騒ぐわけじゃなく、あくまで落ち着いて、けれど明るい声でどんどん褒める。

　ＣＭのＫＡＯＲＩさんが魅力的だったから、アイシャドウを買った話。ＫＡＯＲＩさんがテレビで披露していたスキンケアの方法を自分もするようになった話。美咲が話題を出すたびに、ＫＡＯＲＩさんが気分をよくしていくのが見ていてわかった。

　そして、美咲はダイエットの話をしようとして、「あ、よかったら少しだけ一緒に飲みませんか？　美の秘訣、伺いたいです」と誘う。

　すると、私には冷たい態度で断っていたＫＡＯＲＩさんが「……友人が来るまでなら」と頷いて、椅子を引いて腰を下ろした。すぐさま「嬉しい」と笑顔になる美咲。

　なんていうか……男性だけじゃなく、トップモデルまでコントロールしちゃうなんて、すごいとしか言いようがない。

　ＫＡＯＲＩさんは店員さんにカクテルを注文する。

　――と、美咲が赤いハンドバッグを手にして立ち上がった。

「詳しく聞く前に、ちょっとお手洗い行ってきますね。すぐ戻りまーす」

　小さく手を振って、店の奥へと消えていく。

　華やかな存在がいなくなった私たちの間には、微妙な空気が流れる。

　なにか話題を振らなければと考えていたら、私のスマホが短く音を奏でた。メールのアイコンをタップすると、美咲からのメッセージ。

【はい、あとは頑張って。単純だし、たたみかければイケるイケる】

　ハートの絵文字つき。

　美咲……仕事につなげようとしてくれたんだね。ありがとう。でも、まずたたみかけるのが私にはできそうにないよ！

　美咲みたいな会話スキルが私にはないし、どうしようかと迷って、とりあえず当たり障りのない会話から始めようと口を開きかけた時だった。

「正直に言わせてもらうと、私、あなたみたいな人嫌いなの」

　ＫＡＯＲＩさんからストレートパンチを食らった。

　さ、さっき美咲パワーで上がったはずのご機嫌はどこへ行ったのか。

　ＫＡＯＲＩさんとは今日までにいろいろあったけど、いきなり『嫌い』と言われるとさすがにダメージが大きい。しかも面と向かってだと、心臓への負担は倍増だ。

　どう返していいのかわからないまま黙っていると、ＫＡＯＲＩさんはさらに続ける。

「いい子ぶって、守ってもらって。自分でしっかり地に足つけて立ってるようにも見えないし」

　いい子ぶるって……そんなつもり、私にはない。

　確かに、人間関係にトラブルがないように気は遣っているかもしれないけど、いい子に思われるような素振りはしていない、はず。

　もしも、ＫＡＯＲＩさんが言ってるのが撮影時の話なら、仕事だからと配慮した部分はあった。ＫＡＯＲＩさんにはそれがいい子ぶってるように見えたんだろうか。だとしたら誤解だ。

　ちゃんとその誤解を解かなければと、息を吸った直後、ＫＡＯＲＩさんがこぼした言葉にハッとした。

「あの日宮って子も、こんなぬるい子のどこに惚れたんだか」

「……え？」

「――あ」

　瞬きをして、彼女を見る私。

　しまったというように、目を見開くＫＡＯＲＩさん。

　もしかして。もしかすると……。

「聞いていた……んですか？」

　あの日、スタジオでの一場面。その時にＫＡＯＲＩさんが来ていて、壮介君の告白や、桜庭さんがかばってくれたのを聞いていた？

　私の質問にＫＡＯＲＩさんは答えない。けれど、それはこの場合、肯定となる。

　聞いていたとするなら。

　早めに訪れたＫＡＯＲＩさんは、私たちのやりとりを聞き、その後スタジオを出てカフェに行った。そして、松岡さんからの連絡で仕事をしたくないと話し、いさめられて再度スタジオへ戻ってくる。

　ここで肝心なのは、機嫌が悪かったのはそれよりも前からだったのか。もしも、最初にスタジオに来て聞いたことがきっかけだとしたら……。

　私は、浮かんだ疑問を遠慮がちに口にする。

「……ＫＡＯＲＩさんは、桜庭さんのことが好きなんですか？」

　ＫＡＯＲＩさんはずっと桜庭さんを誘ってた。電話だってしてた。

　桜庭さんは、ＫＡＯＲＩさんは気まぐれで人を振り回すのが好きだからだと言っていたけど……。普通に考えたら、そこには好意があるようにしか見えなくて。

　だから、尋ねてみたのだけど。

「まさか」

　ＫＡＯＲＩさんは嘲笑し、カクテルを口に含んだ。

「一陽は見た目いい男だし、遊ぶにはいいと思う程度ね。好きだとか愛だとか、そんなもの私には邪魔になるだけ」

　……どうしてだろう。ＫＡＯＲＩさんは確かに否定を口にしているのに。

「すぐ恋愛につなげるとか、一般人的思考よね」

　否定することで、なにかを隠しているように見えるのは。

「そう……ですか。ごめんなさい。勘違いして」

　謝ると、ＫＡＯＲＩさんはげんなりするようにため息を吐き出す。

「もうあなたの謝罪はうんざり」

　聞き飽きたと言いながら、腕を組む。そして「一陽も、なんでこんな子を……」とブツブツもらしながらカクテルを一口飲んだ。

　なぜ私をプロジェクトのメンバーに選んだのか、と言いたいのだろうか。それなら、多分……これに限るだろう。

「桜庭さんは、背中を押してくれたんです」

「……背中？」

「変わりたいと願う、私の背中です。だから私は桜庭さんの心遣いを無駄にせず、頑張りたいんです」

　心のままに伝えると、ＫＡＯＲＩさんはキレイな顔を少しだけ歪めて、もう聞き慣れてきた文句を吐き出した。

「……ホント、むかつく」

　けれど、それだけでは止まらず、カクテルグラスを見つめながら、想いを吐と露ろしていく。

「一陽たちから差し伸べられた手に甘えてるあなたにはわからないでしょうね。私に味方はいないの。誰も守ってくれない。自分でしっかり立ってないと蹴落とされるのよ」

　だから使えるものは使う。切り捨てる時は切り捨てる。なにが必要で、なにが必要じゃないか。そうやって、今の自分になったんだと話すＫＡＯＲＩさんの表情は、どこか苦しそうに見えた。

　でも、慰めたり励ますような言葉を安易に声にすることも憚られて。

　それでも、ひとつだけ心に浮かんだ言葉を素直に伝えた。

「心から理解するのは難しいと思います。だけど……その強さに、憧れます」

　ＫＡＯＲＩさんはなにも言わなかった。

　ただ、少しの沈黙の後、私を見て「私と勝負しない？」と持ちかけてきた。しかもその内容が……。

「お酒の飲み勝負!?」

「そう。強くなりたいんでしょ？　変わりたいんでしょ？　だったら、私の記録を破ってみせて。そうしたら、契約を継続してあげる」

　にっこりと微笑まれて、私は言葉を詰まらせた。

　いきなりの展開に、ちょっと思考が追いつかない。

　というか、お酒に強いならいざ知らず、私は甘いカクテルくらいしか飲めない。最初から負けが見えている勝負なのだ。

　だけど、契約を継続してくれるという言葉は、破棄の話が出てから初めて聞いた。このチャンスを無駄にしたくはない。

「……本当に、勝ったら契約継続してくれますか？」

「もちろん」

「それならここに、一筆お願いします」

　私は鞄からメモ帳とボールペンを取り出して、ＫＡＯＲＩさんに差し出した。ＫＡＯＲＩさんはためらうことなく、勝負内容と結果によっては契約継続するという旨の文を書き、最後に自分のサインを綴る。

「ありがとうございます。それで、記録って？」

　尋ねると、ＫＡＯＲＩさんは満面の笑みを浮かべた。

「テキーラ十杯」

　予想をはるかに上回る勝負内容に私は固まった。










お酒は怖いのです




　ライムをかじり、酸っぱさが消えないうちにテキーラを口に流し込んで、その後、塩を舐めて次のテキーラに備える。またライムをかじって、テキーラを流し込んで、塩を舐めたら……。

「はれ……？」

　私の世界が、ふにゃりと歪みだした。心臓もバクバクする。

　一杯目を飲んだ時から、キツすぎると思ったけど、二杯目でこんなになっちゃうなんて……と危機感を覚えている間にも、私の目の前に、新しいライムとテキーラが出された。ライムを手にしようと視線を落としたけど、焦点が合わなくて、これ以上はヤバイと感じた時だった。

「柊奈、もう無理でしょ」

　背後から、美咲の声。

「ごめんなさい、電話がかかってきて遅くなっちゃいました」

　多分、ＫＡＯＲＩさんに話しかけているんだろう。ちょっとだけよそゆきの声で、美咲が続ける。

「ダメですよ、ＫＡＯＲＩさん。こんなやり方、下手したら柊奈が倒れちゃう」

「お酒に弱いなんて知らなかったの。ごめんなさいね」

　ＫＡＯＲＩさんは謝ったけど、その口調はまるで悪いと思っていないものだった。

「あ、友達が来たみたい。それじゃ蓮井さん、勝負はあなたの負けってことで。さよなら～」

　クスクス笑うＫＡＯＲＩさん。彼女がテーブルの上に数枚のお札を置いて去ろうとすると、美咲が口を開いた。

「ＫＡＯＲＩさん。あなた本当に素敵。だけど、その数倍、柊奈のほうが素敵だとあたしは思うな」

　美咲は臆した様子もなくキッパリと言う。

「……参考までに聞かせてくれる？　どのあたりが？」

「ココが」

　トントンと、美咲が自分の心臓の部分を指で示すと、美咲とＫＡＯＲＩさんの間に火花が散った。

　ＫＡＯＲＩさんは美咲に対して悪態をついたようだけど、もはや私の意識が朦朧としてきて、なにを言っていたかわからない。

「……ったく、やな女」

　近くで美咲がため息をつくのが聞こえた直後……。

「柊奈？　大丈夫？　柊奈ー？」

　私は瞼を閉じて、ダウンした。




「……じゃ……しまーす」

「ああ……けて……れよ」

　――バタン。なにかが閉まるような音がして、私は瞼をうっすらと開いた。

　視界に入ったのは、バーのテーブルではなく、ガラス越しに映し出されたネオン輝く夜の街。座っている椅子も、背もたれの低いものじゃなくて、頭までしっかりと寄りかかれるものに変わっていた。

「……なんで、よっかかれるの……」

「寝てろ。酔っ払い」

　あれ……？　おかしいな。桜庭さんに似た声が聞こえる。

　声がした方向に顔を動かしてみると、そこにいたのはまぎれもなく桜庭さんで。だけど、どうしてと問いかけることもできないまま、私はまた瞼を閉じた――。

　どこからか聞こえる桜庭さんの声が、私にいろいろと質問する。

　なぜそんなことを聞かれているのかはわからないけど、私はうまく回らない頭で必死に考えながら答えた。アパートの部屋番号とか……鍵は鞄の中です、とか。

　それから……体がふわふわと浮いて、よく知っている心地よい場所に横たわる感覚。このままぐっすりと夢の中に入りたい。そんなとろけるような誘惑に身を任せようとした時、頬に冷たく硬い感触がした。

「蓮井、聞こえてるか？」

　少し重く感じる瞼をゆっくりと開くと、最初に見えたのは見慣れた天井とシーリングライト。

　――自分の部屋だ。

　ぼんやりとそう認識してから、頬に当たる冷たさの正体を確かめるために、私は視線を右へと動かす。

　頬に当たるなにかよりも先に、私の視界に入った姿。

「……桜庭さん？」

　私は、夢の中にいるんだろうか。だって、ありえない。私の部屋に桜庭さんがいるなんて。

「夢に決まってる……」

　だけど、つぶやいた声はリアルで。

「まだ意識がハッキリしてないのか」

　聞こえてくる桜庭さんの声もリアルで。

「ほら、飲め」

　頬に当たっていたソレが離れたかと思うと、ベッドのサイドテーブルに控えめな音をたてて置かれた。

　のそのそと体を起こすと、体がふらつく。手を伸ばし、水で喉を潤したところで、ＫＡＯＲＩさんのことを思い出した。

「ＫＡＯＲＩさんは……？」

「帰ったらしい」

　ベッドに腰かけた桜庭さんが答えて、私は肩を落とした。

「すみません……役に立てなくて」

　まだうまく頭が回らない。それでも、早々にダウンしてしまったのはわかっている。私はまた、なにもできなかったのだ。

　なのに、桜庭さんは「気にするな。というか、酒に弱いのに無茶するな」と、気遣う言葉をくれる。でもそれが、少しつらい気もした。

「……頑張りたかったんです」

　会社のために、自分のために。そして、桜庭さんのために。

「私、桜庭さんに何度も背中を押してもらってるのに……なにも乗り越えられていない」

　なんだろう。すごく、悲しい。お酒のせいかな。思考がぐちゃぐちゃで、いろんな想いが溢れてくる。

「無駄……なのかな」

　頑張っても、ぶつかってみても。

「気持ちって、届かないのかな」

　そうなのだとしたら、父にぶつかってみることも、底なしの沼でもがくような結果で終わってしまう？

　どんな結果だとしても、受け入れて前に進もうと思えたはずなのに、今は不安でいっぱいで、鼻の奥がツンとする。目頭が、熱くなる。泣くつもりなんてなかったのに、視界がにじんでいく。

　唇を噛みしめてうつむき、桜庭さんから涙を隠した――次の瞬間。ギッと、ベッドが音をたてて揺れ、ふわりと……私の体が温かいなにかに包まれた。鼻をくすぐる香りは、甘く穏やか。

「お前は考えすぎなんだよ」

　ささやくような声が耳をくすぐって、自分が今、桜庭さんの腕の中にいることに気付く。途端に、胸が騒ぎ出して、私は身体を強張らせた。それが、桜庭さんにも伝わったのか……。

「大丈夫。ちゃんと届いてる。でも、それでもうまくいかない時もある」

　彼は、私の背中を優しく撫でながらあやすように話す。

「約束しただろ。砕けたら、飲みに付き合ってやるって」

　耳からだけじゃない。身体からも、桜庭さんの声が響いて伝わって。

　トクン、トクン。桜庭さんの体温と鼓動が、少しずつ、少しずつ、私の不安と緊張をほぐしていった。

「だから、辛気臭いこと考えてないで、もう休め」

　涙ももう止まっている。

「桜庭さんって……冷たいのか優しいのかわからない」

　そっけない言葉が投げかけられたかと思えば、こんなふうに優しくしてくれる。

「優しいだろ」

　ちょっとだけ笑みを含んだ声に、私は頬を緩めた。

「どっちも、桜庭さんなんですよね」

　そう、だ。クールでたまに意地悪で、だけど優しい。それが、桜庭さんという人。

　私は、そんな桜庭さんを……。

「ね……桜庭さん。私、たくさんぶつかって、いつか変われたら、桜庭さんに……」

　ああ……すごく、眠い。身体から力が抜けていく。

　なんだかふわふわして、溶けそうな気分のまま、心に浮かんでいたことを口にしようと唇を動かした。

　最後まで声になっていたかはわからないけど……桜庭さんが小さく笑ったような気配がしたのを最後に、私の意識は眠りの底に落ちた。










欲張りな私たちです




　――ツキン。頭に感じた痛みに、私は目を覚ました。

　カーテンの隙間から差し込む朝陽。窓の向こうから聞こえてくるかわいらしいスズメの声。爽やかな一日の始まりに、私は手でこめかみを押さえながら掛け布団をめくり、身体を起こした。

　ベッドサイドの時計に目をやれば、いつも起きる時間よりも一時間ほど早い。とりあえず頭痛薬を飲もうとベッドから立ち上がって、ふと気付く。自分の着ている服がパジャマじゃないことに。

「あ……あれ？」

　これ、確か昨日着ていった服……。

　と、そこまで思い出したら、昨日の記憶が一気によみがえってきた。

　バーで偶然ＫＡＯＲＩさんに会ったこと。そこでお酒の勝負を持ちかけられたこと。それから、すぐに潰れてしまった私は……。

　桜庭さんに、介抱されてた!?

　あれっ、ちょっと待って。どうして私、桜庭さんのお世話に!?

　バーにはいなかったはずなのに。え？　もしかしてあのバーにいたの？

　よくわからない。よくわからないけど、私……桜庭さんに、抱きしめられた気がする……！

　い、いやいや、ありえない。それは夢だったかもしれない。だとしたら、介抱されたのも夢かもしれない。

　そう思って、キッチンのほうになんとなく目を向ければ、ふたり掛けの白いダイニングテーブルの上に、のりも巻かれていない不格好なおにぎりがふたつ、お皿に乗ってラップがかけられていた。

「ゆ……夢じゃない」

　このおにぎりが教えてくれている。ここに桜庭さんがいたのだと。

　……と、とりあえず薬を飲んでシャワーを浴びよう。今日も仕事があるし、遅刻するわけにはいかない。

　私は一度考えるのを無理矢理やめて、桜庭さんが握ってくれた塩むすびを食べると頭痛薬を飲み、シャワーへと急いだ。




「おはようございます」

　ちょっと緊張しながら入ったオフィスは、いつもと変わらない朝の風景。

　パソコンが立ち上がるのを待ちながら、デスクで朝食をとる人。さっそく仕事の電話をしている人。コーヒーの香りを漂わせながら、自分のデスクに向かう人。私は、その光景の中に桜庭さんの姿を探す。

　どうやらまだ出社していないようで、変わりにデスクでネイルのチェックをしている美咲を見つけた。

「美咲」

「おはよー」

　私は微笑みと共に挨拶をくれた美咲の腕を引いて立ち上がらせる。

「なになに」

　マスカラたっぷりの長いまつげをパチパチする彼女に、私は「少し付き合って」と言ってお手洗いへ移動した。幸い、お手洗いには誰もいない。

　私は声のボリュームを落として美咲に昨日のことを尋ねる。すると、美咲はさらりと言った。

「ああ、あたしが呼んだの」

　ＫＡＯＲＩさんが帰ってすぐ、私をどうするか迷って桜庭さんに電話したのだそう。なにがあったかも美咲のわかる範囲で説明してくれたらしく、「もう。勝負なんてムボーでしょ」と軽く叱られた。

　それにしても……。

「どうして、桜庭さん？」

「ん？　もしかして新人君のほうがよかった？」

「そ、そうじゃないけどっ、タクシー呼んで乗せてくれるだけでも……」

「それじゃあ心配だったから」

　た、確かに、タクシーで支払いもできたか微妙なところだけど。

「にしても、桜庭さんって柊奈のことちょっと特別に見てるっぽいよね」

「えっ!?」

　驚く私に、美咲はフフフと含みのある笑い方をした。

「柊奈が酔いつぶれたって電話したら、理由を話す前に『場所は？』って。あれは迎えに来る気満々だったでしょ」

　美咲は思い出しながらニヤニヤして言う。

　酔いつぶれた理由を話したのは、迎えに来てくれた時だったようで。

「そうだったんだね……」

　なんというか。申し訳ないと思いつつも、美咲の言葉に口元がニヤけそうになる。

　そんな私の様子に気付いたのか、美咲は楽しげに一歩詰め寄った。

「で？　で？　朝起きたら隣に桜庭さん？」

「い、いないからっ！」

「えー、なにソレ。やることやったら帰った感じ？」

「なにをっ」

「ヤダ、朝から言っていい言葉じゃないけど、言おうか？」

　ないないないっ！

　言葉にならないまま勢いよく頭を振ると、美咲は「つまらない」と口にした。

　というか、私もよく覚えてない部分はあるけど、それでもそれはないと、身体的にわかる……気がする。

　なんにせよ、私はまたまた桜庭さんにお礼を言わなければならないわけで。

　ついでに化粧を直すと言う美咲と別れ、ひとり廊下へ出れば――。

「おはよう、蓮井」

　なんということでしょう。心の準備もなしに、桜庭さんに会ってしまった。

「お、おは、おはようございます」

「……なにテンパッてんだ」

　私の前で立ち止まった桜庭さん。

　視線を合わせることができず、思わずうつむいてしまうと、「体調は？」と特に普段と変わらない口調で聞かれた。

「はいっ……頭痛がありましたけど、薬でなんとか……」

「自業自得だな。まあ、もう無茶はするなよ」

「はい。あの、昨日は――」

　感謝と謝罪。その両方を伝えようとしたら……。

「待っててやるから」

　私の言葉を遮り、柔らかく微笑んだ桜庭さん。

　待つ……って？

　なんのことかわからずに首をかしげた私に、彼はただ微笑みを残し、背を向けてオフィスへと入っていった。

　桜庭さんがなにを待っててくれるのか。それはわからないままだけど……。

　ハッキリとわかっているのは、ＫＡＯＲＩさんの件はもうどうにもならなそうだということだ。




「柊奈さん、ＫＡＯＲＩに振り回されすぎだから」

「壮介君なら勝てた？」

「そもそも酒で勝負なんてオレならオッケーしないし」

　会社からの帰り道。たまたま帰宅の時間が被った私と壮介君は、駅までの道のりを会話しながら歩く。

　話題は、昨日の勝負の件だ。

　壮介君はプロジェクトのメンバーだし、結果は残らなかったにしろ、一応話したわけだけど……。案の定というか、壮介君は呆れた眼差しで私を見ている。

「ま、救急車の世話にならなくてよかったじゃん」

「そ……そうだね……」

　本当、それに尽きる。

　桜庭さんのお世話にはなってしまったけど、この話は壮介君にしたらヤバそうなので伏せておこう。いちいち言うことでもないし、と心の中でつぶやいてから、私はため息をこぼした。

「どうにか説得できないかなぁ……」

　ビルの隙間から見える黄昏時の空を見ながら声にすると、「……なんでそんな頑張るの？」と隣を歩く壮介君に問われる。

「なんでって」

「もしかしてさ、桜庭さんのためとか？」

　その質問と、出てきた人の名前に図星を指された私は、即座に返事をすることができなかった。だけど、ごまかしてはいけない空気を感じて、「それも……ある」と素直に答えた。

　すると、壮介君が長い息を吐き出す。

「……自分で振っといてなんだけど、ちょっと聞きたくなかったかも」

　彼の視線は、私でも街並みでもなく、足元へと落ちていく。その横顔は少しだけ寂しそうで、私は「ごめん……」と謝りつつも、言葉を重ねた。

「でも、それだけじゃないよ。会社とか、自分のためでもあるの」

　壮介君はしばらく無言だったけど、ちょっとだけ笑みを作る。

「あれもこれもって、柊奈さんってけっこう欲張りだね」

　そして「そっか。自分のため、か」とつぶやいたかと思えば、歩みを止めてハッキリとした声で告げた。

「だったら、オレも柊奈さんと自分のために頑張んなきゃだな」

　なぜ立ち止まったのかわからないまま、私も壮介君に合わせて立ち止まる。

「ひとつ、思いついたことがあるんだ。多分、賭けにはなるけど」

　壮介君の言葉に、私の心が期待で満ちていく。

「な、なに？　どんなこと？」

　賭けでもなんでもいい。どんなことか教えてほしくて、壮介君に視線を送る。

　けれど壮介君はニッと笑って、「桜庭さん、まだ会社にいたよな？」と、そんなことを聞いた。

「いたけど……」

　私が思い出しながら答えると、壮介君は「よし。とりあえず、会社に戻ろう」と踵を返し、足早に会社へと歩き出す。

　夕焼けの赤さがわずかに残る空の下、私も慌てて、彼の背中を追った――。










魔法のようです




　会社に戻った私と壮介君は、デスクで仕事をしていた桜庭さんを捕まえると、空いている会議室に集まった。

　そして、壮介君は私にも少し話してくれたように「賭けにでませんか」と桜庭さんに提案する。もちろん、桜庭さんはどんな内容かわからないので……。

「肝心の中身を話してくれ」

　そう催促した。

　私も早く聞きたくてウズウズしていると、壮介君の視線が私をまっすぐに捉えて、歯切れよく言った。

「柊奈さんを使う」

　私を……使う、とは？

　小首をかしげると、桜庭さんが「どう使う」と私の気持ちを代弁してくれる。すると、壮介君はニンマリと笑って、とんでもないことを言い出した。

「モデルとして」

　私が、モデル!?

「か、ＫＡＯＲＩさんはっ？」

「ＫＡＯＲＩはもう無理だよ。こんだけトライしても響かないんだから、説得するだけ時間の無駄。だったら別のモデルを使うほうがいい」

　壮介君はそう言って、桜庭さんに「どうですか」と返答を促す。

　いやいやいや！　どうですかじゃないってば！

「ありえないでしょっ。だったら、上里さんを――」

「その子じゃ社長は納得してないんだろ？　だったら、別のモデルを探さないと。新ブランドのイメージにぴったりな子をね」

「私、一般人だよ!?　無理だよっ」

「でも、オレの中のイメージだと、絶対いい感じに化けるよ」

　ば、化けるって……。

　確かに、メイクや衣装で多少はよく見せることはできるかもしれないけど、プロに並べるわけがない。しかも、もともとの予定がＫＡＯＲＩさんだ。

「賭けにもならないですよ、桜庭さんっ」

　というか、そもそも社長がオーケーを出すわけないだろう。きっと桜庭さんもそう思っているはず。

　だから「壮介君、やっぱりこの話は――」なしに、と言いかけたところで、足を組み、私たちのやりとりを黙って見ていた桜庭さんが……。

「試してみるか」

　壮介君の提案した賭けに乗っかった。

「しょっ、正気ですかっ!?」

　思わず身を乗り出してしまうと、桜庭さんは冷静に頷く。

「とりあえず、ブランドイメージに近い写真を撮って、社長に見せてみる」

「桜庭さん、私には」

「蓮井。ブランドのテーマは？」

「……挑戦、です」

「してやろう」

　口元に笑みを浮かべた桜庭さんが、立ち上がった時だった。

「それ、おもしろそう」

　閉まっていたと思われていた扉から、美咲が覗き込んでいた。

「私、あの女嫌いだし、協力しちゃいます。スタイリストもヘアメイクも一流を揃えましょ？」

　私が返事する間もなく、美咲の協力のもと、私がモデルになるという計画がスタートしてしまった。




　まずは社長がゴーサインを出すような写真を撮る。

　そのために、一週間後の土曜日、私たちは写真撮影のために集まっていた。

　美咲は自分のつてを使って、ヘアメイクアップアーティストを呼んでくれた。その人は、数多くの芸能人から広告・雑誌まで幅広く活躍している超有名人で、これには私だけじゃなく、桜庭さんと壮介君も驚いた様子だった。

　こっそり美咲にどんな関係なのかと確認すれば、〝元〟がいくつかついた彼氏さんらしい。今でも仲がいいとかなんとかで、バーのオーナーのこともそうだけど、別れても縁を切れさせないテクニックを持つ美咲はホントすごい……というか恐ろしい。

　カメラマンは桜庭さんの友人。自宅がスタジオを兼ねているとのことで、今日はみんなでその友人の家にお邪魔していた。

　午前中から全員でブランドのイメージに関して打ち合わせをして、ヘアメイクさんに準備のために待つように言われた私は、不安や緊張を紛らわそうとテラスに出た。

　タワーマンションの十六階からは、東京の高層ビルの街並みが広がっている。

　今日は晴れているけれど風が凪いでいるせいか、少し暑い。太陽の熱から逃れるよう、日陰部分に設置されている椅子に腰を下ろしたら、缶コーヒーを片手に桜庭さんがやってきた。

「落ち着かないのか？」

　桜庭さんは隣の椅子に座ると、コーヒーに口をつける。

　彼の質問に私は首を縦に振った。

「……本当に私で大丈夫ですか？　私より美咲のほうが華もあるし、適任な気がするんですけど……」

　そう言うと、桜庭さんは、まだそんなことを言ってるのかというような呆れた顔をする。

「岡沢じゃブランドイメージには合わないだろ」

　ＣａＮ Ｄｏの〝挑戦〟というテーマからイメージしているのは、流行に流されない強さを持ったハーフのような顔。確かに、美咲のようなかわいさを強調した顔立ちとは違うけれど、自分がハーフ顔かと言われれば、そんなことはない。

　ただ、桜庭さんと壮介君曰く、私のように色が白く、二重のアーモンド型をした目はハーフ顔を作りやすいのだとか。

　最初はそんなはずないと思っていたけど、ヘアメイクさんも美咲に写真を見せられて、難しくないと発言していたらしい。プロが見て言うなら……と思うものの、やはり不安は払拭しきれない。

　私が、いまだ煮え切らない態度でいると、桜庭さんの瞳に、射すくめるように見つめられた。

「大丈夫。お前ひとりで挑戦するわけじゃない」

「……あ……」

　――そうだ。つい、モデルというプレッシャーに、自分のことばかり考えてしまっていたけど、この撮影には、みんなが一緒になって挑んでいるんだ。

　それぞれがそれぞれの責任を持って、ひとつのものを作り上げる。

　窓越しに部屋の中の様子を窺うと、美咲と壮介君は衣装を見ながら真剣な顔で話をしていた。そこにヘアメイクさんがやってきて、ヘアスタイルについて身振り手振りで相談を始めて。部屋の奥では、カメラマンさんが機材を入念にチェックしている。

　みんな、自分の役割と向き合ってるんだ。

「……桜庭さん、私も頑張ります」

　こうやってたくさんのことを経験していくことが、自分の力になって、自信へとつながるんだと気付いたから。

　私がすべきことを、全力で頑張る。

　心に誓って、背筋を伸ばせば、桜庭さんは目を細めて頷いてくれた。




　数分後。鏡の前に座らされた私は、プロの手によって魔法にかかるように変身させられていく。

　アイシャドウで上下瞼に立体感を出し、アイラインはインサイドにも入れて目元をくっきりと見せ、つけまつげをオン。眉は目と近く見えるよう、下の部分をしっかりめに描いて上部をぼかして。ノーズシャドーで鼻を高く見せ、オレンジ系のリップとチークを入れる。さらに、Ｔゾーンと顎先にハイライトを乗せた後、人生初のカラーコンタクトを入れて、黒目を少し大きく見せれば――。

「す、すご……」

　それしか言葉が出てこないほど、鏡の向こうにいる私の顔が変わっていた。

　メイクだけで自分がここまで変わるなんて信じられない。

　それから、ヘアスタイルを作って用意された衣装に着替えれば、もう完璧に私じゃない私がそこにいた。

「柊奈、すっごくいいじゃない！」

　美咲が拍手しながらはしゃぐ。

　その横で壮介君は「な？　言った通りだろ？」なんて、ちょっと自慢げ。

　私は、桜庭さんの反応が気になり、ふたりの後ろにいる彼に視線を向ける。すると、腕組しながらこちらを見守っていた桜庭さんと目が合って、涼しげな瞳に笑みを浮かべることで褒めてくれた。










特別な人、です




　撮影は、最初こそ戸惑ったものの、カメラマンさんの指示に従い、なんとか無事に終えることができた。

　写真はその場でプリントされ、何十枚もの中から、表情、雰囲気、衣装のすべてが〝挑戦〟というテーマにマッチしたものを数枚ピックアップし、私たちは解散した。




　そして、月曜日。

　桜庭さんが、急いで作った企画書と写真の入った封筒を手に社長室に入るのを、私と壮介君は固かた唾ずをのんで見ていた。

「柊奈さん。社長、どんな反応するかな」

　声を潜めて話しかけてくる壮介君に、私も小声で返す。

「即却下、とかだったらどうしよう……」

「や、けっこういい線いってるし、それはないでしょ」

「だといいんだけど……」

　ヘアメイクとカメラマンの腕は確かだし、みんなでじっくりと選んだ写真も、かなりブランドイメージを意識させるようなものだ。特に、鏡越しに自分を見つめている写真は、自分自身への挑戦を意識した雰囲気になっていて、全員が納得するできばえになっている。

　それから、これは桜庭さんの案で、先入観が邪魔しないよう、モデルの正体が私だということは明かさずに見せるらしい。

　まあ……あれを見せて、『蓮井です』と言われても半数以上の人が信じないだろう。私自身、何度写真を見ても自分じゃない気がしているくらいだし。

　というか、最大の問題は、もし社長が興味を示してくれたとして、無名のモデルを使うことをどう思うか。壮介君もそこは懸念しているらしく、それを含めての賭けだと言っていた。

　なにはともあれ、今は目の前の仕事をこなして待とうということになり、私は結果を気にしつつも、雑誌社との打ち合わせに向かった。




「失礼します」

　ビル一階にある打ち合わせスペースで雑誌社の方を見送って、一緒に打ち合わせに出ていたプレスの先輩と、オフィスに戻ろうと踵を返した時だった。

　私のスマホが震え、壮介君からのメールを受信する。画面をタップして本文を表示させると、【Ａ会議室に集合】とだけ書かれていた。でも、それだけでなんの用件かは予想ができた。

「すみません、私はこのまま会議室に行きますね」

　私は先輩に一言伝えてから、急いで会議室へと向かう。

　エレベーターを待つことさえもどかしく感じて、廊下に敷き詰められている硬い絨毯の上を足早に歩く。やがてたどり着いた目的の会議室の扉を開くと、桜庭さんと壮介君が座りながら私を迎えた。

「お、柊奈さん早い」

「ちょうど打ち合わせが終わったタイミングだったの」

　私は、桜庭さんの向かいに座る壮介君の隣に腰を下ろす。と同時に、桜庭さんが口を開いた。

「蓮井、結果が出た」

　表情は、どことなく明るい感じ。もしかして、と心が勝手に期待を始める。

　壮介君も同じなのか待ちきれない様子で、デスクに身を乗り出すように「どうでした？」と促すと……。

「蓮井を新ブランドのモデルとして起用することが決定した」

　桜庭さんは微笑みながら、ハッキリとした声で言った。

　壮介君が「よっしゃ！」とガッツポーズを作る横で、私は力が抜けていく。デスクに突っ伏した体勢で「よかったぁ」とこぼすと、ふたりが小さく笑う気配がした。

　自分がモデルをやることに対しての不安がないといったら嘘になるけど、とりあえず最初の賭けには勝ったのだ。

　みんなで作ったものがいい結果となって残る。それがすごく嬉しい。

　ふたりの笑みに私も笑みをこぼして体を起こすと、桜庭さんは社長室でのことを話してくれた。

　桜庭さんは予定通り、モデルについてなにも言わずに企画書と写真を見せた。すると、社長は写真を見た瞬間に『どこの事務所のモデルだ？』と食らいついたのだとか。予想以上の好感触に『フリーのモデルだ』と答えた桜庭さんは、その時点で社長に確認した。

　ＫＡＯＲＩではなく、このモデルではどうかと。無名ではあるが、ＫＡＯＲＩにもひけをとらないと押して。それを聞いた社長は、少しの沈黙の後……。

『合格だ』

　笑みと共に、新ブランドのモデルとして使うことにゴーサインを出した。

　桜庭さんが、モデルの正体が私であることを明かしたら……。

「社長、驚いた後に爆笑してたよ」

　桜庭さんはその時の光景を思い出しているのか、小さく笑う。

「女って怖いな、だと」

　た、確かに私だと思えない変身ぶりだものね。でも、本当に恐ろしいのは女ではなく、変身させる技術のほうだと思う。

　とにもかくにも、社長としてはブランドイメージにぴったりだから、正体が私でも問題はないと言ったそうだ。なにより、提案した企画が気に入った、と。

　その企画とは〝モデルの正体を、マスコミには一切明かさない〟というもの。

　これは、桜庭さんの案。社長は性格的に、こうした悪戯のような仕掛けを好む傾向があるからというのと、私の今後のことを考慮してくれてのものだ。この提案には、目立つのが得意じゃない私は深く感謝している。

「本番はここからだ。さっそく撮影のリスケジュールに入る」

　桜庭さんは組んでいた足をほどくと姿勢を正し、ホワイトボードの前に立って黒いマーカーを手にした。




　撮影スケジュールに関しての再調整が済めば、あとはとんとん拍子に進んでいった。

　ヘアメイクさんは、美咲に頼んで同じ人を手配。写真も、桜庭さんの友人カメラマンがまた撮ってくれることになり、モデルという大役を受ける私としては、知っている人にお願いできて少しホッとしている。

　その他のスタッフは、ＫＡＯＲＩさんの撮影の時と同じメンバーで決まった。

　デザイナーの深水さんをはじめ、スタッフたちは、モデルが私になったと聞かされた時、相当心配そうにしていたけれど、写真を見せると納得してくれた。




　そして、あっという間にやってきた撮影当日。

「すごいね。本当に声は蓮井ちゃんだ」

　再び、ヘアメイクの魔法で変身を終えた私を見て、深水さんがしみじみとした声をもらした。

「声だけじゃなく、身体も私ですよ」

　私が笑うと、深水さんも「そういえばそうだった」と冗談めかして笑う。

　そこに、壮介君がやってきた。

「柊奈さん、準備できてる？」

　そう言って、鏡越しに私の様子を窺う。ヘアメイクさんが「バッチリですよ」と答えると、二階のメイクスペースにいた私たちは、揃って地下のスタジオへ移動する。

　ここは、ＫＡＯＲＩさんの撮影で使ったのと同じハウススタジオ。モデルは変わっても、ブランドのイメージとして選んだ場所なので、同じスタジオを押さえたのだ。

　地下に降りると、まず初めに飛び込んできたのは、カメラマンさんがライティングの調整をしている姿。そして、視線を動かしていくと、みんながこの撮影のために動いているのが確認できた。

　少し前は、そこに自分も加わっていたのに……と、不思議な気分になる。それと同時に――。

「……緊張してきた」

　ライトを浴びながら撮影していたＫＡＯＲＩさんの堂々とした姿を思い出したら、急に心臓がバクバクと騒ぎ出す。

　今日、あそこには立つのはＫＡＯＲＩさんではなく、私。

　スタッフはみんな知っている人とはいえ、やっぱりこの状況にはどうしたって緊張してしまう。

　しかも、今日はこの前の写真撮影とは違う。

　ここで撮影されたものが、巨大広告となり街中に飾られるのだ。

　深呼吸しても、心臓は落ち着かない。呼吸さえ、うまくできないような気がしてきた。どうしたらいいものかと悩み、そっと一階へ上がる。ほとんどのスタッフが地下にいるので、一階には人の気配がない。

　ラウンジにあるソファに座って、窓の外に見えるテラスの景色を眺めていた時だった。

「……誰かと思った」

　広々とした明るい玄関の扉が開いて、太陽の光を背に受けながら、桜庭さんが入ってきた。

「一度見てるじゃないですか」

「見てても、一瞬考えるんだよ」

　桜庭さんはクスッと笑って、右手に持っていたスマホを私に見せる。

「ＫＡＯＲＩから連絡があった」

「もしかして、モデルの件でなにか？」

　今になって進展があったのかと、思わず立ち上がり、瞬きをして桜庭さんの言葉を待つ。

「まだ困ってるのかと聞かれたから、お前よりいいモデルが見つかったって言っておいたぞ」

　え、ちょっ、待ってください桜庭さん！

「そんな大きなことを言ったんですか!?」

「事実だろ？」

　当然のように言ってのける桜庭さんに、私はちょっと慌ててしまう。

「ヘアメイクの技術は素晴らしいですけど、モデルの中身は私ですよ？」

　すると、桜庭さんは私を観察するように見つめた後……。

「また、不安になってるのか」

　私の心を見透かした。

　隠しておこうとは思っていなかったけれど、こうもすぐにバレてしまうなんて。私がわかりやすいのか、桜庭さんが鋭いのか、どっちなのかはわからないけど、私は素直に言葉を吐き出す。

「なりますよ。だって、あのＫＡＯＲＩさんの代わりですし……」

　きっと誰だって、この状況に不安になり戸惑うだろう。そんなふうに考えていたら。

「代わりじゃない」

　静かだけど、しっかりとした桜庭さんの声が耳に届いた。

「リアライズは、お前を選んだんだ。オレは、お前だから社長にかけ合ったんだよ」

　しゃべりながら一歩近付いて、衣装のビスチェの白いリボンを結び直してくれる。

「大丈夫。お前はあの女にはないものを持ってる」

　そう励まされ、心に温かさを感じる。

　でも、ＫＡＯＲＩさんになく、私にあるものがなんなのかわからず、眉間に皺を寄せてしまう。

　すると、桜庭さんはフッと口元を緩めて、女性に向けるには若干失礼な言葉を口にした。

「せっかく着飾ってるのに、不安が顔に出て悲惨だぞ」

「悲惨って！」

「その顔もなかなか悲惨だな」

　頬を膨らませた私に、またもや攻撃してくる。

「桜庭さんっ！」

　これから撮影なのに、悲惨だなんてモチベーションを下げるにはけっこうな言葉だ。でも……わざとなんだって、本当はちゃんとわかってる。だって、ほら。

「まあ、悲惨でもいいよ」

　意地悪なことを言いながらも、瞳の奥には優しい色がにじんでる。

「ブランドとか仕事とか意識せず、生まれ変わったつもりで、蓮井らしく楽しめ」

　その気遣いが私の心をほぐし、肩の力を少しずつ抜いてくれる。

　ヘアメイクや衣装に照明テクニック。外からかけられる魔法もすごいけど、こんなふうに、私の心に魔法をかけてくれるのは桜庭さんだけ。

「はい。私らしく、楽しんでみます」

　誰かを心から想うこと。それは私には少し怖さを伴うもので、ずっと抑えてきたけれど、やっぱり私にとって桜庭さんは、特別な人なんだ。










一難去って……です




　ブランドのイメージを壊さず。自分らしさを失わず。

「柊奈ちゃん、視線もう少し右に。そう、いいよ」

　光を当てられて、みんなの視線が自分に集中すれば、どうしたって緊張はしてしまう。

「その表情！　いいの撮れてるよ」

　だけど、カメラマンさんのノリのいい指示や合間に入る会話のおかげもあり、何度もシャッターを切られるうちに、撮られることに慣れていく。途中、バックスクリーンを変え、メイクを直される頃には、自然と笑えるようにもなっていた。

　そうして、休憩を挟みつつ何度か衣装をチェンジ。

　私の表情に余裕が生まれてきたからか、最初はどこか不安げな空気が漂っていたスタジオ内も、いつの間にか和やかな雰囲気に変わっていった。

　そんな中、ついに――。

「オールアップ！」

　撮影が、終わった。

　みんなの拍手がスタジオ内に響くと、壮介君が笑顔を浮かべながら私に歩み寄ってきた。

「お疲れ。頑張ったじゃん、柊奈さん」

　彼にしては珍しい、労いの言葉をくれる。

「ありがと」

　どうにか自分の役目が終えられて、本当によかった。そう思ったら、ドッと肩の力が抜ける。

　カメラマンさんにも労われ、スタッフのみんなからも「お疲れ様」と声をかけてもらって、私もひとりひとりに労いと感謝の言葉を返していった。そして、最後に私の前に立ったのは桜庭さん。

「お疲れ」

　桜庭さんは、冷たいお茶が入ったプラスチックのコップを私に差し出した。喉が渇いていた私は、ありがたく受け取る。

「お疲れ様です。冷たいものを飲みたい気分だったので嬉しいです」

　そう告げて、私が喉を潤すと、周囲で片付けが始まった。私たちは邪魔にならないよう、少し端のほうへと移動する。

　再びコップに口をつけたところで、桜庭さんが「かなりいい写真が撮れてたぞ」と、どこか満足そうに言った。

「桜庭さんのおかげです」

　桜庭さんなりの態度と言葉で和ませて、励まして、私の背中を押してくれたから、私はモデルという役目を無事にこなすことができたのだ。私の言葉に、桜庭さんは目元を緩めた。

　その表情に、自然と心臓が早鐘を打ち始める。

「頑張った報酬でもやろうかと思ったけど、オレのおかげなら、オレが報酬をもらうべきか？」

「そうですね。なにがいいですか？」

　冗談めかす桜庭さんに、胸の高鳴りを隠しながら、笑みを浮かべてノッて返す。

「そうだな……」

　彼は少しだけ考える素振りをみせた後、意味深な言葉を口にした。

「あの日の言葉の続き、かな」

　あの日の言葉……の続き？

「えっと……それ、いつの、どんな言葉ですか？」

　心当たりがなくて首をかしげると、桜庭さんは喉の奥で笑う。

「まあ、そんなことだとは思ってたけどな」

「え？」

「いい。適当に待ってるから」

『待ってる』

　その言葉を以前も聞いた気がして、けれどいつだったか思い出せずにいると、深水さんに声をかけられた。

「蓮井ちゃん、衣装回収するから着替えよろしく」

「あ、はーい」

　振り返り返事をして、桜庭さんに向き直ると、彼のスマホが着信を告げる。

「社長だ」

　桜庭さんはそれだけ言うと、私との会話を切り上げるように軽く手を上げ、スマホを耳に当てた。

　桜庭さんが待っているという〝言葉の続き〟。すごく気になるけど、今はやるべきことを済ませないと。

　私は桜庭さんに軽く会釈をし、着替えるために二階のメイクスペースへと向かった。




　モデルとしてのメイクから、自分のメイクへ。衣装も、新ブランドのものから、自分の服へ。髪型も少し直して、鏡の中の自分が見慣れた姿に戻ったのを確認すると、私は腕を高く上げて伸びをした。

　スタジオの片付けは順調なようで、さっきから階下では人が出入りする音がしている。私が着ていた衣装や小物も、すでに壮介君が車の中に運んでいて、メイクスペースには私の持ち物しか残されていない。

　なにか手伝えることはないかと、一階に降りようとした時だった。

　作業台の上に置いていたスマホが振動して、急いで踵を返し、相手の名前を確認する。

「……おばあちゃん」

　それは、父方の祖母からの着信。祖母とは病院で会って以来、連絡はとっていない。

「もしもし？」

　私が出ると、祖母は《忙しいのにごめんね》と口を開いた。スマホ越しの祖母の声は、少し元気がない。

「なにかあったの？」

《それがね……》

　気落ちした声で祖母が告げたのは、一度退院した父が今日再入院となったことだった。しかも、今度は脳梗塞が原因ではなく――。

「糖尿病？」

《そうなのよ。実は、けっこう前から患ってたみたいでね》

「そうなんだ……」

　父とは長く連絡をとっていなかったとはいえ、病気のことすら知らない娘なんて、親不孝なのかもしれないと、心の奥が痛むのを感じた。

《それでね、お医者さんが、視力が失われ始めてるんだって言ってて》

　――え？

「目が、見えなくなるってこと？」

《今すぐじゃないらしいのよ。でもね、いずれは見えなくなるみたいだから、その前に一度顔を見せてやってくれない？　きっと、喜ぶから》

　父が喜ぶ姿なんて私は一度も見たことがない。小さい頃から、一度も。だけど――。

「前と同じ病院？」

　ぶつかってみなくちゃ、なにも始まらない。進めない。

「わかった。お見舞いに行くね」

　だから、父に会いに行こう。

　臆病な私から卒業するために。










歩み寄れたらいいのです




　定時になり、私はデスクを片付けて帰る支度を始めた。

　祖母の連絡から四日後。

　撮影が終わってからも日々忙しく、今日、ようやく残業せずに帰れる日となった。

「お先に失礼します！」

　挨拶と共に鞄を手にすると、私は少し足早に会社を出た。

　初夏の夕空はまだ明るさを保っている。でも、金曜日ということもあってか、駅に向かうサラリーマンやＯＬの姿は多く見えた。数人の集団で歩く人たちは、これから飲みにでも行くのだろう。名も知らぬ彼らの楽しげな雰囲気を感じながら私は、目的地である、父の入院する病院へと向かった。

　電車で二十分ほど揺られ、さらに駅から歩くこと十分。あの日、雨の中で桜庭さんと会った公園を通りすぎると、大学病院が見えてきた。

　私は大きく息を吸い込んで、ゆっくりと吐き出す。

　しっかりと父にぶつかれるように。弱い自分に、負けないように。




　エントランスを通り、エレベーターで階を上がって。ナースステーションで受付を済ますと、看護師さんに教えてもらった父の病室へと足を向ける。

　一歩進むたびに、緊張が増していくけれど、桜庭さんからもらった言葉や優しさを思い出せば、それが支えになって、私の勇気に変わる。

　ぶつかって砕けても大丈夫。それもきっと、前に進むための一歩なんだ。

　今回の入院では、父は個室に入っている。

　教えてもらった病室のネームプレートに父の名前があるのを確認した私は、小さくノックをしてからゆっくりとドアを開けた。父の反応はなく、私は入室するとベッドへと近付く。

　備え付けのテレビはとても小さな音でついてはいたけれど、父は、お腹のあたりまで布団を被り、仰向けの状態で寝ていた。

　私は鞄をそっと椅子の上に降ろすと、眠る父の様子を窺う。

　……なんだか、前の入院の時よりやつれた気がする。

　心配になって点滴の刺さる手に視線を移すと、父の手が、カードのようなものを数枚持っていることに気付いた。

　サイズは葉書に近い。手紙だとしたら、しわになってもよくないだろうと思い、私はぐっすり寝ている父の手からそっとそれを抜く。そして、テーブルの上に置こうとした刹那、ひとつだけ、ひらひらと床に落としてしまった。

　汚したらいけないと慌てて拾い上げ……気付いた。

「こ、れ……私だ」

　それは手紙でも葉書でもなく、幼い頃の私の写真だった。

　もしやと思い、テーブルに置いたものも確認すると、そこにあったのはすべて幼い私が写っている写真で。

「お父さん……なんで……」

　誰かが持ってきた？　もしかして祖母が？　きっとそうだ。でなきゃ、父が私の写真なんて――。

　その時、控えめな音をたてて扉が開いて、落ち着いた感じの看護師さんが入ってきた。彼女は私に気付くと軽く会釈をし、寝ている父を気遣い、声を潜めて「娘さん？」と尋ねてくる。

「はい」

　私が頷くと、今度は私の手元に気付いて笑みを深めた。

「あ、もしかしてまた見てたのかしら？」

「え？」

「それ、あなたでしょ？」

「はい……」

「前回の入院中もね、毎日見てたみたいよ」

「毎日……ですか？」

　信じられなくて、目を丸くして聞いてしまった。

　看護師さんは頷くとさらに教えてくれる。

「誰かが来ると隠すんだけど、こうやって見ながら寝てることもあってね。私たち看護師の間では、〝不器用パパさん〟って呼ばれてるのよ」

　そう言って、看護師さんはクスクスと笑った。そして、「これ、起きたらお願いします」と体温計をテーブルに置くと、病室を出ていった。

　不器用パパさん。

　それは、私が父に抱いてきた威圧感ある姿には到底似合わないような響きのあだ名だけど、私の写真を毎日眺めていたという事実はなんだかすごくすごく嬉しくて。

「……っ……」

　口元を、手で押さえる。

「……お……と、さん」

　溢れた涙と共に、今にももれ出してしまいそうな嗚お咽えつを、そこに留めるように。

　怖かった。私を見下ろし、怒りをぶつけるように叱りつける父のことが。

　褒められた記憶もなく、喜んでもらおうと努力しても、父は唇を引き結んだままで。

　なにをしていても、父の目が気になって、気になって。

　嫌われていると思っていたのに……そうでは、なかった？

　父の気持ちは父にしかわからない。

　けれど、看護師さんの言葉の通りなら、そこには小さくとも……父の温かな気持ちが、愛情があるんじゃないかと、そう思えたから。初めて、思えたから。

　うまく言葉にならないけど、私の中にある父の存在が少しだけ変わった気がした。

　長い間降り続いていた雨がやんで、見上げた空の雲間に光を見つけたように。

　父を前に流した涙も、小さな頃は悔しさや悲しさ、恐怖といったものからだったけど、今、止まることを知らないように流れる涙は、初めての〝嬉し泣き〟で。

　その涙を必死にそばにあったティッシュで拭いていたら……。

「また来たのか」

　目を覚ました父の不機嫌そうな声がして、私の身体がビクリと反応した。

「うん……おばあちゃんから聞いて」

　写真のことがあったからか、前よりも心の強張りはない。それどころか、私の手にしているものに気付いた父が、居心地悪そうに私に背を向けるように寝返る姿に、頬が緩む。

「お父さん、これ、お熱測ってくださいって」

　私は言いながら、写真をテーブルに置き、代わりに体温計を手にすると、父に差し出した。

　父は「ん」と短く言葉を返して体温計を受け取り、わきの下に挟む。

　父はなにも言わない。写真を勝手に見たことも叱らず、前回のように私がここにいることも責めたりせず、ただ無言のまま、体温計が電子音を鳴らすのを待っていた。

　かすかに聞こえるテレビの音の中に、梅雨明けというフレーズが聞こえて、私は少しの勇気を振り絞って口を開く。

「梅雨、明けるって」

　すると、父は「そうか」とだけ答えて、また黙ってしまった。

　でも、嬉しかった。否定的な言葉じゃなかったから。

『だからどうした』とか『もう帰れ』とか、そんな言葉ではなく、肯定する言葉だったから。

　父が変わった？　私が変わった？　変わったのなら、なにによって？

　写真、病気、時間、それぞれの考え方。きっといろいろあるのかもしれない。

　どれでもいい。もしかしたら、次の瞬間にまた傷つくこともあるかもしれないけど、それでも思い出せばいい。父が、私の写真を眺めていたことを。

　そうすれば、それだけで……。

「お父さん、ありがとう」

「……なにがだ」

「うん……なんだろうね」

　私は曖昧に答える。父はまた無言になってしまったけど、今日はそれでももう十分。

　少しずつ、歩み寄れたらいい。昔の父ではなく、今の父に。

　大切なのは、これからの関係なんだから。










あと数ミリ、です




「また来るね」

　帰り際の私の言葉に、父は「来なくていい」とぶっきらぼうな口調で返した。

　きっと、以前なら傷ついていたその台詞。でも今はもう、あまり痛みを感じない。父が毎日眺めているという数枚の写真が、私の心を前向きにしてくれたから。

　あえてこちらを見ないようにしている父に苦笑いを残し、私は病院を後にした。

　外に出ると、空はすでに暮れていた。頭上に広がる藍色に、うっすらと光る星明かりを見上げてから、ヒールの音を響かせつつ駅へと向かう。

　その道中、私は悩んでいた。背中を押してくれた桜庭さんに、どう報告するべきかを。

　本当なら、顔を見てがいいだろう。でも、会社では桜庭さんとプライベートな話をする機会は少ない。わざわざ時間をとってもらうのも悪いし……。

　かといって、お昼に誘うのも会社の人たちになにか思われるかもしれない。

　だとすれば、電話？　……それも、仕事中だったら迷惑かも。

　じゃあ、休日まで待って……と考えるも、せっかくの休日に連絡するなんて申し訳ない。桜庭さんの都合をあれこれ気にしてしまうと、いつがベストかわからなくなってしまった。

　プライベートなことだとしても、ちょこっと報告するだけ。

　なのに、こんなにも悩むのは、相手が桜庭さんだから。私が、彼を特別に想っているから、なんだよね。

　まさか、桜庭さんにこんな感情を抱く日が来るなんて。

　そうして、しばらく悶々と考えているうちに、気付けば駅に着いていた。

　とりあえず邪魔にならないメールで報告しよう。

　そう決めると、私は改札を通ってホームに向かう途中でスマホを手にし、メールの新規作成画面を開いた。――と、その瞬間、ディスプレイがパッと別の画面に切り替わり、桜庭さんからの着信が告げられた。

「わ、嘘っ？」

　あまりのタイミングのよさに、私は驚きながらも喜ぶ心を落ち着けようと、一度だけ深呼吸。そして、通話ボタンをタップする。

「はい、蓮井です」

　無意識に、少しだけ高くなる声。それは桜庭さんからの電話に、私の気持ちが弾んでいる証拠。

《悪いな、帰った後に》

　機械越し。姿は見えず声だけなのに、頬が自然と緩んでしまうのを感じた。

「いえ、大丈夫です」

　答えると、桜庭さんは今度行なわれるレセプションパーティーの確認を始める。

「――なので、モニターの搬入は直前になるそうです」

《わかった。確認はこれで全部だな》

　桜庭さんが言って、私は少しためらった後、「あの、桜庭さん」と声を発した。

　すると、彼は《ん？》と短く返事をして、私の言葉を待つ。

　まだ桜庭さんは仕事中だけど、このタイミングで電話が来たことに背中を押され、尋ねてみた。

「仕事の話ではないんですけど、今、少しだけいいですか？」

　また今度にと言われたら改めよう。そう思っていたら、《どうした？》と耳を傾けてくれた。そのことに安堵しつつも、時間をとらせてはならないと、すぐに唇を動かす。

「実はさっきまで、父のお見舞いに行っていて……」

《ああ。ぶつかれたか？》

「はい、父の居眠りのお陰で」

　話しながら、父が写真を手に眠っていた姿を思い出し、心が少しだけ温かくなるのを感じた。

《居眠り？》

　桜庭さんは、電話越しに首をひねるような声を出してから、普段よりもわずかに柔らかい声を返してくれた。

《よくわからないけど、よかったな》

　ホームに流れるアナウンスが、電車の到着を告げる。通話を終え、電車に乗り込む。

　ふと、窓越しに見た私の口元には、笑みが浮かんでいた。

　そして確信する。

　やっぱり、私は桜庭さんに惹かれているんだと。




　一晩明けて、私は両手にたくさんのショップ袋を下げながら、夕暮れの代官山をひとりで歩いていた。

　土曜日とあって道行く人の数は多く、私は荷物が人に当たらないように気を付けながら帰路をたどる。

　今日の収穫は、主に雑貨。

　本当は、こんなに買う予定はなかった。でも、いろいろとお店を見ていたら、部屋の雰囲気を変えたくなって、つい買い込んでしまったのだ。

　多分、気分的に変化がほしいのだと思う。昨日の父の件があったから、心だけではなく、目に見える部分でも変化を、と。

　それにしても……。

「やっぱりちょっと買いすぎたかも」

　荷物の重さを肩で感じ始めていた私は、ついひとりごちる。

　最後のお店で、店員さんにも心配されたしなぁ。でも、家まで遠い距離じゃない。あ……この荷物、この時刻の電車内では迷惑かも……なんて考えた時だった。

　高く柔らかい車のクラクションが二回、短く聞こえたかと思ったら、白い車が私の横に停まる。そして、助手席のウィンドウが下がると、「蓮井！」と呼ばれた。それは私のよく知る声で、足を止めて車に近寄り、腰を折って運転席の人物を見る。

「桜庭さん！」

　そこにはやはり、彼がいた。

　休日にも会えるなんて、嬉しい偶然。

　桜庭さんは私の手にする荷物を見ると、小さく笑う。

「すごい量だな」

「買いすぎちゃって」

「ひとりか？」

　尋ねられ、私が「はい」と答えながら頷くと、「この後の予定は？」と聞かれた。特になかったので、私は帰るだけだと返す。

　すると、桜庭さんは「よし、行くか」と言い、手で車に乗れと合図する。

「どこにですか？」

　突然すぎる展開に、私が数度瞬きしながら問いかけると、「飯食いに。早く乗れ。荷物はトランクな」と続けた桜庭さん。どうやら拒否権はないようで、私は急いでトランクに荷物をしまわせてもらうと、助手席に乗り込んだ。

　相変わらず強引というか、マイペースというか。だけど……以前と違ってそこが苦手とは思わない自分がいて。これが、気持ちがある証拠なのだと考えたら、隣で運転する桜庭さんを意識してドキドキしてしまう。

　もちろん、そんなことになってるなんて思いもしないであろう桜庭さんは、慣れた手つきでハンドルを切った。




　ふたつのグラスが軽く重なって音が弾ける。

　彼が連れてきてくれたお店は、おしゃれなアジアンリゾート風のレストラン。店内は、キャンドルが灯されて心地のいい雰囲気が漂っている。

　ゆったりとしたソファに向かい合って座る桜庭さんが頼んだのは、ノンアルコールビール。車だからアルコールが飲めないとのことで、それならと、私もノンアルコールカクテルを頼んだ。その際、テキーラを飲んでもかまわないとからかわれ、私は改めて『あの時はご迷惑を』といたたまれない気持ちになった。

　ノンアルコールビールで喉を潤した桜庭さんは、グラスをコースターに置くと、私に「おめでとう」と言った。

「私、誕生日じゃないですよ」

　心当たりがなく、思わず首をかしげてしまう。

　あ、もしかして。

「モデルの件がひと段落したからですか？」

　それなら桜庭さんもだろうと、おめでとうの言葉を返そうとしたら。

「蓮井の父親のことだよ」

　桜庭さんは、わずかに笑んでまたビールを口にする。

　そこに、店員さんがコースの夏野菜のサラダを運んできて、テーブルの上に並べる。私はサラダに手をつける前に、父が私の写真を見ていたことを話した。

　看護師さんから聞いたこと。父が居心地悪そうに背を向けたこと。それから……前より、父の存在を恐ろしいと思わなくなったことも。

「父の口から想いを聞いたわけでもないんですけど、今の私にはそれだけで十分なんです」

　あとは、少しずつ進めたらいい。

　そう告げると、桜庭さんは目を細めて、優しげな雰囲気をまといながら、嬉しい言葉をくれた。

「プロジェクトをスタートさせた頃より、いい表情になったな」

　それから私たちはディナーに舌鼓を打ちながら、他愛ない会話を楽しんだ。

　最後にデザートがテーブルに置かれる。透明の涼しげなお皿に乗ったジェラートを食べようと、スプーンを手にした時、食後のコーヒーを飲んでいた桜庭さんが、私を見つめながら唇を開いた。

「そういえば、日宮とは……」

「壮介君？」

　彼がどうかしたのか。桜庭さんの言葉の続きを待ったけれど。

「いや。なんでもない」

　なぜか桜庭さんは、なにか言いたそうに唇を開いた後、迷うようにしてから話を終わらせ、視線をコーヒーに落とした。




「送ってく」

　ディナー代を払ってくれた上、そう言ってくれた桜庭さん。最初は悪いからと断ったけれど、「どうせ方向は一緒だ」といつかと似たようなことを言われてしまい、私は今また桜庭さんの隣に座って流れる夜景を見ていた。

「ステーキ、おいしかったですね」

「オススメだって言っただろ？」

「はい。お店も雰囲気いいし、気に入っちゃいました」

　以前、残業して桜庭さんに送ってもらった時は緊張していたけれど、今日までプロジェクトや父のことでたくさんお世話になったからか、話題を探さなくても自然と言葉が出るようになっていた。

　……もちろん、彼を想うがゆえの別の緊張はある。今だって、フロントガラスの先を見つめる桜庭さんの横顔に、ドキドキしているし。

　車は夜の街を走り抜けていく。

　だんだんと見慣れた景色が増えてきて、もうすぐ家に着いてしまうのだと思うと少し寂しい。桜庭さんとはまた会社で会えるのに、そう感じるのは、やっぱり私が彼を特別に想っているからだ。

　本当に久しぶりに、誰かを心から想うことができた。それが桜庭さんだなんて、高嶺の花もいいところだけど、誰かを想うことに逃げ腰だった私には大きな進展。

　やがて、ゆっくりとブレーキがかかり、車が停まる。私の住むアパートに到着してしまったのだ。

「ありがとうございました」

　桜庭さんと過ごす時間が終わってしまうことに未練を感じながら、シートベルトを外す。

　すると、桜庭さんが「蓮井」と私を呼ぶ。視線を彼へと移すと。

「変われたかどうか、試してみるか？」

　桜庭さんは言いながら、私に手を差し出した。

　応接室での出来事を思い出し、彼がなにを試そうとしているかを悟る。案の定、桜庭さんは「ほら、手」と催促してきた。

「た、試すもなにも、前もしたじゃないですか」

　桜庭さんの手に触れるのは嫌じゃなかった。それは今だって変わっていないはず。……でも、前と今とでは私の気持ちが変わっている。だから、どちらかというと触れたい気持ちはあるけど、意識しすぎてどうなってしまうかわからないわけで。

　恋愛経験の少なすぎる私としては、どうしたらいいのかと半ばテンパり気味に考えあぐねていたら……。

「それなら、その先に進んでみるか？」

　提案の言葉を発した直後――桜庭さんの手が私の頬に伸びてきて、温かな指先が優しく触れる。彼の澄んだ瞳は私をまっすぐに見つめていて、その距離が少しずつ縮まっていく。

　鼓動がひどく高鳴って、私は、呼吸をするのも忘れたかのように固まっていた。

　もう、子供じゃない。経験がなくたって、この先になにが待ってるかなんてわかる。それに、相手は桜庭さん。心に想う人だから、このまま受け入れたいと……そう、思うのに。

　これは、なんのキスなのか。

　心の片隅に浮かんだ疑問が、一気に私の中を駆けめぐる。

　試しだと言うなら、そんな軽いものを受け入れて、私は後悔しない？

　お互いの吐息が触れ合うほどの距離。あと数ミリで唇が重なりそうになった瞬間、私は桜庭さんの肩に手を当ててグッと押しのけた。

「ダメ、です」

　そして「ごめんなさい」と告げ、車を降りる。

　桜庭さんがどんな顔をしていたかはわからない。見る勇気がなかったから。

　ドアを閉めて、トランクから荷物を取って。私は再度「ありがとうございました」と頭を下げてから、逃げるように家の中に入った――。










予想もしてなかったのです




「そうですね、そのＰＲ方法でお願いします」

　雑誌社の担当さんと電話での確認作業を終え、受話器を置く。そして息を吐くと、まるで癖になっているように、私は視線を桜庭さんへと移した。

　桜庭さんは打ち合わせ用のデスクで、深水さんとデザイン画を見ながら話し込んでいる。

　……あれから、桜庭さんからはなんのリアクションもない。

　私もどうしていいのかわからず、身動きの取れないまま日々は過ぎていき、気付けば、夏の暑さは本格的なものへと変わっていた。

　視線を自分のパソコンに戻す。画面にはダイレクトメール作成のために呼び出した顧客管理表。私はそれをぼんやりと見つめながら、桜庭さんにキスされそうになった時のことを思い返していた。




　あの後、私は家に戻ってから、かなり後悔したのだ。

　桜庭さんに触れられた時、怖くはなかった。それはきっと、相手が桜庭さんだから。

　彼は信用できる人。クールなところはあっても、私を傷つけるような人じゃない。それどころか私を助けてくれてきた。だから、私にとって彼は特別な人になったのだ。

　でも、あれでは桜庭さんを拒絶したみたいで……。多分、桜庭さんもそう受けとったはず。

　だけど、今さら『嫌じゃなかった』なんて説明するのも恥ずかしい。

　ホント……どうしたらいいんだろう。

　仕事では今までと同じように関わってはいるものの、やはり私と桜庭さんの間には距離ができたように、どこかギクシャクしていた。

　人に気付かれないようにため息を吐き出すと、オフィス内にお昼のチャイムが響き渡った。それを合図に、仕事モードだったフロア内の空気が緩む。

　いそいそと立ち上がる女子社員の手にはお財布がひとつ。彼女たちは今日の定食の話をしながらオフィスを出ていった。

　このビルには社員食堂がある。私も何度か利用したけれど、美咲がリラッサンテを気に入っているので、数えられる程度しか行ったことがない。

　ちなみに、今日は美咲が外に出ているため、ひとりランチの予定だ。

　久しぶりに社食で食べようかと、鞄に手を入れ、お財布を取ろうとした時、隣でまだパソコンと向き合っている壮介君に声をかけられた。

「ねー、柊奈さん。今日は相方いないの？」

　相方とは、美咲のことだろうと解釈して私は頷く。

「うん。お店まわってるみたい」

「じゃあ、一緒に飯行く？」

　キーボードから手を離し、壮介君は微笑みながら私を誘ってくれた。断る理由もない私は、二つ返事で壮介君の誘いに乗って、彼とふたりでビルを出た。

　いつも壮介君は数少ない同期の男性とランチに出ている。どうやらその彼も今日は外出しているようで、彼らが普段から利用しているお店に行くことになった。

　リアライズの三軒隣のビルの地下。そこに、壮介君がいつも行っているというダイニングバーはある。お店は知っていたけど、入るのは初めての私。どうやらエスニック料理がメインらしく、入店するとすぐに香辛料の香りが鼻をくすぐった。

　店内はあまり広くはないようで、満席気味。店員さんがやってきて、待ち時間が発生していることを説明してくれた、その時。

「蓮井ちゃん、日宮！」

　店内から声がかかって、私たちはそちらに視線をやる。すると、スタイリッシュな店の奥、四人掛けのテーブル席で、こちらに向かって手を上げる深水さんの姿が見えた。

「よかったら相席しよう」

　そう提案してくれた深水さんに、壮介君が「ラッキー」と口にする。

　確かに、ラッキーだよね。待ち時間なしになったもの。

　だけど、深水さんの向かい側に座っている人。今は背を向けているけれど、完全に〝彼〟な気がするんです。

　壮介君とふたりで奥のテーブルへと足を進め、「い、いいんですか？」と確認すると、深水さんはニコニコしながら首を縦に振る。

「もちろんいいよ」

　そして、向かいに座る男性を見て、予想できていた名を口にした。

「ね、桜庭」

　桜庭さんは私と壮介君をチラリとだけ見て。

「別にかまわない。早く座れ」

　そう促し、手にしていたメニューに目を通す。

「やった。深水さんの奢り～」

　嬉しそうに桜庭さんの隣に座った壮介君。

「そこは桜庭でしょ？」

　目を細めて楽しげに桜庭さんに矛先を向ける深水さん。

「指名されたのは深水だろ」

　クールにお断りする桜庭さん。

　そして、桜庭さんの前に座ることになって、少々ぎこちない私。

　とりあえず壮介君のオススメしてくれたエスニックチキンプレートを頼んで、深水さんと壮介君が交わす会話にどうにかついていきながら、落ち着かない気分で食事をした。時々、会話の流れもあって桜庭さんと視線がぶつかったりもしたけれど、私は慌てて視線を外してしまっていた。

　――でも、そんなのは私だけ。桜庭さんの態度はいたって普通。平然としているものだから、少しだけ、がっかりしてしまう。

　意識しているのは私だけなんだと。

　やっぱり、試しただけ……だったんだろう。

　そもそも、桜庭さんみたいな人が、私のことを意識するわけがないんだ。高望みはやめよう。そうすれば、落ち込むこともない……なんて、後ろ向きな考え方だよね。

　もしかしたら、私が恋愛に臆病なのは父のせいじゃなく、私が弱かっただけなのかもしれない。父を理由に〝恋〟から逃げていたのかも。




「はー、おいしかった。柊奈さん、どうだった？」

　店から出て、会社に戻る道中。桜庭さんと深水さんが並んで歩き、その数歩後ろを私と壮介君は歩く。

「おいしかった。今度美咲にも教えなくちゃ」

　答えて、私は前を歩く桜庭さんの背中を見つめた。

　キスをされそうになったことは、もう忘れたほうがいいのかも。からかわれた類だと思って、今まで通りに接する。桜庭さんが普通なら、私もそうあるべきで――。

「さっきから、桜庭さんのことばっか見てる」

　仕事のためにも、心を入れ替えようと考えていた私の耳に届いた壮介君の声。それが、まさに今、頭の中にめぐらせていた人のことで動揺してしまう。

「そ、そんなことは」

　ないよと言い切る前に、壮介君が「あるよ」と口にする。

「オレも、柊奈さんのこと見てるんだし」

「な……」

　ストレートな言い方に、私はちょっとだけ頬が熱を持つのを感じた。

　言葉にできず、口をパクパクさせていると、壮介君は小さく笑って、皮肉交じりに言う。

「素直でしょ？　オレ。誰かさんと違って」

　そう、だね。私、素直じゃない。本当は、聞けばいいんだ。試しだったのかって。

　伝えればいいんだ。自分の気持ちを、ありのままに。

　だけど、なにかが壊れてしまうのではないかと思うと、足かせでもつけられたように動けなくなってしまう。

　壮介君はもしかして、私の気持ちに気付いてるのかな？

　……だとしても、彼に相談するなんてひどいことはできない。その前に、ちゃんと壮介君に返事しないと……だよね。壮介君に告白された時とは違って、私の気持ちは桜庭さんに向かってしまってるんだから。

　今日、少し時間をもらえるか聞いてみようかと考えた直後、壮介君が「まだ、内緒だけどさ」と小声で話し始める。

「桜庭さん、海外行ってそっちで仕事するんだって」

　桜庭さんが海外で仕事。そのキーワードに、私は思い当たることを口にする。

「それって、出張でしょ？」

　それなら私もチラリと聞いた。来週から二週間ほどバイヤーと一緒にニューヨークに行くのだと。そのことかと思ったのだけど、壮介君は首を縦にも横にも振らず、唐突に、予想もしなかったことを教えられた。

「表向きはね。でも、ホントは違うんだって。桜庭さんは、そのまま帰ってこないんだってさ」

　桜庭さんが、帰ってこない？　理由は？　会社を辞める、ということ？

　疑問ばかりが沸いてくる。

「……桜庭さんから聞いたの？」

　壮介君に確かめても、彼は前を歩く桜庭さんの背中を無言で見つめるだけ。

　誰から聞いたかは話せないのかもしれないと思い、私はそれ以上追及するのをやめて、夏空の下にそびえ立つ、涼しいオフィスビルの中へと入っていった。




　桜庭さんがいなくなる。

　突然、知らされた迫る別れの時。

　いつも会社で会えて、それが当たり前だったけど、そうじゃなくなるんだ。

　なにごとにも終わりはある。

　その日、眠れたのは空が朝焼けに染まってからだった。










解いてくれたのです




　朝が来て、カーテンを開けて、窓の外の景色を眺める。今日も空は青く晴れ渡り、暑くなりそうな予感をさせていた。

「支度、しないと」

　私しかいない部屋でひとりつぶやき、顔を洗いに洗面所へと向かう。

　ここ数日、朝食は喉を通らなくなってきていて、私は今日もミネラルウォーターだけ飲んで済ました。

　食が細くなった原因は明確。数日前に壮介君から聞いた、桜庭さんが海外へ行ってしまう話。それが、私の心に重くのしかかっているからだ。

　心は空のように晴れないまま身支度を整え、いつもと同じ時間に家を出る。同じ時間の電車に乗って、会社に向かって、オフィスに入れば……。

「おはよう、蓮井。明日午後からレセプションの打ち合わせ入れるから、あとで通知送る」

「わかりました」

「よろしくな」

　桜庭さんも、いつも通りなのに。

　もう、あと少しでいなくなってしまうなんて。




「プロジェクトはどうなるんだろう」

　定時も過ぎ、残業の合間の休憩中。フロアの一角にある休憩コーナーで、私は壮介君とふたり、椅子に腰かけながらコーヒー片手に声をこぼした。

「そのあたりは、しばらく海外から指示があるんじゃない？」

　私の問いに答えた壮介君は、そのまま話を続ける。

「まあ、実質的にはほぼメインの広告は終わってるし、あとは柊奈さんが街中に貼り出されるまでの調整だろ？」

　グランドオープンに向けては全体で動くし、桜庭さんがいなくてもどうにかなる。そんなふうに聞こえて、私は相槌さえも返せなかった。

　確かに、桜庭さんが海外に行ってしまっても会社はまわる。ブランドマネージャーというポジションは重要だけど、それも代わりはいるのかもしれない。でも、私個人にとって、桜庭さんの代わりになりえる人は……いないのに。

　たとえ、想いが叶わないとしても、彼の近くにいたいと願ってしまう私は、わがままなんだろうか。

　桜庭さんのいない日常を想像して、なんだか少しだけ泣きそうになる。それを、唇を噛みしめることで留めていたら……。

「柊奈さん、前に聞いたよな。オレがアルモにバイトとして入った理由。あの時、柊奈さんがいたからって言った冗談さ……冗談じゃないんだ」

　急に、壮介君が話題を変え、真剣さを漂わせた笑みを浮かべて、そう言った。

　アルモ……私たちが働いていたショップで働くことになった理由が、私？

「……っていう、冗談でもなくて？」

「ないって。ホントだよ。柊奈さんは覚えてないかもしれないけど、オレ、柊奈さんに接客されたことあるんだ」

　彼の話によると、どうやら私がまだ新米の頃に壮介君は来店したらしい。そこで、私が接客についたのだけど……。

「すんごい新人オーラ出てて、最初はオレひとりで決めるからいいよとか思ってたんだけどさ」

　壮介君は思い出しているのか、クスクスと笑いながら語る。

「オレのこと考えて、一生懸命で。買わせようと適当なこと言う店員も多いから、嬉しかったっていうか……この人の選ぶ服なら買いたいって、思えたんだ」

「そうだったんだ……ありがとう。っていうか、覚えてなくてごめんね」

　あの頃はお客様の顔を覚える余裕もまだなかったんだよね。本当、ド新人だったなぁ、私。

「いいよ。オレ、その後買いに行ってないし」

「えっ、そうなの？」

「うん。客になるより、一緒に働いてみたいって思ったから。だから、その頃していたバイトがひと段落ついたところで、アルモに面接を申し込んだんだ」

　壮介君はそう話すと、コーヒーを一口飲み込んだ。

「働いて、柊奈さんがどんな人か知っていって。気付けば、なんか気になって」

　壮介君の大きくてキレイな瞳が、私を見つめる。

「好きになってた」

　これでもけっこう片想い歴が長いんだと冗談めかして言われ、私はどう返していいのかわからず、曖昧に微笑み、うつむいてしまった。

　壮介君の告白に、想いに、私の心が反応して、トクントクンと胸が高鳴る。

　だけど……こんな時でも私の心には、桜庭さんがいて。今さらながら、自分がどれだけ桜庭さんを想っているのかを思い知る。

　もうこれ以上、壮介君を待たせてはいけない。ちゃんと返事をしよう。

　言うなら今だと、私が唇を開きかけた時――。

「はい、真面目な話はここまで。そろそろ仕事、戻ろうよ」

　明るい声を出して、壮介君が立ち上がる。

「あの、壮介君――」

　答えを引き延ばすのはよくないと思い、声をかけたのだけど、壮介君は私がなにを言おうとしているのか感じ取っていたんだろう。

「ごめん柊奈さん。もうちょっと頑張らせてよ」

　困ったように微笑んで言うと、私を残し、自動販売機の冷却音が響く休憩コーナーから去っていった。




　それから、大きな変化もなくさらに日は過ぎていき、いよいよ桜庭さんがニューヨークへと発つ日がやってきた。

　桜庭さんからはなにも聞かされていないまま。どうやらそれはみんな同じようで、昨日の夕刻、桜庭さんは深水さんをはじめとした社員の人たちに、お土産を催促されていた。桜庭さんは『遊びで行くんじゃないから』と面倒そうに答えていて、私にはそれが、帰ってこないことを遠まわしに告げているように思えた。

　壮介君は内緒だと言っていた。だから昨日、『いない間は日宮と対応を頼む』と言われた時も、確かめることもできず……。

『気をつけて行ってきてくださいね』

　そんな言葉しか、出せなかった。




「柊奈さん、休憩入るって」

　壮介君からの伝言に、私は頭を上げた。

　今日は既存ブランドの展示会準備のため、壮介君や他のスタッフと一緒にショールームに来ている。

　私は明日配るノベルティの準備をしていた手を止めて、腕時計を見た。

　十二時三十七分。桜庭さんが日本を発つ時間まで、あと四時間もない。

　もう会えなくなるのなら、せめて見送りたかった。桜庭さんの口から話してほしかった。

　別れの時間が迫れば迫るほど、想いが強くなる。だけど、仕事を投げ出すことはできない。

　桜庭さんだって、発ってからもしばらくはリアライズの社員として動くはず。会えなくても、まだつながりは切れない。まだ、切れないけど……。連絡だってつくだろうけど……。いつかは、それさえもなくなる。

　そう考えると、みんなで食べるおいしい昼食も、なかなか喉を通らなかった。それでも必死に噛んで、飲み込んだけど、頼んだランチは半分しか食べられず、みんなに体調が悪いのかと心配されてしまった。私は「大丈夫です」と答えて、みんなと共にショールームに戻る。

「よし、早めに終わるようにピッチ上げてこう！」

　誰かが言って、各自また準備作業を再開する。

　チラリと腕時計に目をやれば、時刻は一時四十分を過ぎたところだった。

　……せめて、電話だけでもしようかと思い立った時、私の隣に壮介君が立った。

　壮介君はノベルティに手を伸ばし、作業を始める。

「ひとりでできるよ？」

　壮介君だって自分の仕事があるはずだ。だから手助けはいらないと言おうとしたら。

「行ってきなよ」

「……え？」

「成田。今ならまだ間に合うでしょ」

　壮介君は私を見ず、ノベルティに視線を落としながら声にした。

　行ってきなって……そんなこと、言われても。

「仕事、投げ出せないよ」

「投げ出さないと、後悔するんじゃない？」

「そう……かも、しれないけど……」

　壮介君が、背中を押してくれている。

　それはとても珍しいことで、今動かないといけない気に十分させられた。

　でも、社会人としての理性が、駆け出そうとするあと一歩を縛りつけて動けない。

「オレが好きになった柊奈さんは、誰かのために一生懸命な人だけど、たまには、自分のために一生懸命になってもいいんじゃない？」

　いつも意地悪な壮介君が、柔らかい笑みを浮かべる。

「大丈夫。今日だけ特別、オレがフォローしとくから……行っておいでよ」

　強く、優しく、私の足を縛りつけていたものを解いてくれた。










別れの時、です




　間に合うか、間に合わないか。

　搭乗時間を考えればギリギリだったけど、それでもできる限り急いで成田空港へと向かった。

　幸いにもトラブルもなく空港に着いた私は、ニューヨーク行きのゲートがある第二ターミナルを目指す。大小様々なスーツケースを引いて歩く人の間を縫うように進んで、国際線出発ロビーに到着すると、私は呼吸を乱しながら辺りを見回した。

　広すぎて、パッと見ただけでは桜庭さんの姿が探せない。

　私は急いでスマホを手にし、桜庭さんに電話する。

　実は、ここに来る前も一度電話を入れた。けれど、電源を切っているのか電波がないのかでつながらなかったのだ。

　今度こそつながって！

　願ってみたけど、虚しくも再び留守番電話のメッセージが流れるだけ。

　時計を見れば、もう十五時半を過ぎていた。

　航空会社のチェックインカウンターに視線を走らせても、桜庭さんの姿はなく、私はスマホを手にしたまま、出国審査が行なわれているエリアに移動した。ここを桜庭さんが通ってしまっていたら、もう会えない。

　気持ちばかりが焦るせいで視点が定まらず、桜庭さんがいたとしても、ちゃんと見つけられるかも怪しくなってきた。

　いっそ、彼の名を叫んでしまいたいほどの焦燥にかられた瞬間――。

「蓮井」

　桜庭さんの声が、聞こえた気がした。

　もしかしたら幻聴ではないのかと、不安な気持ちで彼の姿を探し、振り返ると……。

「どうしてここにいるんだ？」

　そこに立っているのは、確かに桜庭さんだった。

「さく、らばさん……よかった……」

　まだ、いてくれた。

　気が緩み、鼻がツンとなるのを感じて、私は唇を噛みしめた。

　そんな私を桜庭さんは不思議そうに見つめ、仕事でトラブルでもあったのかと問いかけてくる。

「違うんです。仕事は順調で、順調じゃないのは私の心で……」

　どうやって伝えたらいいんだろう。話したいこと、聞きたいこと。ここに来るまでに、いろんな言葉が浮かんでいたはずなのに、桜庭さんを前にしたら、全部わからなくなってしまった。

「父親となにかあったとか？」

　聞かれて、私は頭を振る。

「ないです。桜庭さんのおかげです」

　そう、だ。伝えたいのは、ありのままの気持ち。

　臆病だった私を変えてくれた桜庭さんに、うまくなくてもいいから、素直な想いを伝えよう。

「桜庭さんがいたから、ぶつかれたんです。進めたんです」

　桜庭さんは、話す私をただ黙って見つめていて、その涼しげな瞳に、心臓がこれでもかというほど激しく高鳴る。

「すごく、感謝していて。桜庭さんは私にとって特別な人、なんです」

　だから、ここまで来た。

「それを、会えなくなる前に、ちゃんと伝えたかったんです」

　たとえ受け入れてもらえなくてもいいから。

「……特別、な」

　私の言葉に、桜庭さんは緩く口の端を上げた。

「それって、つまりどういうことだ？」

「どういうって……」

　そんなのひとつしかない。というか、桜庭さん絶対わかって聞いている。だって、微笑みがなんだか意地悪だ。でも……ちゃんと、伝えないと。

「つまり、桜庭さんのことが……」

　その先の言葉はたった二文字。それを口にするのが、こんなにも勇気がいるなんて知らなかった。

　桜庭さんが相変わらず余裕そうに私を見つめる中、私は息を吸い込んで……。

「好き、です」

　顔が真っ赤になるのを感じながら言った――直後。

「やっと聞けた」

　桜庭さんが、嬉しそうに微笑んだ。

「蓮井にしては、早いほうだったな」

　そう言うと、私の頭をくしゃりと撫でる。もちろん、触れられることに嫌悪感はない。それよりも……。

「私の気持ち、知ってたんですか？」

　聞けば、桜庭さんは小さく肩を揺らして笑う。

「お前が言ったんだよ。ぶつかりまくって変われたら、オレに好きだって言いに行くって」

　……え。

「ええええっ!?」

　空港のロビーに私の声が響き渡り、私は慌てて両手で口元を押さえた。桜庭さんは呆れながら、私の腕を引いて壁際に寄る。

「い、いつですかっ」

「テキーラで泥酔した日、蓮井の家で」

　あああああ、あの時、私そんなことを!?　でも、それを聞いてやっとつながった。桜庭さんが『待ってる』と言っていたのが、なにを指していたのか。

　ま、待ってよ。じゃあ……車の中でキスされそうになった時も……桜庭さんは、私の気持ちを知っていて、しようとしていたことになる。

「ひ、ひどいですよ、桜庭さん」

「なにが」

「だって、私の気持ちを知りながら、キスで試そうなんて……」

「試し？　誰がそんなこと言った？」

「へ？　でも、手に触れるのに試してみるかって……」

「手、だろ。オレはその先に進むか聞いたんだ。試しだとは言ってない」

　きっぱりと桜庭さんが断言したところで、ロビー内にアナウンスが流れる。

「ユナイテッド航空７９２７便、ニューヨーク行きは、ただ今より搭乗を開始します」

　それは、桜庭さんと過ごせるタイムリミットを告げるもの。

　さよならなんて嫌だけど、桜庭さんには桜庭さんの人生がある。引き止めるなんてできないし……ちゃんと、伝えられたから。

「あの……お世話に、なりました」

　私は、深く頭を下げた。

「……は？」

　……なんだか今、桜庭さんが訝しげな声を出した気がする。

「リアライズ、辞めるのか？」

　しかも、よくわからない質問をされている気がする。

　つながらない会話に、私が下げていた頭を上げれば、そこにはやはり訝しげな顔をした桜庭さんがいた。

「私は辞めませんけど、桜庭さんは辞めるんですよね？」

　答えると桜庭さんはさらに眉をひそめた。

「なに言ってんだお前」

「なにって、このまま日本に戻ってこないんでしょう？」

「誰が」

「桜庭さんですよ」

「なんでそうなる」

「だって、壮介君が……」

　言いかけて、私はハッと口をつぐんだ。

　内緒だって言われていたのに、私ってば壮介君の名前まで出してしまった。

　どうしようと慌てる私とは裏腹に、なぜか桜庭さんは「ああ、そういうことか」と納得がいったよう。

「うまく騙されたな、蓮井」

　そんなことを口にした。

「だま……され？」

「時間がない。そのあたりは日宮に聞けよ」

「は、はぁ……」

　返事をしてみたものの、どういうことなのかわからずに首をひねる私。すると、桜庭さんは柔らかい笑みを浮かべた。

「大丈夫、予定通り帰ってくる。もしも帰らないつもりだったら、お前を連れていくに決まってるだろ」

「……えっ？」

「問題あるか？」

　あ、あるようなないような？　というより、今のってどういう意味ですかっ？と、聞く勇気は、恋に臆病だった私にはまだ出せない。

「続きはまた、帰ったらな」

　桜庭さんはそう言って、私の頬にそっと手を添える。

「柊奈」

　そして、初めて私の名を呼び、顔を近付けると、かすめるように唇を重ね……。

「いってきます」

　呆然とする私に甘く不敵な笑みを残し、出国審査の入り口をくぐっていった。

　心臓が、壊れそうです。










大好きです




　電話口で壮介君は笑っていた。

《バレた？》

　悪びれた様子もなく、いつもの調子の彼に私はため息をついた。

　でも、それだけ。壮介君が嘘をついたのは、私のためだとわかったから。

「ありがとう」と伝えると、壮介君は少し悲しそうに《どういたしまして》と答え、最後に――。

《オレを選ばないとか、柊奈さんホントバカだよね》

　ふざけた口調で悪態をついて、私に向けてくれていた想いをしまい込んだ。




　それから二カ月後――。

　私は私なりの忙しい毎日を送っている。

　壮介君とは以前のように、先輩と後輩の関係としてうまくやっていた。

　まあ、相変わらずの毒舌に困ることもあるけど、彼なりにじゃれているんだろうと思うようにしている。

　美咲は、秘書君ともお医者様とも別れ、今は新しい彼氏とラブラブ。今日のランチも恋の話に花を咲かせたっけ。

　そして、とりあえず退院できた父との関係は、少しずつだけどよくなっている。頻繁には会いに行けないけど、休日にはできるだけ父の家に顔を出しに行っていた。毎回、『暇なのか』とか『また来たのか』とか言われるけど、あまり気にしないようにしている。なんとなくだけど、看護師さんが言っていた〝不器用パパさん〟の意味が私にもわかってきたからだ。

　これは、今だからわかること。子供の頃の私には感じ取れなかった、父の不器用さだ。

　実は今日も父の家に行っていて、今もその帰り。

　夏の盛りもそろそろ落ち着き始め、ファッション業界はすでに冬に向けて動いている。こうして歩きながら見るショーウィンドウのアイテムも、すっかり夏の面影はなくなっていた。

　リアライズの新ブランドＣａＮ Ｄｏも先日無事にオープン。売り上げも好調で、本社も活気づいている。おかげで、桜庭さんも絶好調に忙しいようで……。

「柊奈！　悪いな、遅れた」

　休日のデートも、休日出勤をこなした夕刻からとなっている。

「大丈夫です。私も今着いたところだから」

　待ち合わせ場所に現れた桜庭さんに、私は微笑んで返す。

「とりあえず飯行って、それからうちに行くか。それとも、他に行きたいところあるか？」

　問われて私は頭を振った。

　いつもと同じだけど、それでかまわない。行きたいところは特にないし、忙しい時は、できるだけ休ませてあげたいから。

「それじゃ行くか」

　桜庭さんはそう言うと、自然な流れのように私の手をとり、指を絡める。

　ようやく慣れてきた手をつなぐ行為と彼の体温に、トクリと心臓が反応して、私からも、キュッと握り返した時だった。

「あの子、結局正体掴めてないらしいねー」

「そうなんだ。かわいいよね。名前くらい知りたいな」

「ＣａＮ Ｄｏの店員さんにも聞いたけど、店員さんも知らないんだって」

　買い物帰りの若い女性ふたりの会話が聞こえて、私はギクリとしてしまう。桜庭さんも聞こえていたのか、クスッと笑って、からかうような視線を私によこした。

「だってさ」

　実は、ずっと見ないようにしていたのだけど……。今から渡ろうとしているスクランブル交差点の向こうには、ＣａＮ Ｄｏの巨大広告看板が飾られているのだ。私がモデルとして起用されている、あれが。

　広告は世間に発表されてすぐに反響があった。モデルの正体がわからないというのがスパイスになっているようで、雑誌社からも商品掲載と共に、モデルの正体を話題にしたいという話を何件ももらっている。

　社長は、正体を明かさなければ宣伝として使えるからと、モデルについての記事を掲載することを許可していて……。信じられないことに、今では、あのＫＡＯＲＩさんよりも話題になっていたりする。

　チラリと看板を見れば、そこには私じゃない私がいて。

「知らないほうがいいですよ」

　そうこぼすと、桜庭さんは「そうだな。本当の柊奈を知ってるのは、オレだけで十分だ」と、さらりと甘い言葉を吐くものだから、私はスクランブルのど真ん中で頬を赤らめる羽目になった。




　夕食を済ませ、桜庭さんの家にお邪魔すると、彼はソファに腰かけている私に冷たいアイスコーヒーを作ってくれた。

「ありがとうございます」

　お礼を口にしながら受け取り、一口飲んでからテーブルに置く。

　桜庭さんが私の隣に腰を下ろすとソファがわずかに揺れ、次いで、彼の指が私の髪に触れるのを感じた。

　こうされるのは初めてじゃないけれど、照れくささはどうしても込み上げてきて。それを隠すように、私は広告の話を持ち出した。

「あの広告、そろそろ外されますよね？」

「ああ。今月中までの契約だからな」

　答えながらも、桜庭さんの手は私の髪をくるくると絡めとり弄もてあそんでいる。

「そしたら、少しはマスコミの探ろうとする動きも静かになりますね」

「どうだろうな。社長はもう一度お前を使うことも考えてるみたいだけど」

「えっ!?　それ、本当ですか？」

「本当だよ。でも、一応オレが断っておいた。お前、やだろ？」

　確認されて、私は即座に頷く。

　すると、ようやく桜庭さんの指が髪から離れ、自分のコーヒーカップを掴んで、そのまま口に運ぶ。

　その仕草ににじむ色気に見惚れていたら、うっかり視線がぶつかってしまった。桜庭さんは目を細め、「柊奈」と私の名を呼ぶ。

「な、なんですか？」

「オレは優しいから先に言ってやるよ」

　優しいとか口にしている割に、なんだか表情は楽しげで、少し嫌な予感がしながらも、桜庭さんの言葉を待てば……。

「キスするぞ」

　声にして、私の手を引いた。

　したいという懇願でも、してもいいかという質問でもない。するという宣告に、優しさはあるのだろうかと疑問に思いながらも、まだ彼と唇を重ねることにあまり慣れていない私は、身体を強張らせてしまう。

　でも、嫌なわけじゃない。怖いわけでもない。それを桜庭さんもわかっているから、私の身体をその腕の中に優しく閉じ込めた。

　彼の腕は温かいけれど、緊張もする。その緊張が、私を逃げたい気持ちにさせるのはいつものことで、顔をうつむかせて抵抗を試みた。

「我慢、してください」

　けれど、そんなのはまったくの無駄らしく、桜庭さんの右手が強引に私の顔を上向かせる。

「できない」

　拒否の言葉をささやいた直後、整った顔が近付き、ふわりと優しく唇が重なって離れた。続けて、もう一度同じように唇が合わせられて離れる。何度も繰り返される優しいキスの嵐に、私の心が甘く溶け始めていく。

「まだ言ってなかったけど、オレにとってもお前は特別だよ」

　桜庭さんが穏やかな声で気持ちを告げてくれた。

「柊奈が変わろうとする姿に、オレも励まされてた」

　私の額にこつんと彼の額をくっつけると、クールな目元を緩く細めて微笑んだ。

「それと……ずっと、あいつのせいで女を信じきれないとこがあったけど、柊奈なら信じられると思えた」

　あいつ、とは、ＫＡＯＲＩさんのことだろう。

　桜庭さんが初めて語ってくれた、彼の心につかえていたもの。教えてもらえたこと、信じてもらえていることが嬉しくて。

「私も……桜庭さんを信じてます」

　だから、触れたいと、触れられたいと思うの。

　臆病で逃げ腰だった私が、臆病なりにも前向きに恋ができたのは、あなただから。桜庭さんが好き。大好きです。

　その想いを伝えたくて、勇気を出して、自分からそっと唇を寄せる。桜庭さんの少し驚いた気配を感じたけど、それも一瞬のこと。

　彼は、私の唇を割るようにして深く唇を重ねると、強く私の体を抱きしめた。

　唇が、熱い。

　クラクラしそうな深い口づけに翻ほん弄ろうされていたら、ふと、唇がわずかに離れる。

「今日は……逃げないのか？」

　吐息交じりに聞かれ、私は少しだけ震える手を彼の背中に回して答える。

「逃げたく、ありません」

　その言葉に、桜庭さんは満足そうに目元を緩めて。

「愛してる」

　甘い声色で告げると、私の頬を心底愛おしそうに指で撫で、再び深く熱く唇を重ね合わせた。







特別書き下ろし番外編










ふたりのクリスマスです




「柊奈」

　名を呼び、私へと差し伸べられる彼の手。

　私はこの手が好きだ。私を支え、立ち上がらせてくれた大きくて優しい彼の手が。

　そっと自分の手を重ねると、互いの指が絡まりつながる。伝わる体温にどこか安心しながら、私に歩調を合わせて歩く桜庭さんを見上げた。

「今日はありがとうございました」

　少しの笑みと共に告げると、桜庭さんは前方に向けていた視線を私へと移す。瞳が柔らかく細められて、私の心臓はドキリと高鳴った。

「いや、オレも会えてよかったよ」

　口の端を緩く持ち上げ、そう言った桜庭さんは、再び視線を前へと戻す。

　反対に私は、さっきまでいた実家を頭だけで振り返った。




　父に会ってほしい。

　そう桜庭さんにお願いしたのは、二週間ほど前のデート中のことだ。

　リアライズブランドの新作スーツをスマートに着こなした桜庭さんと、バーのカウンターに座り飲んでいたら父の話になった。

『そうか、順調そうでよかったな』

『はい。あとは、病気のほうもよくなってくれればいいんですけど……』

　父と私の関係は、昔よりはるかにましになっている。会話は少ないけど、父から私に話しかけてくれたりするのだ。

　内容は本当にありきたりなもの。仕事のことだったり、ニュースのネタだったり。それでも、私と父にとってはかなりの進歩だ。

　でも、親子の仲を取り持つきっかけとなった病気のほうは、良好とは言えない状態だった。

　もちろん、退院して以降通院で済んでいるから最悪な病状ではないのだけど、視力の低下はいまだ進行し続けている。

　視力がなくなる前に、父が見たいものはなにか。私が見せておきたいものはなにか。

　そんな話を桜庭さんとしていた私の脳裏に浮かんだ〝見せておきたいもの〟。それは――。

『桜庭さん、お願いがあるんですけど……』

『なんだ？』

『父に、会ってもらえませんか？』

　私の恋人だった。




　この時のことを思い出すと、まだ恥ずかしさが込み上げてくる。

　桜庭さんにからかわれたんだよなぁ。『それはプロポーズか』って。

　もちろん、そんなつもりで言ったんじゃないから焦って否定したんだけど、そしたら今度は『それもひどいな』とか言われて。

　さらに慌てた私がうっかり口にした言葉が……『私はしたいと思ってます』だった。

　これには桜庭さんも一瞬目を丸くしたけど、私の顔が真っ赤になったのを見て笑って。

　それに対して私は頬に熱を持ったまま抗議すれば、桜庭さんはカウンターに肘を乗せて頬杖をついて頬を緩めると、その形のいい唇を動かして言った。

『オレもだよ』

　嬉しかった。桜庭さんが、ちゃんと私との未来を考えてくれていることが。

　私には桜庭さんしか考えられないから本当に嬉しくて、幸せで。

　今回、父に会ってもらう目的は違うけど、早くその時がくればいいなと願ってしまった。




　その後、桜庭さんは父に会うことを快諾してくれて今日に至った。

　父は私と接する時よりも幾分か柔らかい態度で桜庭さんに挨拶をしてくれたっけ。私の前ではめったに見せない笑みも見せて、お茶菓子を勧めてた。

　桜庭さんも終始穏やかに父と向き合ってくれて、短くはあったけど、いい時間を過ごせたと思う。

　なにより、父に桜庭さんを紹介できてよかった。

「夕飯食べに行くだろ？」

「はい」

　実家近くの駐車場に停めてあった桜庭さんの愛車に乗り込むと、私たちは以前桜庭さんと行ったアジアンレストランに向かう。

　住宅街を抜け、夕日を受けながら車を走らせること三十分。

　空が薄暗くなり、もうすぐ目的地というところで視界に飛び込んできたのは、色鮮やかなイルミネーションだ。

　車道脇に連なる街路樹を彩り、光り輝く光景は、クリスマスの訪れを知らせている。

「キレイですね！」

　本社の周りも多少イルミネーションで飾られているけれど、ここまで本格的なのを見たのは今年初めてで声が高くなってしまう。

　時折思うんだけど、普段とは違う景色が見られるのってなんだか贅沢だ。

　信号がちょうど赤になり、ブレーキを踏んだ桜庭さんも、街を華やかに盛り上げているイルミネーションに視線をやった。

「クリスマスか。確か今年は平日だったな」

「はい。土日だったらよかったですよね」

　そうなのだ。今年のクリスマスは残念ながら金曜日で、当然、私も桜庭さんも仕事。だから、一緒に過ごすことはできないだろうと半ば諦めていたのだけど。

「……定時に上がれるように調整できるか？」

「え？」

「クリスマスだよ。定時なら飯くらい行けるだろ？」

　まさかのお誘いに、私は瞬きを繰り返す。

「い、いいんですか？」

　思わず確かめてしまう私に、桜庭さんは「もちろん」と小さく笑った。

「頑張って調整します！」

　大好きな人と過ごす初めてのクリスマスのために。

　嬉しくて頬を緩める私を見て、桜庭さんも柔らかく目を細める。

「なに食べたいか決めておけよ」

「なんなら好きなところ予約してもいいぞ」と言われた私は笑みを浮かべながら頷いた。




　その日、帰宅した私はさっそくネットでお店をチェック。以前から行きたいと思っていたお店をいくつかリストアップして翌日連絡してみたけど、クリスマスぎりぎりのためにどこも撃沈だった。

　昼休み、いつものごとく美咲とリラッサンテでランチをしながら、そのことを話していたら美咲が言った。

「それなら、空きが出るから安心して」

「え？」

　彼女はラビオリが盛られたプレートにフォークを置いて、スマホを取り出した。そして、タップして操作すると耳に当てる。

「あ、二十五日に予約している岡沢と申しますがー。すみません、私行けなくなったので、代わりに友人の分の予約を入れてもいいですか？」

　まさかと思うのと同時に、美咲は私の苗字を口にした。

「はい、お願いしますー」

「失礼します」と最後に添えてスマホをテーブルの上に置くと、美咲は私に笑みを見せる。

「クリスマス、楽しんでね」

　親友の心遣いに、私は深く感謝しながら頷いて。

「ありがとう、美咲」

「どういたしまして。ほら、食べちゃお」

　落ち込み気味だった私の心を一気に晴らしてくれた美咲とふたり、おいしいランチを堪能したのだった。




　――クリスマス当日。

「柊奈さんお疲れ。てか、時間大丈夫？」

　帰宅間際の壮介君に声をかけられ、私は苦笑いする。

　時間は大丈夫じゃないけど、こればかりは仕方ない。早乙女さんが昨日から高熱で休んでいて、フォローのため、予定外の仕事が入ってしまったのだ。しかも、こんな日に限って他の先輩たちは撮影対応で外だし。

「バッとやってダッシュで行くよ」

「桜庭さんはもう出たんだろ？」

「うん、先に行ってもらってる。壮介君も友達と飲むんでしょ？　遅刻しちゃうよ？」

　昼間、壮介君がこぼしていたクリスマスパーティーの話を思い出して口にした。

　すると彼は「あ、そうだった。じゃ、お先」と、私に軽く手を上げてみせる。

「お疲れ様」

　そう言って見送った直後――。

「ね、柊奈さん」

　壮介君が私を振り返る。

「もし、間に合わなくて桜庭さんと喧嘩とかになったら、オレに連絡して。飲みにおいでよ」

　普段見せない優しい笑みと、優しい言葉。

　そこに隠れている気持ちを見えない振りして、私はまた苦笑いを浮かべた。

「ありがとう。でも、喧嘩してもちゃんと仲直りするよ」

　大丈夫だということを伝えれば、壮介君は一瞬だけ寂しそうに微笑む。

「そっか……頑張れ」

「うん」

　今度こそ手を振って見送りながら、壮介君の気遣いに感謝し、すぐにまたパソコンに向き合う。

　チラッとパソコンに表示されている時間を見れば、十八時半を過ぎたところだった。

　お店の予約は十九時から。ダメだ、完璧間に合わない。でも、あと少しだから、せめて十九時半には着けるようにしよう。

　必ず終わらせる。

　そう心に誓い、桜庭さんに少し遅れることと、出る時にまたメールすることを連絡した私は、スマホをデスクの上に置くと、今日一番の集中力で仕事と向き合った。




「終わった！」

　ようやくゴールにたどり着いた私は思わず小さくガッツポーズした。

　どうにか十九時半には間に合いそう。

　そのことを心の中で喜びながらパソコンの電源を落とし、鞄を手にすると急いでオフィスを出た。

　普段なら先に化粧直しをするけど、今日はそんな余裕もないので足早に廊下を歩き、エレベーターのボタンを押す。

　一階にいたエレベーターが到着して乗り込むと、エレベーターに備え付けられた鏡で自分の姿をチェックする。

　やっぱり少しお化粧を直したいな。レストランに着いたらすぐに化粧室に行こう。桜庭さんと過ごす初めてのクリスマスだもん。少しでもキレイにして、桜庭さんと楽しみたい。

　そんなふうに思いながら、ささっと髪の毛を手ぐしで整えていたら。

　――ガタン。エレベーターが動きを止めた。

　一瞬、一階に着いたのかと思って扉が開くのを待ったんだけど……。

「あれ？」

　待てども扉は開かない。

　なにが起こっているのわからず瞬きを繰り返していた私の脳裏に、嫌な想像が浮かんでしまう。

　これ……まさか、故障じゃないよね、と。

　たまたま扉が開かなかったとか、そんな程度でありますようにと願いながら開くボタンを押すも、目の前の扉は固く閉じたまま。

「う、嘘でしょ？」

　焦りながら何度もボタンをポチポチと押してみても、やっぱり開かなくて。

「ど、どどどうしよう」

　まさかの事態に私は一瞬テンパるも、緊急用のボタンがあるのを思い出して、ためらいなくそれを押した。

　扉が開かなくなった旨を伝えると、すぐに来てくれることになり、私は腕時計を見る。

　もう、十九時半には間に合わないよね……。

　気落ちしながら、とりあえず桜庭さんに連絡しなければと、鞄に手を入れてスマホを探す――が。……ない。

　鞄の中からお財布や手帳を引っ張り出して確認したけれど、スマホは入っていなかった。

「あ！　デスクの上だ！」

　出る時に慌てていて、鞄にしまうのを忘れちゃったんだ。

　どうしよう。これじゃ桜庭さんに連絡できない。もう最悪だ。

　私は深くため息をついて、力なくしゃがみこんだ。

　……とにかく、ここを出たらスマホを取りにオフィスに戻って、桜庭さんに電話しよう。

　ごめんなさい、桜庭さん。クリスマスなのにこんなことになって。

　ごめんね、美咲。せっかくディナーの予約を譲ってくれたのに。

　狭いエレベーターの中、ひとり閉じ込められていると考えが暗くなっていく。

　音もなく、不安と焦りだけが募っていく中、ようやく外に人の気配を感じて私は少し安堵した。




　エレベーターの修理が終わった頃には、待ち合わせ時間から三時間も過ぎていた。

　オフィスに戻り、ようやくスマホを手にした私は急いで桜庭さんに電話をする。けれど、数回のコール音が虚しく響くだけで、桜庭さんは出なかった。

　踵を返しビルから飛び出して、ひんやりとした冬の空気を肌に感じながら足早に歩き、もう一度桜庭さんに電話しようとスマホに視線を落とした直後――。

「あっ！」

　ヒールがマンホールの穴にハマってしまい、勢いあまって転んでしまった。

「い、たたた……」

　痛む膝を押さえ、確認すると薄手の黒いタイツが破け、すりむいたところからは血が出ていた。

「も……なに、やってんだろ」

　桜庭さんと過ごす初めてのクリスマスなのに、エレベーターに閉じ込められて、連絡できなくて、遅刻して。しまいには転んじゃうなんて。

　しかも、いつかのようにまたマンホールの穴にヒールがハマってしまうなんて。

　以前のように支えてくれた桜庭さんは今、ここにはいない。そのことが私を寂しい気持ちにさせる。

　だけど、転んで痛がってる場合じゃない。早く桜庭さんに連絡しなくちゃ。

　そう思って、立ち上がろうとした私に――。

「本当、なにしてんだお前は」

　聞きたかった声と共に差し出された手は。

「……桜庭、さん……」

　愛しい人のもの。

「どうしてここに……」

「兄貴から連絡があったんだよ。ビルのエレベーターが故障して、閉じ込められてる奴がいるって」

　桜庭さんは私の手を取って立ち上がらせてくれると、あの日と同じようにマンホールからヒールを抜いてくれる。

「連絡つかないし、もしかしてと思って来てみたんだ。そしたら、お前がこけた」

「相変わらず鈍くさいな」と小さい笑みをこぼした桜庭さん。

　転んだところを見られたなんて恥ずかしいと思った矢先、グゥーと私のお腹が空腹を訴えて鳴いた。しかも、桜庭さんにもしっかりと聞かれていたようで、彼はクツクツと喉を鳴らして笑っている。

　は、恥ずかしい！

　今日は厄日だと赤くなった頬を両手で隠せば、桜庭さんは優しい眼差しを私に向けた。

「こんな時間までずっと閉じ込められてたんだ。腹も鳴るよな」

　そう言うと、歩けるか確認した。

　私が頷いてみせると、すぐそこに車を停めてあるらしく移動する。そして、車に乗り込むと、桜庭さんはエンジンをかけてハンドルを切った。

「……もう、お店閉まっちゃいますよね」

「そうだな」

「なんで階段使わなかったんだろ」

「普段から使ってないだろ」

「そうですけど、せっかくのクリスマスディナーだったし」

　それに、せっかく桜庭さんと初めて過ごすクリスマスだったのに。

　心の中でつぶやいて、街のネオンから視線を外し、手元に落とした時。

「来年また予約して行けばいい」

　桜庭さんの落ち着いた声に、私は弾かれるように顔を上げて桜庭さんの横顔を見た。

『来年』

　その言葉は、来年のクリスマスも一緒に過ごしてくれるという約束で。

　私は思わず頬をほころばせる。

「そうですよね。また来年がありますよね」

「ああ」

「……来年は、絶対に行きましょうね、クリスマスディナー」

　再来年もその次もずっとずっと桜庭さんと一緒に。

　そう願いながら声にすれば、桜庭さんは口元を優しく緩めて「そうだな」と同意してくれた。




　――それから、私たちは桜庭さんの住むマンションに向かうことになり、途中、コンビニで絆創膏と夕食、ケーキを買い、また車に乗り込んだ。

　その後、私はいつの間にか寝てしまっていたようで、気付けば桜庭さんのマンションに到着していた。

　部屋に入るなり私は大事なことを思い出し、コーヒーをいれてくれている桜庭さんに視線をやる。

「桜庭さんこれ」

「もらってください」と差し出した小さめの箱は、彼のためにと一生懸命選んだクリスマスプレゼントだ。中には彼の好きなブランドのお財布が入っていて、包装を解いた桜庭さんは目を細めて喜んでくれた。

「ありがとう。大切に使わせてもらう。ちなみに、オレのはもう渡してあるからな」

「え……？」

「左手」

　ふたり分のコーヒーをテーブルに置き、ソファに腰を下ろす彼に言われて視線を自分の左手に落とせば、いつの間にはめられていたのか、薬指には小さなダイヤモンドが並んだ華やかな指輪。

　私が驚き顔を上げると、桜庭さんは悠々と微笑んだ。

　優しい輝きを放つピンクゴールドのリングに触れる。

　多分、車内で私が寝ている間にそっと指にはめてくれたんだろう。その光景を想像すると、嬉しくて自然と頬が緩む。

「桜庭さん、ありがとうございます」

　気持ちを言葉にすると、なぜか桜庭さんは首を横に振った。

「それ、いい加減やめたらどうだ？」

「それ……って？」

　桜庭さんの言葉がなにを指しているのか理解できず、瞬きを繰り返しながら彼の向かい側に座る。そんな私に桜庭さんは「名前」とだけ口にした。

「名前がなんですか？」

　首を傾けると、桜庭さんはコーヒーカップに口をつけ、ガラステーブルに置きながら私を見つめる。そして、私の隣に移動してきたかと思ったら。

「一陽って呼べよ。いつまでも桜庭さんじゃ、そのうち困るだろ？」

　名前で呼ぶように催促した。

　実は、桜庭さんと恋人の関係になってから、そのことについて考えたことがあった。恋人なのに、ずっと苗字で呼ぶのもどうなんだろうって。

　だけど、職場が一緒だし、仕事中にうっかり名前で呼んでしまうことがあったらよくないかなとか考えて、まだしばらくは苗字呼びでいいやと納得してしまっていた。

　でも、桜庭さんが望むのなら、少し恥ずかしいけど、これからはふたりの時くらいは……って、ちょっと待って。

「困るって、なにが困るんです？」

　桜庭さんの言葉に疑問を感じて聞くと、彼はいたずらな眼差しで微笑む。

「近い将来、お前もなるんだぞ、桜庭に」

　私も、桜庭に。

　それは、もしかしなくても、け、結婚するという意味なのではっ？

「き、気が早いですよっ」

　プロポーズのようにも聞こえる言葉に、鼓動が早くなり、頬が熱くなる。

「お前のペースに合わせてたらじいさんばあさんになりそうだからな」

　桜庭さんはそう言って、私を両腕で引き寄せ抱きしめた。

　甘い雰囲気に気恥ずかしさを覚えながら、唇を動かす。

「私で……いいんですか？」

　桜庭さんの背中に腕を回しながら確認すると、私を抱きしめている彼の腕に少しだけ力が込められた。

「柊奈がいいんだよ。お前は？」

　内緒話をするようにささやかれて、私は勇気を振り絞る。

「私も……一陽さんが、いいです」

　名前のほうで呼ぶと、一陽さんは逃さないとばかりにギュッと力を込めて私を胸に閉じ込める。彼の温かさを感じながら、そっと窓の外に目を移すと、チラチラと空から降る細雪に気付いた。

「一陽さん、ホワイトクリスマスですよ」

　メリークリスマス。

　ささやき合い、私たちは寄せ合うように唇を重ねた。

　夜空から舞い散る雪のように、ふたり溶け合うように。

　恋から生まれた、穏やかな愛を育てるように。
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あとがき




　このたびは、『溺愛オフィス』をお手にとってくださり、ありがとうございます。作者の和泉あやです。

　スターツ出版さんには野いちご文庫でも書籍化させていただき、まさかのベリーズ文庫でも書籍化で、こうしてあとがきを書いている今もまだ少し驚きを隠せません。

　これもサイトで読んで応援してくださっている読者様のおかげです。本当にありがとうございます。




　この『溺愛オフィス』ですが、私自身、初のオフィスラブでして、かなりの手探り状態の中、プロットを作りました。

　そして、いざ書き始めたら妊娠発覚。容赦ない悪阻の中、中途半端に投げ出すものかと、調子のいい時を見計らって書き上げた根性作がこの作品です（笑）

　でも、きつい悪阻も乗り越えられるほど、この作品を書いている時は楽しかったのを覚えています。なにせ、扱っている職業が華やかな世界なので楽しくて。このキャラにはなにが似合うか、どんなものを合わせようか。メイクはきっとこんな感じで……など、気分は完全にスタイリストでした。

　実は、私もヒロインの柊奈と同じく、洋服屋さんで働いていましたので、その経験も活かせればと、物語の舞台をアパレル会社に決めました。

　華やかな業界で働きながら、臆病な自分を乗り越えていく柊奈の物語はいかがでしたでしょうか？　登場人物の言葉に、心に、少しでも共感していただいたり、ドキドキしてもらえていたら嬉しいです。




　最後になりましたが、イメージ通りの素敵なイラストを描いてくださいました茉莉花さん、色々と気遣い励まし支えてくださった担当編集の倉持さん、編集のお手伝いをしていただいた妹尾さん、本当にありがとうございました。

　そして、応援してくださる皆様に最大級の感謝を込めて。





和泉いずみあや
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